
2026年度

学生募集要項
・

出願の諸注意

名古屋外国語大学では、インターネットによる「ネット出願」のみです。

「一般選抜　入学検定料フリーパス」の利用をお勧めします

2月・3月に実施される試験区分を対象とし、どのような試験区分、試験日数の出
願にも関わらず、入学検定料の割引・免除が適用され、上限35,000円で出願する
ことができます。
 ⇒　詳細は、23ページを参照して下さい。

「学校推薦型選抜・総合型選抜・特別選抜　入学検定料フリーパス」の利用をお勧めします

9月から11月にかけて実施される試験区分を対象に、入学検定料の割引・免除が
適用され、上限35,000円で出願することができます。
「学校推薦型選抜・総合型選抜・特別選抜　入学検定料フリーパス」として、「総合
型選抜Ⅰ　英語等有資格型」「総合型選抜Ⅱ　国際社会志向型」「総合型選抜Ⅲ　
世界人材志向型」「総合型選抜Ⅲ　グローバル・フランス人材志向型」「総合型選抜
Ⅲ　アジア事情探究型」「総合型選抜Ⅲ　発信コミュニケーション型」「総合型選
抜Ⅲ　専門学科・総合学科卒業生選抜」「総合型選抜Ⅳ　高大接続・体験授業型」
「海外帰国生徒特別選抜」「外国にルーツを持つ生徒対象特別選抜」に、1出願以上
をした場合、「学校推薦型選抜（一般公募）」の入学検定料が免除されます。
 ⇒　詳細は、23ページを参照して下さい。

名古屋外国語大学



個人情報の取り扱いについて

名古屋外国語大学（以下本学）は、個人情報保護に関連する法令を遵守します。また、
収集した個人情報は、厳格に管理します。

・利用目的について
出願にあたって提出された氏名、住所、その他の個人情報は、本学において、①出願・
選抜・入学手続、②学事に関する管理、連絡及び手続、③学生生活全般に関する管理、
連絡及び手続、④学内の施設・設備利用に関する管理、連絡及び手続、⑤本人及び保
証人宛に送付する各種書類の発送、その他の連絡、⑥個人を特定しない形式での統計
資料作成と、これらに付随する事項を行うために利用します。

・第三者への個人情報の提供について
取得した個人情報を本人の同意なく第三者に提供することはありません。ただし、個
人情報の保護に関する法律の定めるところにより、提供すべき義務を負う場合には、
本人の同意を得ることなく個人情報を提供することがあります。

〈問い合わせ先〉
名古屋外国語大学　入試広報室
〒470-0197　愛知県日進市岩崎町竹ノ山57
TEL : 0561-75-1748　FAX : 0561-75-2095　URL : https://www.nufs.ac.jp/
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注　意
2026年度名古屋外国語大学出願時における出願方法及び試験日、日程等を記載したものです。
出願する前に必ず熟読して下さい。

出願方法は、インターネットによる「ネット出願」となります。「6．ネット
出願にあたって」で、出願方法を確認し、「ネット出願」の環境がない場合は、
入試広報室（TEL 0561-75-1748〈直通〉）に連絡して下さい。

本学所定用紙

下記の本学所定用紙は、名古屋外国語大学ホームページの「受験生サイト」及び「ネット出願サイト」にあ
るWordファイル若しくはPDFファイルよりA4サイズで印刷して下さい。
なお、下記の本学所定用紙の出願書類以外に、「出願確認票（提出用）」等の出願書類を必ず提出して下さい。

【学校推薦型選抜（一般公募）】　推薦書（全員）
　　　　　　　　　　　　　　活動報告書②（全員）
【一般選抜共通テスト利用 後期（2教科）】　活動報告書①（該当者のみ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活動報告書②（全員）
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学　部 学　科 専　攻 入学定員

外国語学部

英 米 語 学 科

英米語専攻 220名

英語コミュニケーション専攻 130名

英語教育専攻  50名

フ ラ ン ス 語 学 科  50名

中 国 語 学 科  50名

世界教養学部
世 界 教 養 学 科  90名

国 際 日 本 学 科  50名

現代国際学部

現 代 英 語 学 科  85名

国 際 教 養 学 科  85名

グローバルビジネス学科  85名

グローバル共生学科  85名

修業年限……4年

・上記の入学定員は、学校推薦型選抜（指定校）・総合型選抜を含めた全試験区分の人数です。

1. 募集学部・学科・専攻、入学定員
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次のいずれかに該当する者又は2026（令和8）年3月31日までに該当見込みの者

1. 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者

2. 通常の課程による12年の学校教育を修了した者

3. 学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者

（1）外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

（2） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該課程を修
了した者

（3） 専修学校の高等課程（修業年限が3年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たすものに
限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

（4）文部科学大臣の指定した者

（5） 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資
格検定に合格した者を含む。）

（6） 学校教育法第90条第2項の規定により大学に入学した者であって、高等学校卒業程度認定審査規則による
高等学校卒業程度認定審査に合格した者

（7） 学校教育法第90条第2項の規定により大学に入学した者であって、本学において、大学における教育を受
けるにふさわしい学力があると認めたもの

（8） 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、
18歳に達したもの

2. 受 験 資 格

3



学校推薦型選抜（一般公募）

■募集学部・学科・専攻、募集人員
学　部 学　科 専　攻 募集人員

外 国 語 学 部
英 米 語 学 科

英米語専攻 48名
英語コミュニケーション専攻 28名
英語教育専攻 10名

フランス語学科 10名
中 国 語 学 科 10名

世界教養学部
世 界 教 養 学 科 18名
国 際 日 本 学 科 10名

現代国際学部

現 代 英 語 学 科 17名
国 際 教 養 学 科 17名
グローバルビジネス学科 17名
グローバル共生学科 17名

■出願資格
・次の①②③のいずれかに該当し、なおかつ④を満たす者
 ① 2024（令和6）年4月から2026（令和8）年3月までに高等学校（特別支援学校の高等部を含む）若しくは中等教
育学校を卒業した者又は卒業見込みの者

 ② 2024（令和6）年4月から2026（令和8）年3月までに通常の課程による12年の学校教育（高等専門学校第3学年）
を修了した者又は修了見込みの者

 ③ 2024（令和6）年4月から2026（令和8）年3月までに文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当す
る課程を有するものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者又は修了見込みの者

 ④下記の推薦基準を満たし、学校長が人物・成績について適当と認め、推薦書を付して推薦した者
※外国の学校等は上記出願資格には含まない

■推薦基準
・全体の学習成績の状況が3.0以上かつ外国語の学習成績の状況が3.0以上であること

■志望学科・専攻について
・ 第三志望の学科まで登録することができます。なお、英米語学科の英米語専攻・英語コミュニケーション専攻・英
語教育専攻は、専攻ごとに合否判定を行いますが、3専攻をすべて志望しても、志望学科数は1とします。よって、
英米語学科の3専攻の他に2つの学科を志望することができます。合否判定は、第一志望の学科・専攻を優先します。

（学科・専攻の前の算用数字は、実際の志望順位を示しています。例1～ 5は、第三志望の学科まで登録した場合です。
 なお、英米語学科の3専攻は連続した志望順位でなくても登録可能です。）
（例1） 1 英米語学科英米語専攻 2 英米語学科英語コミュニケーション専攻
 3 英米語学科英語教育専攻 4 グローバルビジネス学科 5 国際日本学科
（例2） 1 英米語学科英米語専攻 2 英米語学科英語コミュニケーション専攻
 3 グローバルビジネス学科 4 国際日本学科 5 英米語学科英語教育専攻
（例3） 1 英米語学科英米語専攻 2 英米語学科英語教育専攻 3 グローバルビジネス学科
 4 国際日本学科
（例4） 1 英米語学科英米語専攻 2 グローバルビジネス学科 3 国際日本学科
（例5） 1 フランス語学科 2 グローバルビジネス学科 3 国際日本学科

3. 試験区分・募集人員・試験日程・試験科目・出願資格・入学検定料等一覧
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■試験日程・選抜方法等一覧

出 願 期 間 ネット出願 10月27日（月）　9時～11月4日（火）　17時
　　　　　　　　〈出願書類郵送締切日〉11月4日（火）　※締切日消印有効

試 験 日 11月9日（日）
合 格 発 表 日 12月1日（月）　10時

入学手続締切日
第1次（入学金の納入） 12月15日（月） 15時まで　　
第2次（授業料・教育充実費の納入） 1月23日（金） 15時まで　　

納 付 金 返 還
申 出 期 日

3月31日（火）　17時まで
※期日までに入学辞退を申し出た者については、入学金を除いた学費（授業料・教育充実費）を返還する

試 験 会 場 本学（日進キャンパス）

選 抜 方 法

・調査書等
・適性検査Ⅰ　　　 ①英語の基礎的理解と英語による一般常識　60分　180点 

※マークシート方式（一部記述式） 
②英語リスニング 解答時間15分（試験時間35分）　20点 
※マークシート方式

・適性検査Ⅱ　　　 国語の理解　60分　100点 
※記述式

※適性検査Ⅰの①と②は試験時間を分けて行う（①②とも必ず受験すること）
※②英語リスニングは、解答開始前に音量確認等を行うため、試験時間は35分となる

■「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」について
・ 「学力の3要素」の一つ、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」について、調査書と活動報告書に
記載された「総合的な探究の時間」での取り組み、部活動、ボランティア活動、資格取得・検定、表彰・顕彰、
海外留学等の経験等をもって段階評価を行い、入学に適するか否かを評価（選抜）します。

・提出する書類については、29ページを参照して下さい。

■記述式問題について
・適性検査Ⅰの一部と適性検査Ⅱで記述式問題を出題します。

・ 英語で書かれた文章や日本語で書かれた文章（現代文）等に対し、正確な内容把握、設問に対する正確かつ
簡素な文章等での記述を通して、思考する過程・表現する力を評価します。

■入学検定料　　35,000円
・入学検定料の免除が適用される場合があります。23ページを参照して下さい。

・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限（11月4日（火）23時59分）
までに、2日の期間がない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。

・いったん納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

■注意点
・他大学との併願が可能です。

・1浪生まで受験できます。在籍していた高等学校等の学校長の推薦書が必要です。

・出願後に志望学科・専攻、志望順位の変更はできません。

・ 適性検査Ⅰ（①英語の基礎的理解と英語による一般常識と②英語リスニングの両方）と適性検査Ⅱの両方を
受験して下さい。（どちらか片方しか受験しなかった場合、欠席扱い（選抜対象外）となります）
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一般選抜前期　A方式

■募集学部・学科・専攻、募集人員
学　部 学　科 専　攻 募集人員

外 国 語 学 部
英 米 語 学 科

英米語専攻 20名
英語コミュニケーション専攻 12名
英語教育専攻  5名

フランス語学科  5名
中 国 語 学 科  5名

世界教養学部
世 界 教 養 学 科  9名
国 際 日 本 学 科  5名

現代国際学部

現 代 英 語 学 科  9名
国 際 教 養 学 科  9名
グローバルビジネス学科  9名
グローバル共生学科  9名

■志望学科・専攻について
・ 同一試験日において、3学科まで併願することができます。なお、英米語学科の英米語専攻・英語コミュニケー
ション専攻・英語教育専攻は、専攻ごとに合否判定を行いますが、3専攻をすべて志望しても、併願学科数
は1とします。よって、英米語学科の3専攻の他に2つの学科を併願することができます。

（例1～ 4は、3学科まで併願した場合です。）
（例1）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語コミュニケーション専攻／英米語学科英語教育専攻／グロー

バルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例2）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語教育専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科 

の3学科併願
（例3）  英米語学科英米語専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例4）  フランス語学科／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願

・ 出願時に、志望学科・専攻の学内志望順位について調査をします。本学では、2月に実施される各試験区分におい
て、3学科併願を採用しており、複数の学科・専攻に合格した者が、どの学科・専攻に入学（入学手続）をするかに
ついては、適正な入学定員の管理を行う側面から、学内志望順位を参考に、最上位の学科・専攻へ入学（入学手続）
をすることを前提に判断をしています。よって、合否判定に影響を与えるものではありませんので、入学を希望
する順に学内志望順位を届け出て下さい。複数の学科・専攻に合格した場合は、出願時に届け出た学内志望順位
を変更することなく、合格した最上位の学内志望順位の学科・専攻に入学手続をするようにして下さい。

■試験日程・試験科目等一覧

出 願 期 間 ネット出願　1月5日（月）　9時～1月20日（火）　17時
　　　　　　　　〈出願書類郵送締切日〉1月20日（火）　※締切日消印有効

試 験 日 2月3日（火）、2月4日（水）　※試験日自由選択制、2日間の出願可
合 格 発 表 日 2月18日（水）　10時

入学手続締切日
第1次（入学金の納入） 2月27日（金）　15時まで　　
第2次（授業料・教育充実費の納入） 3月 9日（月）　15時まで　　
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納 付 金 返 還
申 出 期 日

3月31日（火）　17時まで
※期日までに入学辞退を申し出た者については、入学金を除いた学費（授業料・教育充実費）を返還する

試 験 会 場 本学（日進キャンパス）

試 験 科 目

・外 国 語　　　① 『英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、
英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・
表現Ⅲ』　90分　200点

　　　　　　　 ②『英語リスニング』　解答時間20分（試験時間40分）　30点
・国　　語　　　『現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く）』　60分　100点
・選択科目　　　 『日本史探究』、『世界史探究』、『数学Ⅰ、数学Ａ（「数学と人間

の活動」 を除く）』から1科目　60分　100点
※外国語の①と②は試験時間を分けて行う（①②とも必ず受験すること）
※②『英語リスニング』は、解答開始前に音量確認等を行うため、試験時間は40分となる
※外国語はマークシート方式（一部記述式）
※国語、選択科目ともに全問マークシート方式
※選択科目は出願時届出制

■記述式問題について
・外国語の一部で記述式問題を出題します。

・ 英語で書かれた文章等に対し、正確な内容把握、設問に対する正確かつ簡素な文章等での記述を通して、
思考する過程・表現する力を評価します。

■外部英語検定試験の活用について
・ 出願時に、本学が指定する外部英語検定試験の等級・スコアを取得している場合、本学で実施する「外国語」
の得点（『英語リスニング』を除く）に上限20点を加点することができます。27ページを参照して下さい。なお、
加点後、『英語リスニング』の得点を加算し、最終的な「外国語」の得点とします。

■「数学」の出題について
・数学は、『数学Ⅰ、数学A』からの出題です。

・ 『数学Ａ』は、「数学と人間の活動」を除く、「図形の性質」、「場合の数と確率」の2項目の内容での出題となります。

■入学検定料　　35,000円
・入学検定料の割引が適用される場合があります。23ページを参照して下さい。

・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限（1月20日（火）23時59分）
までに、2日の期間がない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。

・いったん納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

■注意点
・出願後に試験日、選択科目、志望学科・専攻、学内志望順位の変更はできません。

・ 外国語（①『英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語コミュニケーションⅢ、論理・表
現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ』と②『英語リスニング』の両方）・国語・選択科目のすべてを受験して下さい。
（1科目でも受験しなかった場合、欠席扱い（選抜対象外）となります）
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一般選抜前期　Ｍ3方式　・　一般選抜前期　Ｍ2方式

　同一試験日において、一般選抜前期M3方式と一般選抜前期M2方式を出願する場合は、該当する試験区
分（方式）の掲載ページと併せて11ページの「同一試験日における一般選抜前期M3方式と一般選抜前期M2
方式の出願について」を必ず参照して下さい。

■募集学部・学科・専攻、募集人員
学　部 学　科 専　攻 募集人員

外 国 語 学 部
英 米 語 学 科

英米語専攻 16名
英語コミュニケーション専攻  8名
英語教育専攻  4名

フランス語学科  4名
中 国 語 学 科  4名

世界教養学部
世 界 教 養 学 科  6名
国 際 日 本 学 科  4名

現代国際学部

現 代 英 語 学 科  6名
国 際 教 養 学 科  6名
グローバルビジネス学科  6名
グローバル共生学科  6名

・ 募集人員は、一般選抜前期M3方式と一般選抜前期M2方式を合算した人数です。合否判定については、両
試験区分（方式）の受験者数等を勘案して判定を行います。

■一般選抜前期　M3方式　志望学科・専攻について
・ 同一試験日において、3学科まで併願することができます。なお、英米語学科の英米語専攻・英語コミュニケー
ション専攻・英語教育専攻は、専攻ごとに合否判定を行いますが、3専攻をすべて志望しても、併願学科数
は1とします。よって、英米語学科の3専攻の他に2つの学科を併願することができます。

（例1～ 4は、3学科まで併願した場合です。）
（例1）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語コミュニケーション専攻／英米語学科英語教育専攻／グロー

バルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例2）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語教育専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科 

の3学科併願
（例3）  英米語学科英米語専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例4）  フランス語学科／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願

・ 出願時に、志望学科・専攻の学内志望順位について調査をします。本学では、2月に実施される各試験区分におい
て、3学科併願を採用しており、複数の学科・専攻に合格した者が、どの学科・専攻に入学（入学手続）をするかに
ついては、適正な入学定員の管理を行う側面から、学内志望順位を参考に、最上位の学科・専攻へ入学（入学手続）
をすることを前提に判断をしています。よって、合否判定に影響を与えるものではありませんので、入学を希望
する順に学内志望順位を届け出て下さい。複数の学科・専攻に合格した場合は、出願時に届け出た学内志望順位
を変更することなく、合格した最上位の学内志望順位の学科・専攻に入学手続をするようにして下さい。
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■一般選抜前期　Ｍ3方式　試験日程・試験科目等一覧

出 願 期 間 ネット出願 1月5日（月）　9時～1月20日（火）　17時
　　　　　　　　〈出願書類郵送締切日〉1月20日（火）　※締切日消印有効

試 験 日

2月1日（日）、2月2日（月）
※試験日自由選択制、一般選抜前期M3方式の2日間の出願可
●異なる試験日において、一般選抜前期M2方式との出願可
●同一試験日において、一般選抜前期M2方式との出願可
※受験する試験区分（方式）は出願時届出制

合 格 発 表 日 2月18日（水）　10時

入学手続締切日
第1次（入学金の納入） 2月27日（金）　15時まで　　
第2次（授業料・教育充実費の納入） 3月 9日（月）　15時まで　　

納 付 金 返 還
申 出 期 日

3月31日（火）　17時まで
※期日までに入学辞退を申し出た者については、入学金を除いた学費（授業料・教育充実費）を返還する

試 験 会 場 本学（日進キャンパス）、東京、浜松、津、岐阜、金沢、大阪、広島、福岡
　（各試験会場2日間実施・出願時届出制）

試 験 科 目

・外 国 語　　　  『英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英
語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・
表現Ⅲ』　90分　200点

・国　　語　　　『現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く）』　60分　100点
・選択科目　　　 『日本史探究』、『世界史探究』、『数学Ⅰ、数学Ａ（「数学と人間

の活動」を除く）』から1科目　60分　100点
※外国語、国語、選択科目ともに全問マークシート方式
※選択科目は出願時届出制

■一般選抜前期　Ｍ3方式　外部英語検定試験の活用について
・ 出願時に、本学が指定する外部英語検定試験の等級・スコアを取得している場合、本学で実施する「外国語」
の得点に上限20点を加点することができます。27ページを参照して下さい。

■一般選抜前期　Ｍ3方式　「数学」の出題について
・数学は、『数学Ⅰ、数学A』からの出題です。
・ 『数学Ａ』は、「数学と人間の活動」を除く、「図形の性質」、「場合の数と確率」の2項目の内容での出題となります。

■一般選抜前期　Ｍ3方式　入学検定料　　35,000円
・入学検定料の割引が適用される場合があります。23ページを参照して下さい。
・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限（1月20日（火）23時59分）
までに、2日の期間がない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。
・いったん納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

■一般選抜前期　Ｍ3方式　注意点
・出願後に試験日、試験区分（方式）、試験会場、選択科目、志望学科・専攻、学内志望順位の変更はできません。
・ 外国語・国語・選択科目のすべてを受験して下さい。（1科目でも受験しなかった場合、欠席扱い（選抜対象外）
となります）

9



■一般選抜前期　M2方式　志望学科・専攻について
・ 同一試験日において、3学科まで併願することができます。なお、英米語学科の英米語専攻・英語コミュニケー
ション専攻・英語教育専攻は、専攻ごとに合否判定を行いますが、3専攻をすべて志望しても、併願学科数
は1とします。よって、英米語学科の3専攻の他に2つの学科を併願することができます。

（例1～ 4は、3学科まで併願した場合です。）
（例1）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語コミュニケーション専攻／英米語学科英語教育専攻／グロー

バルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例2）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語教育専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科 

の3学科併願
（例3）  英米語学科英米語専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例4）  フランス語学科／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願

・ 出願時に、志望学科・専攻の学内志望順位について調査をします。本学では、2月に実施される各試験区分におい
て、3学科併願を採用しており、複数の学科・専攻に合格した者が、どの学科・専攻に入学（入学手続）をするかに
ついては、適正な入学定員の管理を行う側面から、学内志望順位を参考に、最上位の学科・専攻へ入学（入学手続）
をすることを前提に判断をしています。よって、合否判定に影響を与えるものではありませんので、入学を希望
する順に学内志望順位を届け出て下さい。複数の学科・専攻に合格した場合は、出願時に届け出た学内志望順位
を変更することなく、合格した最上位の学内志望順位の学科・専攻に入学手続をするようにして下さい。

■一般選抜前期　Ｍ2方式　試験日程・試験科目等一覧

出 願 期 間 ネット出願　1月5日（月）　9時～1月20日（火）　17時
　　　　　　　　〈出願書類郵送締切日〉1月20日（火）　※締切日消印有効

試 験 日

2月1日（日）、2月2日（月）
※試験日自由選択制、一般選抜前期M2方式の2日間の出願可
●異なる試験日において、一般選抜前期M3方式との出願可
●同一試験日において、一般選抜前期M3方式との出願可
※受験する試験区分（方式）は出願時届出制

合 格 発 表 日 2月18日（水）　10時

入学手続締切日
第1次（入学金の納入） 2月27日（金）　15時まで　　
第2次（授業料・教育充実費の納入） 3月 9日（月）　15時まで　　

納 付 金 返 還
申 出 期 日

3月31日（火）　17時まで
※期日までに入学辞退を申し出た者については、入学金を除いた学費（授業料・教育充実費）を返還する

試 験 会 場 本学（日進キャンパス）、東京、浜松、津、岐阜、金沢、大阪、広島、福岡
　（各試験会場2日間実施・出願時届出制）

試 験 科 目

・外 国 語　　　 『英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英
語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・
表現Ⅲ』　90分　200点

・選択科目　　　 『現代の国語、言語文化（古文・漢文を除く）』、『日本史探究』、『世
界史探究』、『数学Ⅰ、数学Ａ（「数学と人間の活動」を除く）』か
ら1科目　60分　100点

※外国語、選択科目ともに全問マークシート方式
※選択科目は出願時届出制

■一般選抜前期　Ｍ2方式　外部英語検定試験の活用について
・ 出願時に、本学が指定する外部英語検定試験の等級・スコアを取得している場合、本学で実施する「外国語」
の得点に上限20点を加点することができます。27ページを参照して下さい。

10



３
試
験
区
分・募
集
人
員・試
験
日
程・　
　
　
　
【
一
般
選
抜
前
期
Ｍ
３
方
式・

　
　
試
験
科
目・出
願
資
格・入
学
検
定
料
等
一
覧  

一
般
選
抜
前
期
Ｍ
２
方
式
】

■一般選抜前期　Ｍ2方式　「数学」の出題について
・数学は、『数学Ⅰ、数学A』からの出題です。

・ 『数学Ａ』は、「数学と人間の活動」を除く、「図形の性質」、「場合の数と確率」の2項目の内容での出題となります。

■一般選抜前期　Ｍ2方式　入学検定料　　35,000円
・入学検定料の割引が適用される場合があります。23ページを参照して下さい。

・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限（1月20日（火）23時59分）
までに、2日の期間がない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。

・いったん納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

■一般選抜前期　Ｍ2方式　注意点
・出願後に試験日、試験区分（方式）、試験会場、選択科目、志望学科・専攻、学内志望順位の変更はできません。

・ 外国語と選択科目の両方を受験して下さい。（どちらか片方しか受験しなかった場合、欠席扱い（選抜対象外）
となります）

■同一試験日における一般選抜前期M3方式と一般選抜前期M2方式の出願について
・ 同一試験日において、両試験区分（方式）を出願することができます。 
これにより、両試験区分（方式）の志望学科・専攻数分の受験番号が付与されますが、受験に際しては、本学
が指定する一般選抜前期M3方式の受験番号で受験をして下さい。一般選抜前期M3方式の得点は、一般選
抜前期M2方式の得点としても利用されます。
なお、入学検定料については23ページを参照して下さい。 
出願後に、試験区分（方式）の追加出願はできません。

・ 同一試験日において、両試験区分（方式）に出願する場合、志望学科・専攻（3学科までの併願学科（英米語学
科の専攻の扱いについては、8・10ページ参照））は、同一の学科・専攻となります。

・試験会場は、同じ試験会場となります。

・出願時に、選択科目を届け出る際、下表の事項に注意して下さい。

一般選抜前期M3方式 一般選抜前期M2方式

外 国 語 必須科目 ● ⇔ ● 外 国 語 必須科目

国 語 必須科目 ●

⇔

≪注意≫
M2方式の選択科目
は、M3方式で受験
する「国語」又は「選
択科目（「日本史」「世
界史」「数学」）」のど
ちらかを選択

●

国 語 選択科目

日 本 史 選択科目

●

≪注意≫
M3方式の選択科
目は、「日本史」「世
界史」「数学」のい
ずれかを選択

日 本 史 選択科目

世 界 史 選択科目 世 界 史 選択科目

数 学 選択科目 数 学 選択科目

※　●印は受験科目・受験科目数を示す。

・ 試験日当日、やむをえない理由により、一般選抜前期M3方式の外国語・国語・選択科目のうち1科目でも受験しなかっ
た場合は、一般選抜前期M3方式については欠席扱い（選抜対象外）となりますが、同一試験日において出願して
いる一般選抜前期M2方式の外国語と選択科目の両方を受験していれば、一般選抜前期M2方式については選抜
対象となります。また、一般選抜前期共通テストプラス方式を出願している場合、一般選抜前期M2方式の受験は
成立しているため、一般選抜前期共通テストプラス方式も選抜対象となります。
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一般選抜前期　共通テストプラス方式

■募集学部・学科・専攻、募集人員
学　部 学　科 専　攻 募集人員

外 国 語 学 部
英 米 語 学 科

英米語専攻 20名
英語コミュニケーション専攻 12名
英語教育専攻  5名

フランス語学科  5名
中 国 語 学 科  5名

世界教養学部
世 界 教 養 学 科  9名
国 際 日 本 学 科  5名

現代国際学部

現 代 英 語 学 科  8名
国 際 教 養 学 科  8名
グローバルビジネス学科  8名
グローバル共生学科  8名

■試験方式、出願要件、合否判定、志望学科・専攻について
　一般選抜前期共通テストプラス方式は、2026（令和8）年度の本学一般選抜前期Ａ方式・Ｍ3方式・Ｍ2方式と
2026（令和8）年度大学入学共通テストの各指定科目（次ページの表：試験科目）を組み合わせた試験です。
　従って、一般選抜前期共通テストプラス方式としての試験日は設けられていませんが、出願にあたっては、
本学一般選抜前期Ａ方式・Ｍ3方式・Ｍ2方式のうち、1試験日以上を受験するとともに、大学入学共通テスト
を受験していることが、出願要件となります。
　これにより、一般選抜前期共通テストプラス方式は、本学一般選抜前期Ａ方式・Ｍ3方式・Ｍ2方式を受験す
ることで、試験日ごとに出願することになります。（一般選抜前期Ａ方式・Ｍ3方式・Ｍ2方式と同時に出願し
て下さい）
　また、一般選抜前期共通テストプラス方式の合否判定は、本学一般選抜前期Ａ方式・Ｍ3方式・Ｍ2方式の試
験日に関わりなく、4日間（2月1日・2日・3日・4日）の受験者全員を一括して、本学一般選抜前期Ａ方式・Ｍ3方式・
Ｍ2方式の各試験日と同じ志望学科・専攻（3学科までの併願学科（英米語学科の専攻の扱いについては、6・8・
10ページ参照））に対し行われます。
　出願時に調査をする志望学科・専攻の学内志望順位についても、6・8・10ページを参照して下さい。

■試験日程・試験科目等一覧

出 願 期 間
※一般選抜前期A方式・Ｍ3方式・M2方式と同時に出願して下さい
ネット出願　1月5日（月）　9時～1月20日（火）　17時
　　　　　　　　〈出願書類郵送締切日〉1月20日（火）　※締切日消印有効

合 格 発 表 日 2月18日（水）　10時

入学手続締切日
第1次（入学金の納入） 2月27日（金）　15時まで　　
第2次（授業料・教育充実費の納入） 3月 9日（月）　15時まで　　

納 付 金 返 還
申 出 期 日

3月31日（火）　17時まで
※期日までに入学辞退を申し出た者については、入学金を除いた学費（授業料・教育充実費）を返還する
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試 験 科 目

●本学試験（一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式）

・外 国 語　　　 『英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英
語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・
表現Ⅲ』　200点

※一般選抜前期A方式の『英語リスニング』を除く

●大学入学共通テスト…2教科2科目利用
※2026（令和8）年度大学入学共通テストの成績を利用する

・国　　語・地理歴史・ 公　　民・ 数　　学・ 理　　科・ 外 国 語・情　　報

『国語』（近代以降の文章）、『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、
『歴史総合、世界史探究』、『公共、倫理』、『公共、政治・経済』、『数学Ⅰ、数学A』、
『数学Ⅱ、数学B、数学C』、『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』、『物理』、
『化学』、『生物』、『地学』、『英語』（リーディング、リスニング）、『情報Ⅰ』から2
教科各1科目　200点（各100点）
※ 国語・地理歴史・公民・数学・理科・外国語・情報から3教科以上受験した場合は、高得点の2教科各1科目を
採用する
※理科の基礎を付した科目は、4つで1出題科目とし、そのうち2出題範囲を選択解答、100点満点として扱う
※『国語』 （近代以降の文章）及び 『英語』 （リーディング、 リスニング）は、 それぞれ100点満点に換算する

■記述式問題について
・一般選抜前期Ａ方式の外国語の一部で記述式問題を出題します。

・ 英語で書かれた文章等に対し、正確な内容把握、設問に対する正確かつ簡素な文章等での記述を通して、
思考する過程・表現する力を評価します。

■外部英語検定試験の活用について
・ 出願時に、本学が指定する外部英語検定試験の等級・スコアを取得している場合、本学で実施する「外国語」
の得点（一般選抜前期Ａ方式は『英語リスニング』を除く）に上限20点を加点することができます。27ページ
を参照して下さい。

■入学検定料　　15,000円
・入学検定料の割引が適用される場合があります。23ページを参照して下さい。

・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限（1月20日（火）23時59分）
までに、2日の期間がない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。

・いったん納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

13



14

■注意点
・2026（令和8）年度本学一般選抜前期Ａ方式・Ｍ3方式・Ｍ2方式を受験して下さい。

・2026（令和8）年度大学入学共通テストを受験して下さい。（過年度の成績は利用しません）

・ 一般選抜前期共通テストプラス方式において、志望学科・専攻（3学科までの併願学科（英米語学科の専攻の扱いに
ついては、6・8・10ページ参照））は、一般選抜前期Ａ方式・Ｍ3方式・Ｍ2方式の各試験日と同じになります。

・ 一般選抜前期共通テストプラス方式において、出願時に調査をする志望学科・専攻の学内志望順位について
は、6・8・10ページを参照して下さい。

・ 一般選抜前期Ａ方式・Ｍ3方式・Ｍ2方式での試験科目は、すべて受験して下さい。1科目でも受験しなかった
場合、一般選抜前期共通テストプラス方式においても欠席扱い（選抜対象外）となります。

・大学入学共通テストにおいて、指定された教科・科目が未受験の場合、選抜対象外（欠席扱い）となります。

・ 大学入学共通テストで、地理歴史・公民・数学・理科において同一教科内で複数科目受験した場合でも、選抜
に採用される科目は1教科につき高得点の1科目のみです。

・ 理科の基礎を付した科目は、4つで1出題科目とし、そのうち2出題範囲を選択解答して下さい。

・ 大学入学共通テストにおいて、地理歴史及び公民は1つの教科として取り扱われ、同一試験時間において試
験が実施されますが、教科としては、それぞれ独立した教科となります。

・ 同一試験日に一般選抜前期Ｍ3方式と一般選抜前期Ｍ2方式を出願し、さらに、一般選抜前期共通テストプ
ラス方式を出願する場合、本学試験科目として指定された「外国語」は、両試験区分（方式）とも同じ得点と
なるため、一般選抜前期共通テストプラス方式の出願は1出願となります。
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一般選抜共通テスト利用　前期（3教科）

■募集学部・学科・専攻、募集人員
学　部 学　科 専　攻 募集人員

外 国 語 学 部
英 米 語 学 科

英米語専攻 16名
英語コミュニケーション専攻  9名
英語教育専攻  3名

フランス語学科  3名
中 国 語 学 科  3名

世界教養学部
世 界 教 養 学 科  6名
国 際 日 本 学 科  3名

現代国際学部

現 代 英 語 学 科  6名
国 際 教 養 学 科  6名
グローバルビジネス学科  6名
グローバル共生学科  6名

■志望学科・専攻について
・ 3学科まで併願することができます。なお、英米語学科の英米語専攻・英語コミュニケーション専攻・英語教
育専攻は、専攻ごとに合否判定を行いますが、3専攻をすべて志望しても、併願学科数は1とします。よって、
英米語学科の3専攻の他に2つの学科を併願することができます。

（例1～ 4は、3学科まで併願した場合です。）
（例1）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語コミュニケーション専攻／英米語学科英語教育専攻／グロー

バルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例2）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語教育専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科 

の3学科併願
（例3）  英米語学科英米語専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例4）  フランス語学科／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願

・ 出願時に、志望学科・専攻の学内志望順位について調査をします。本学では、2月に実施される各試験区分におい
て、3学科併願を採用しており、複数の学科・専攻に合格した者が、どの学科・専攻に入学（入学手続）をするかに
ついては、適正な入学定員の管理を行う側面から、学内志望順位を参考に、最上位の学科・専攻へ入学（入学手続）
をすることを前提に判断をしています。よって、合否判定に影響を与えるものではありませんので、入学を希望
する順に学内志望順位を届け出て下さい。複数の学科・専攻に合格した場合は、出願時に届け出た学内志望順位
を変更することなく、合格した最上位の学内志望順位の学科・専攻に入学手続をするようにして下さい。

■試験日程・試験科目等一覧

出 願 期 間 ネット出願 1月5日（月）　9時～1月26日（月）　17時
　　　　　　　　〈出願書類郵送締切日〉1月26日（月）　※締切日消印有効

試 験 日 【2026（令和8）年度　大学入学共通テスト試験日】
合 格 発 表 日 2月18日（水）　10時

入学手続締切日
第1次（入学金の納入） 2月27日（金）　15時まで　　
第2次（授業料・教育充実費の納入） 3月 9日（月）　15時まで　　



納 付 金 返 還
申 出 期 日

3月31日（火）　17時まで
※期日までに入学辞退を申し出た者については、入学金を除いた学費（授業料・教育充実費）を返還する

試 験 科 目

●大学入学共通テスト…3教科3科目利用
※2026（令和8）年度大学入学共通テストの成績を利用する

・外 国 語
〈 英米語学科英米語専攻・英米語学科英語コミュニケーション専攻・英米語学科英
語教育専攻・世界教養学科・国際日本学科 ・ 現代英語学科・国際教養学科・グロー
バルビジネス学科 ・グローバル共生学科〉
 『英語』（リーディング100点、リスニング100点）　200点
〈フランス語学科〉
  『英語』（リーディング100点、リスニング100点）、『フランス語』から1科目　200点
〈中国語学科〉
 『英語』（リーディング100点、リスニング100点）、『中国語』から1科目　200点

・国　　語
『国語』（近代以降の文章）　100点
※『国語』（近代以降の文章）は、100点満点に換算する

・地理歴史・公　　民・数　　学・理　　科・情　　報

『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、『歴史総合、世界史探究』、
『公共、倫理』、『公共、政治・経済』、『数学Ⅰ』、『数学Ⅰ、数学A』、
『数学Ⅱ、数学B、数学C』、『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』、
『物理』、『化学』、『生物』、『地学』、『情報Ⅰ』から1科目　100点
※地理歴史・公民・数学・理科・情報から2科目以上受験した場合は、高得点の科目を採用する
※ 理科の基礎を付した科目は、4つで1出題科目とし、そのうち2出題範囲を選択解答、100点満点として扱う

●個別学力試験は実施しない

■入学検定料　　15,000円
・入学検定料の割引が適用される場合があります。23ページを参照して下さい。

・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限（1月26日（月）23時59分）
までに、2日の期間がない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。

・いったん納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

■注意点
・2026（令和8）年度大学入学共通テストを受験して下さい。（過年度の成績は利用しません）

・ 指定された教科・科目を必ず受験して下さい。指定された教科・科目が未受験の場合、選抜対象外（欠席扱い）
となります。

・理科の基礎を付した科目は、4つで1出題科目とし、そのうち2出題範囲を選択解答して下さい。

・ 大学入学共通テストにおいて、地理歴史及び公民は1つの教科として取り扱われ、同一試験時間において試
験が実施されますが、教科としては、それぞれ独立した教科となります。

・出願後に志望学科・専攻、学内志望順位の変更はできません。
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一般選抜共通テスト利用　前期（5教科）

■募集学部・学科・専攻、募集人員
学　部 学　科 専　攻 募集人員

外 国 語 学 部
英 米 語 学 科

英米語専攻 6名
英語コミュニケーション専攻 4名
英語教育専攻 2名

フランス語学科 2名
中 国 語 学 科 2名

世界教養学部
世 界 教 養 学 科 3名
国 際 日 本 学 科 2名

現代国際学部

現 代 英 語 学 科 3名
国 際 教 養 学 科 3名
グローバルビジネス学科 3名
グローバル共生学科 3名

■志望学科・専攻について
・ 3学科まで併願することができます。なお、英米語学科の英米語専攻・英語コミュニケーション専攻・英語教
育専攻は、専攻ごとに合否判定を行いますが、3専攻をすべて志望しても、併願学科数は1とします。よって、
英米語学科の3専攻の他に2つの学科を併願することができます。

（例1～ 4は、3学科まで併願した場合です。）
（例1）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語コミュニケーション専攻／英米語学科英語教育専攻／グロー

バルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例2）  英米語学科英米語専攻／英米語学科英語教育専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科 

の3学科併願
（例3）  英米語学科英米語専攻／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願
（例4）  フランス語学科／グローバルビジネス学科／国際日本学科　の3学科併願

・ 出願時に、志望学科・専攻の学内志望順位について調査をします。本学では、2月に実施される各試験区分におい
て、3学科併願を採用しており、複数の学科・専攻に合格した者が、どの学科・専攻に入学（入学手続）をするかに
ついては、適正な入学定員の管理を行う側面から、学内志望順位を参考に、最上位の学科・専攻へ入学（入学手続）
をすることを前提に判断をしています。よって、合否判定に影響を与えるものではありませんので、入学を希望
する順に学内志望順位を届け出て下さい。複数の学科・専攻に合格した場合は、出願時に届け出た学内志望順位
を変更することなく、合格した最上位の学内志望順位の学科・専攻に入学手続をするようにして下さい。

■試験日程・試験科目等一覧

出 願 期 間 ネット出願 1月5日（月）　9時～1月26日（月）　17時
　　　　　　　　〈出願書類郵送締切日〉1月26日（月）　※締切日消印有効

試 験 日 【2026（令和8）年度　大学入学共通テスト試験日】
合 格 発 表 日 2月18日（水）　10時

入学手続締切日
第1次（入学金の納入） 2月27日（金）　15時まで　　
第2次（授業料・教育充実費の納入） 3月 ９日（月）　15時まで　　
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納 付 金 返 還
申 出 期 日

3月31日（火）　17時まで
※期日までに入学辞退を申し出た者については、入学金を除いた学費（授業料・教育充実費）を返還する

試 験 科 目

●大学入学共通テスト…5教科5科目利用
※2026（令和8）年度大学入学共通テストの成績を利用する

・外 国 語
〈 英米語学科英米語専攻・英米語学科英語コミュニケーション専攻・英米語学科英
語教育専攻・世界教養学科・国際日本学科・現代英語学科・国際教養学科・グロー
バルビジネス学科・グローバル共生学科〉
 『英語』（リーディング100点、リスニング100点）　200点
〈フランス語学科〉
 『英語』（リーディング100点、リスニング100点）、『フランス語』から1科目　200点
〈中国語学科〉
 『英語』（リーディング100点、リスニング100点）、『中国語』から1科目　200点

・国　　語・地理歴史・公　　民・数　　学・理　　科・情　　報

『国語』（近代以降の文章）、『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、
『歴史総合、世界史探究』、『公共、倫理』、『公共、政治・経済』、『数学Ⅰ』、
『数学Ⅰ、数学A』、『数学Ⅱ、数学B、数学C』、『物理基礎／化学基礎／
生物基礎／地学基礎』、『物理』、『化学』、『生物』、『地学』、『情報Ⅰ』から4教科
各1科目　400点（各100点）
※国語・地理歴史・公民・数学・理科・情報から5教科以上受験した場合は、高得点の4教科各1科目を採用する
※ 理科の基礎を付した科目は、4つで1出題科目とし、そのうち2出題範囲を選択解答、100点満点として扱う
※『国語』（近代以降の文章）は、100点満点に換算する

●個別学力試験は実施しない

■入学検定料　　15,000円
・入学検定料の割引が適用される場合があります。23ページを参照して下さい。

・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限（1月26日（月）23時59分）
までに、2日の期間がない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。

・いったん納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

■注意点
・2026（令和8）年度大学入学共通テストを受験して下さい。（過年度の成績は利用しません）

・ 指定された教科・科目を必ず受験して下さい。指定された教科・科目が未受験の場合、選抜対象外（欠席扱い）
となります。

・ 地理歴史・公民・数学・理科において同一教科内で複数科目受験した場合でも、選抜に採用される科目は1教
科につき高得点の1科目のみです。

・ 理科の基礎を付した科目は、4つで1出題科目とし、そのうち2出題範囲を選択解答して下さい。

・ 大学入学共通テストにおいて、地理歴史及び公民は1つの教科として取り扱われ、同一試験時間において試
験が実施されますが、教科としては、それぞれ独立した教科となります。

・出願後に志望学科・専攻、学内志望順位の変更はできません。
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一般選抜後期

■募集学部・学科・専攻、募集人員

学　部 学　科 専　攻 募集人員

外 国 語 学 部
英 米 語 学 科

英米語専攻 7名
英語コミュニケーション専攻 5名
英語教育専攻 2名

フランス語学科 2名
中 国 語 学 科 2名

世界教養学部
世 界 教 養 学 科 3名
国 際 日 本 学 科 2名

現代国際学部

現 代 英 語 学 科 3名
国 際 教 養 学 科 3名
グローバルビジネス学科 3名
グローバル共生学科 3名

■志望学科・専攻について
・ 第三志望の学科・専攻まで登録することができます。なお、英米語学科の英米語専攻・英語コミュニケーショ
ン専攻・英語教育専攻の3専攻をすべて志望した場合、志望学科・専攻数は3とします。合否判定は、第一志
望の学科・専攻を優先します。

（ 学科・専攻の前の算用数字は、志望順位を示しています。例1～ 5は、第三志望の学科・専攻まで登録した場合です。
 なお、英米語学科の専攻は連続した志望順位でなくても登録可能です。）
（例1） 1 英米語学科英米語専攻 2 英米語学科英語コミュニケーション専攻 3 英米語学科英語教育専攻
（例2） 1 英米語学科英米語専攻 2 英米語学科英語コミュニケーション専攻 3 国際日本学科
（例3） 1 英米語学科英米語専攻 2 国際日本学科 3 英米語学科英語教育専攻
（例4） 1 英米語学科英米語専攻 2 グローバルビジネス学科 3 国際日本学科
（例5） 1 フランス語学科 2 グローバルビジネス学科 3 国際日本学科

■試験日程・試験科目等一覧

出 願 期 間 ネット出願 2月19日（木）　9時～2月27日（金）　17時
　　　　　　　　〈出願書類郵送締切日〉2月27日（金）　※締切日消印有効

試 験 日 3月6日（金）
合 格 発 表 日 3月18日（水）　10時

入学手続締切日 第1次（入学金の納入）・第2次（授業料・教育充実費の納入）とも
3月24日（火）　15時まで

納 付 金 返 還
申 出 期 日

3月31日（火）　17時まで
※期日までに入学辞退を申し出た者については、入学金を除いた学費（授業料・教育充実費）を返還する

試 験 会 場 本学（日進キャンパス）

試 験 科 目
外 国 語　　　 『英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、英語

コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ』　
90分　200点

※マークシート方式（一部記述式）
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20

■記述式問題について
・外国語の一部で記述式問題を出題します。

・ 英語で書かれた文章等に対し、正確な内容把握、設問に対する正確かつ簡素な文章等での記述を通して、
思考する過程・表現する力を評価します。

■外部英語検定試験の活用について
・ 出願時に、本学が指定する外部英語検定試験の等級・スコアを取得している場合、本学で実施する「外国語」
の得点に上限20点を加点することができます。27ページを参照して下さい。

■入学検定料　　35,000円
・入学検定料の割引・免除が適用される場合があります。23ページを参照して下さい。

・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限（2月27日（金）23時59分）
までに、2日の期間がない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。

・いったん納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

■注意点
・出願後に志望学科・専攻の変更はできません。

・ 第二志望学科・専攻、第三志望学科・専攻の登録を、試験日当日に行います。（合格判定は、第一志望学科・
専攻を優先します）
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一般選抜共通テスト利用　後期（2教科）

■募集学部・学科・専攻、募集人員
学　部 学　科 専　攻 募集人員

外 国 語 学 部
英 米 語 学 科

英米語専攻 6名
英語コミュニケーション専攻 4名
英語教育専攻 2名

フランス語学科 2名
中 国 語 学 科 2名

世界教養学部
世 界 教 養 学 科 2名
国 際 日 本 学 科 2名

現代国際学部

現 代 英 語 学 科 2名
国 際 教 養 学 科 2名
グローバルビジネス学科 2名
グローバル共生学科 2名

■志望学科・専攻について
・ 第三志望の学科・専攻まで登録することができます。なお、英米語学科の英米語専攻・英語コミュニケーショ
ン専攻・英語教育専攻の3専攻をすべて志望した場合、志望学科・専攻数は3とします。合否判定は、第一志
望の学科・専攻を優先します。

（学科・専攻の前の算用数字は、志望順位を示しています。例1～ 5は、第三志望の学科・専攻まで登録した場合です。
 なお、英米語学科の専攻は連続した志望順位でなくても登録可能です。）
（例1） 1 英米語学科英米語専攻 2 英米語学科英語コミュニケーション専攻 3 英米語学科英語教育専攻
（例2） 1 英米語学科英米語専攻 2 英米語学科英語コミュニケーション専攻 3 国際日本学科
（例3） 1 英米語学科英米語専攻 2 国際日本学科 3 英米語学科英語教育専攻
（例4） 1 英米語学科英米語専攻 2 グローバルビジネス学科 3 国際日本学科
（例5） 1 フランス語学科 2 グローバルビジネス学科 3 国際日本学科

■試験日程・試験科目等一覧

出 願 期 間 ネット出願 2月19日（木）　9時～3月10日（火）　17時
　　　　　　　　〈出願書類郵送締切日〉3月10日（火）　※締切日消印有効

試 験 日 【2026（令和8）年度　大学入学共通テスト試験日】
合 格 発 表 日 3月18日（水）　10時

入学手続締切日 第1次（入学金の納入）・第2次（授業料・教育充実費の納入）とも
3月24日（火）　15時まで

納 付 金 返 還
申 出 期 日

3月31日（火）　17時まで
※期日までに入学辞退を申し出た者については、入学金を除いた学費（授業料・教育充実費）を返還する



試 験 科 目

●大学入学共通テスト…2教科2科目利用
※2026（令和8）年度大学入学共通テストの成績を利用する

・外 国 語
〈 英米語学科英米語専攻・英米語学科英語コミュニケーション専攻・英米語学科英
語教育専攻・世界教養学科・国際日本学科・現代英語学科・国際教養学科・グロー
バルビジネス学科・グローバル共生学科〉
 『英語』（リーディング100点、リスニング100点）　200点
〈フランス語学科〉
 『英語』（リーディング100点、リスニング100点）、『フランス語』から1科目　200点
〈中国語学科〉
 『英語』（リーディング100点、リスニング100点）、『中国語』から1科目　200点

・国　　語・地理歴史・公　　民・数　　学・理　　科・情　　報

『国語』（近代以降の文章）、『地理総合、地理探究』、『歴史総合、日本史探究』、
『歴史総合、世界史探究』、『公共、倫理』、『公共、政治・経済』、『数学Ⅰ』、
『数学Ⅰ、数学A』、『数学Ⅱ、数学B、数学C』、『物理基礎／化学基礎／
生物基礎／地学基礎』、『物理』、『化学』、『生物』、『地学』、『情報Ⅰ』から1科目　
100点
※国語・地理歴史・公民・数学・理科・情報から2科目以上受験した場合は、高得点の科目を採用する
※ 理科の基礎を付した科目は、4つで1出題科目とし、そのうち2出題範囲を選択解答、100点満点として扱う
※『国語』（近代以降の文章）は、100点満点に換算する

●個別学力試験は実施しない

■「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」について
・ 「学力の3要素」の一つ、「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」について、調査書と活動報告書に
記載された「総合的な探究の時間」での取り組み、部活動、ボランティア活動、資格取得・検定、表彰・顕彰、
海外留学等の経験等をもって段階評価を行い、入学に適するか否かを評価（選抜）します。

・提出する書類については、29ページを参照して下さい。

■入学検定料　　15,000円
・入学検定料の割引・免除が適用される場合があります。23ページを参照して下さい。

・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限（3月10日（火）23時59分）
までに、2日の期間がない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。

・いったん納入された入学検定料は、いかなる理由があっても返還しません。

■注意点
・2026（令和8）年度大学入学共通テストを受験して下さい。（過年度の成績は利用しません）

・ 指定された教科・科目を必ず受験して下さい。指定された教科・科目が未受験の場合、選抜対象外（欠席扱い）
となります。

・理科の基礎を付した科目は、4つで1出題科目とし、そのうち2出題範囲を選択解答して下さい。

・ 大学入学共通テストにおいて、地理歴史及び公民は1つの教科として取り扱われ、同一試験時間において試
験が実施されますが、教科としては、それぞれ独立した教科となります。

・出願後に志望学科・専攻の変更はできません。
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入 学 検 定 料

■入学検定料の割引制度について
・ 入学検定料は、各試験区分の1出願ごとに定められていますが、複数出願する場合、入学検定料の割引が適
用されることがあります。

・入学検定料の割引は、「一括同時出願」に限り認められます。

・「一括同時出願」による入学検定料の割引が適用となる試験区分は以下の通りです。

試　験　区　分

・一般選抜前期A方式 ・一般選抜前期共通テストプラス方式
・一般選抜前期M3方式 ・一般選抜共通テスト利用前期（3教科）
・一般選抜前期M2方式 ・一般選抜共通テスト利用前期（5教科）

・一般選抜後期 ・一般選抜共通テスト利用後期（2教科）

・ 「一括同時出願」とは、「ネット出願」により、一度で同時登録した場合です。よって、出願後の追加、変更、
取消は認められません。

・ 同一試験日における一般選抜前期M3方式と一般選抜前期M2方式の出願は、「一括同時出願」した場合に限
り可能となります。よって、出願後、試験区分（方式）の追加出願はできません。

・ 一般選抜前期共通テストプラス方式の出願は、一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式と「一括同時出願」した場合
に限り可能となります。よって、一般選抜前期共通テストプラス方式のみを追加出願することはできません。

■入学検定料の免除制度について
・ 入学検定料は、各試験区分の1出願ごとに定められていますが、出願状況によっては、入学検定料が免除さ
れる場合があります。

・「ネット出願」による入学検定料の免除が適用となる試験区分は以下の通りです。

試　験　区　分

・学校推薦型選抜（一般公募）

・一般選抜後期 ・一般選抜共通テスト利用後期（2教科）

■「ネット出願」における入学検定料について
・ 9月から11月にかけて実施される試験区分を対象とした「学校推薦型選抜・総合型選抜・特別選抜　入学検定料フ
リーパス」と、2月・3月に実施される試験区分を対象とした「一般選抜　入学検定料フリーパス」により、各「入学
検定料フリーパス」において、どのような試験区分、試験日数の出願にも関わらず、入学検定料の割引・免除制
度が適用され、上限35,000円で出願することができます。

（1）学校推薦型選抜・総合型選抜・特別選抜　入学検定料フリーパス

【ネット出願　学校推薦型選抜（一般公募）　入学検定料免除】
対象試験区分：学校推薦型選抜（一般公募）
・ 「ネット出願」で、「総合型選抜Ⅰ　英語等有資格型」「総合型選抜Ⅱ　国際社会志向型」「総合型選抜Ⅲ　世界
人材志向型」「総合型選抜Ⅲ　グローバル・フランス人材志向型」「総合型選抜Ⅲ　アジア事情探究型」「総合型
選抜Ⅲ　発信コミュニケーション型」「総合型選抜Ⅲ　専門学科・総合学科卒業生選抜」「総合型選抜Ⅳ　高大
接続・体験授業型」「海外帰国生徒特別選抜」「外国にルーツを持つ生徒対象特別選抜」に、1出願以上をした場
合、「学校推薦型選抜（一般公募）」の入学検定料が免除されます。
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（2）一般選抜　入学検定料フリーパス

【ネット出願　一般選抜前期・共通テスト利用前期　割引】
対象試験区分： 一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式・共通テストプラス方式、 

一般選抜共通テスト利用前期（3教科）・（5教科）
・「ネット出願」で、対象試験区分を一括同時出願する場合、次の通り入学検定料を割引します。

A方式 ＋
M3方式 ＋ M2方式

＋
共通テスト
プラス
方式

＋
共通テスト
利用前期
（3教科）・
（5教科）

⇒ 入学検定料 合計

1日出願

どのような試験区分、試験日数の
出願にも関わらず ⇒ 35,000円

2日出願
3日出願
4日出願

【ネット出願　一般選抜共通テスト利用前期　割引】
対象試験区分：一般選抜共通テスト利用前期（3教科）・（5教科）
・「ネット出願」で、対象試験区分のみを一括同時出願する場合、次の通り入学検定料を割引します。

共通テスト利用前期（3教科）1出願　＋　共通テスト利用前期（5教科）1出願 15,000円

【ネット出願　一般選抜後期・共通テスト利用後期　割引】
対象試験区分：一般選抜後期、一般選抜共通テスト利用後期（2教科）
・「ネット出願」で、対象試験区分を一括同時出願する場合、次の通り入学検定料を割引します。

後期　1出願　＋　共通テスト利用後期（2教科）1出願 35,000円

・ なお、「ネット出願」で、「一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式・共通テストプラス方式」「一般選抜共通テス
ト利用前期（3教科）・（5教科）」に、1出願以上をした場合、【ネット出願　一般選抜後期　入学検定料免除】
【ネット出願　一般選抜共通テスト利用後期　入学検定料免除】の適用により、「一般選抜後期」「一般選抜共
通テスト利用後期（2教科）」の入学検定料が免除されます。

【ネット出願　一般選抜後期　入学検定料免除】
対象試験区分：一般選抜後期
・ 「ネット出願」で、「一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式・共通テストプラス方式」「一般選抜共通テスト利用
前期（3教科）・（5教科）」に、1出願以上をした場合、「一般選抜後期」の入学検定料が免除されます。

【ネット出願　一般選抜共通テスト利用後期　入学検定料免除】
対象試験区分：一般選抜共通テスト利用後期（2教科）
・ 「ネット出願」で、「一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式・共通テストプラス方式」「一般選抜共通テスト利用
前期（3教科）・（5教科）」に、1出願以上をした場合、「一般選抜共通テスト利用後期（2教科）」の入学検定料が
免除されます。

入学検定料について
「ネット出願」による、多様な組み合わせの出願により、入学検定料の割引・免除が可能となります。入学
検定料について不明な点は、本学入試広報室（TEL 0561-75-1748〈直通〉）に連絡して下さい。

同一試験日のM3方式と
M2方式の出願を含む
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個別の入学資格審査

　本学の受験資格「3．学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力
があると認められる者」の「（8）本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以
上の学力があると認めた者で、18歳に達したもの」における「個別の入学資格審査」の対象者で、本学への入
学を希望する者は、下記の通り申請を行って下さい。

■申請方法等

申 請 方 法

個別の入学資格審査の対象者で、本学への出願を予定する者及び本学を志望校
として大学入学共通テストの出願を予定する者は、電話にて連絡して下さい。
本学より、「個別の入学資格審査申請書」を送付します。申請時提出書類を各受
付期間内に本学に届くように提出して下さい。

申請受付期間

・ 本学を志望校として2026（令和8）年度大学入学共通テストの出願を予定す
る者
  9月 1日（月）～ 9月 6日（土）　※締切日必着（郵送に限る）

・ 一般選抜前期A方式・Ｍ3方式・M2方式・共通テストプラス方式、 
一般選抜共通テスト利用前期（3教科）・（5教科）の出願を予定する者
 12月 1日（月）～12月 6日（土）　※締切日必着（郵送に限る）

・一般選抜後期、一般選抜共通テスト利用後期（2教科）の出願を予定する者
  1月 5日（月）～ 1月13日（火）　※締切日必着（郵送に限る）

申請時提出書類

個別の入学資格審査申請書（本学所定用紙）
出身学校の学則（入学資格、標準修業年限、教育課程等がわかる書類）
成績証明書（出身学校の発行する学習内容を記載した書類）
卒業証明書又は卒業見込証明書（出身学校の発行したもの）
その他本学が必要と認めたもの

審査結果の通知

個別審査の結果は、下記期間に本人宛に文書で通知する

・ 本学を志望校として2026（令和8）年度大学入学共通テストの出願を予定す
る者
  9月16日（火）～ 9月20日（土）

・ 一般選抜前期A方式・Ｍ3方式・M2方式・共通テストプラス方式、 
一般選抜共通テスト利用前期（3教科）・（5教科）の出願を予定する者
12月15日（月）～ 1月 5日（月）

・一般選抜後期、一般選抜共通テスト利用後期（2教科）の出願を予定する者
  1月26日（月）～ 2月 9日（月）

■注意点
・個別の入学資格審査は、受験資格の審査であり、試験とは別のものです。（審査料不要）
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　学校推薦型選抜（一般公募）の適性検査Ⅰ及び一般選抜前期Ａ方式の外国語の試験において、英語リスニン
グを実施します。必ず、筆記とリスニングの両方を受験して下さい。どちらか片方しか受験しなかった場合、
欠席扱い（選抜対象外）となりますので注意して下さい。

試  験  時  間

・学校推薦型選抜（一般公募）では、試験時間35分の中で、音量確認等を行った後、15分間で音声問題を解答します。

・一般選抜前期A方式では、試験時間40分の中で、音量確認等を行った後、20分間で音声問題を解答します。

・筆記とリスニングの間には、トイレ等のための休憩時間を設けてあります。

実  施  方  式

・英語リスニングは、試験室単位での一斉放送により実施します。

・各受験者に、問題冊子・解答用紙等を配付します。

・解答に先立ち、監督者の指示に従い、音量の確認等を行います。

・受験者は、監督者の指示に従い、音声問題を聞き取り、設問ごとに解答用紙に解答をマークします。

・解答を問題冊子に記入しておき、あとでまとめて解答用紙に転記する時間は用意されていないので注意して下さい。

・音声問題には、問題冊子を読んだり、解答するための音声の流れていない時間も設定されています。

英語リスニング受験上の注意

・ 英語リスニングにおいて、身体上の理由等により特別な配慮を必要とする方は、出願する前に必ず本学入
試広報室（TEL 0561-75-1748〈直通〉）に連絡して下さい。

・英語リスニングは、他の試験とは異なり、遅刻を認めていません。試験開始時間までに必ず試験室に入室して下さい。

・ 英語リスニングは、一斉放送によって流れる音声を受験者が個々に聞き取りながら解答する試験です。他
の受験者の聞き取りに支障をきたす不必要な音をたてることのないよう注意して下さい。

・ スマートフォン等については、必ずアラームの設定を解除した上、電源を切っておいて下さい。電源を切っ
ていてもアラームが鳴ることがあります。事前にアラームの解除等の操作方法を確認しておいて下さい。

・ 英語リスニング中に日常的な生活騒音（航空機・自動車・風雨・空調の音等、周囲の受験者の咳・くしゃみ・鼻
をすする音等、スマートフォン等の短時間の鳴動等）が発生した場合でも、原則として救済措置は行いませ
ん。監督者が試験中断の指示をしない限り、解答を続けて下さい。

・英語リスニング中に退室することはできません。トイレ等は休憩時間中にあらかじめ済ませておいて下さい。

・解答時間中の質問は、一切受け付けません。

解答時間中の事故等と再開テスト

・ 解答時間中に放送設備の故障や音声の不具合があった場合、問題冊子に印刷不鮮明、ページの乱丁・落丁が
あった場合、不慮の事故等により試験を続行することができない場合等、監督者の指示で試験を中断する
ことがあります。この場合、英語リスニング終了後に、同じ試験問題で中断箇所のみ若しくは中断箇所以
降を解答する再開テストを行います。

4. 英語リスニングについて
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　一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式・共通テストプラス方式、一般選抜後期において、出願時に、本学
が指定する外部英語検定試験の等級・スコアを取得している場合、本学で実施する「外国語」の得点（一般選抜
前期A方式は英語リスニングを除く）に上限20点を加点（一般選抜前期A方式は、加点後、英語リスニングの
得点を加算し、最終的な「外国語」の得点とします）し、合否判定を行います。

活用できる外部英語検定試験と等級・スコア

外　部　英　語　検　定　試　験

・実用英語技能検定試験（英検）（S－CBTを含む）　準1級以上
・実用英語技能検定試験（英検）（S－CBTを含む）　CSEスコア2304点以上
・TOEFL iBT　スコア72点以上
・TOEIC（L＆R，S＆W）　スコア1095点以上
・IELTS（CDを含む）　5.5以上
・ケンブリッジ英語検定試験（リンガスキルを含む）　B2 First以上
・ケンブリッジ英語検定試験（リンガスキルを含む）　スケールスコア160点以上
・GTEC　1190点以上　※4技能のオフィシャルスコア
・TEAP（4技能パターン）　309点以上
・TEAP CBT　600点以上

・ 本学が指定する外部英語検定試験のうち、複数の資格を取得していても、加点上限は20点とします。また、
「外国語」の得点（一般選抜前期A方式は英語リスニングを除く）が、外部英語検定試験の活用による加点で
200点を超える場合、「外国語」の得点は200点（満点）とします。

・ 外部英語検定試験の有効期限については、一律2023年4月以降に取得したものとします。

・等級・スコアは、オフィシャル（公式・公認）の合格証明書・スコア等により認められたものに限ります。

資格取得等を証明する書類の提出方法等

・外部英語検定試験の活用を希望する場合は、出願時に届け出て下さい。出願後の追加・変更は認められません。

・ 資格取得等を証明する書類は、他の出願書類と一括して大学へ郵送して下さい。（コピー可、要・出身学校
長の原本証明） 
原本証明については、インターネット等で検索して下さい。

・資格取得等を証明する書類は、事前に取り寄せておくようにして下さい。

・ 出願期間内に資格取得等を証明する書類が提出できない場合は、加点は認められませんので注意して下さい。

5. 外部英語検定試験の活用について



6. ネット出願にあたって
出願期間等

試　　験　　区　　分 出　願　期　間 出願書類郵送締切日 入学検定料払込期間

学校推薦型選抜（一般公募）

2025年10月27日（月）
9時

～

11月 4日（火）
17時

2025年11月 4日（火）
※締切日消印有効

2025年10月27日（月）
9時

～

11月 4日（火）
23時59分

一般選抜前期
　A方式・Ｍ3方式・M2方式・共通テストプラス方式

2026年 1月 5日（月）
9時

～

1月20日（火）
17時

2026年 1月20日（火）
※締切日消印有効

2026年 1月 5日（月）
9時

～

1月20日（火）
23時59分

一般選抜共通テスト利用
前期（3教科）・（5教科）

一般選抜前期と
一括同時出願

一般選抜共通テスト
利用前期のみ出願

2026年 1月 5日（月）
9時

～
1月26日（月）

17時

2026年 1月26日（月）
※締切日消印有効

2026年 1月 5日（月）
9時

～

1月26日（月）
23時59分

一般選抜後期 2026年 2月19日（木）
9時

～

2月27日（金）
17時

2026年 2月27日（金）
※締切日消印有効

2026年 2月19日（木）
9時

～

2月27日（金）
23時59分

一般選抜共通テスト利用
後期（2教科）

一般選抜後期と
一括同時出願

一般選抜共通テスト
利用後期のみ出願

2026年 2月19日（木）
9時

～

3月10日（火）
17時

2026年 3月10日（火）
※締切日消印有効

2026年 2月19日（木）
9時

～

3月10日（火）
23時59分

・ 上記の出願期間に、インターネットにより登録を行い、入学検定料を期限までに払い込み、出願書類（29ペー
ジ参照）を締切日（締切日消印有効）までに郵送して下さい。

・ 入学検定料の払い込みは、出願登録後2日以内に行って下さい。入学検定料払込期限までに、2日の期間が
ない場合は、入学検定料払込期限までに、入学検定料の払い込みを行って下さい。

・ 身体に障害のある方、けが等で移動に支障のある方は、試験室等について特別な措置をとる場合がありま
すので、出願する前に必ず入試広報室（TEL 0561-75-1748〈直通〉）に連絡して下さい。

・ インターネット環境の不調等により、出願期間までに登録が完了しなかった場合、出願期間最終日の18時までに
必ず入試広報室（TEL 0561-75-1748〈直通〉）に連絡して下さい。

・ コンビニエンスストアでの払い込みの場合は営業時間内、Pay-easy〈ペイジー〉対応銀行のATMによる払い込みの
場合は稼動時間内となります。また、Pay-easy〈ペイジー〉対応銀行（一部のPay-easy〈ペイジー〉対応銀行以外も含
む）のネットバンキングによる払い込みの場合やクレジットカード決済による払い込みの場合、メンテナンス等で
サービスが停止することがありますので注意して下さい。

・いったん払い込まれた入学検定料は、いかなる理由（受験辞退を含む）でも返還できません。
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出願書類について

・ 出願書類を一括して、市販の角形2号（240mm×332mm）の大きさの封筒に入れ、必ず「速達・簡易書留」で郵送
して下さい。事前に調査書及び各種証明書、推薦書（学校推薦型選抜のみ）等を取り寄せておくようにして下さい。

試　　験　　区　　分 出願確認票
（提出用）

2026（令和8）年度
共通テスト成績請求チケット

（私立大学用）

調査書及び
各種証明書

活動
報告書
①

活動
報告書
②

推薦書
外部英語検定試験
資格取得等を
証明する書類

学校推薦型選抜（一般公募） 1枚 1通 1枚 1通
一般選抜前期
　 A方式・Ｍ3方式・M2方式・ 
共通テストプラス方式 1枚

1枚
※ 共通テストプラス方式・
共通テスト利用前期を
一括同時出願の場合

1通 1通
※希望者のみ

一般選抜
共通テスト利用前期
（3教科）・（5教科）

一般選抜前期と
一括同時出願

一般選抜共通テスト
利用前期のみ出願 1枚 1枚 1通

一般選抜後期
1枚

1枚
※ 共通テスト利用後期を
一括同時出願の場合

1通 1通
※希望者のみ一般選抜

共通テスト利用後期
（2教科）

一般選抜後期と
一括同時出願 1枚

※該当者
のみ

1枚
一般選抜共通テスト
利用後期のみ出願 1枚 1枚 1通

調査書及び各種証明書について

・ 調査書（厳封・本人開封無効）及び各種証明書（コピー不可）は、出願前3ヶ月以内に発行されたものに限ります。以
下を確認し、該当するものをすべて提出して下さい。

・ 日本の高等学校（中等教育学校を含む、以下同じ）を卒業若しくは卒業見込みの者は、調査書を提出して下さい。

・ 外国の高等学校に留学し、当該高等学校における履修を日本の高等学校における履修とみなして単位の修
得を認定され、高等学校の卒業を認められる者若しくは認められた者については、外国の高等学校での成
績証明書も提出して下さい。（コピー可、要・出身学校長の原本証明） 
原本証明については、インターネット等で検索して下さい。

・ 外国における12年の課程を修了（見込）した者は、a．修了（見込）証明書とb．成績証明書を提出して下さい。
ただし、日本と外国の両方に在学した者は、c．日本の高等学校在学中の調査書も提出して下さい。

・高等学校卒業程度認定試験又は大学入学資格検定の合格者は、合格成績証明書を提出して下さい。

・ 高等学校卒業程度認定試験又は大学入学資格検定の合格者で、免除科目がある場合は、高等学校の成績証
明書等、免除科目を証明できる書類を添付して下さい。

・ 高等学校在学中で、高等学校卒業程度認定試験の一部の科目に合格している場合は、a．高等学校の調査書
とb．高等学校卒業程度認定試験の合格見込成績証明書を提出して下さい。

・ 高等学校卒業程度認定審査の合格者は、a．高等学校の調査書とb．高等学校卒業程度認定審査の合格証明書
を提出して下さい。

・ その他、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者（見込者）は、a．その修了（見込）証明書とb．
成績証明書を提出して下さい。出身学校長の作成する調査書が提出できる場合は、調査書も提出して下さい。

共通テスト成績請求チケット（私立大学用）

・ 共通テスト出願サイトから成績請求情報が記載された「成績請求チケット（私立大学用）」をダウンロード・印
刷し、出願確認票（提出用）に貼り付け提出して下さい。（「令和8年度大学入学共通テスト受験案内」を参照
して下さい。）
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活動報告書①・②　（学校推薦型選抜・一般選抜共通テスト利用後期・本学所定用紙）

・学校推薦型選抜（一般公募）に出願する場合は、必ず活動報告書②を提出して下さい。

・ 一般選抜共通テスト利用後期（2教科）に出願する場合は、必ず活動報告書②を提出して下さい。なお、日本
の高等学校を卒業若しくは卒業見込みの者以外で、出身学校長の作成する調査書が提出できない者は活動
報告書①も提出して下さい。

・ 活動報告書は、本学ホームページの「受験生サイト」及び「ネット出願サイト」にあるPDFファイル（手書き用）
よりA4サイズで印刷して下さい。

推薦書　（学校推薦型選抜のみ・本学所定用紙）

・ 学校推薦型選抜（一般公募）に出願する場合は、必ず出身学校長並びに記載責任者の署名捺印のある推薦書
（厳封・本人開封無効）を提出して下さい。

・ 推薦書は、本学ホームページの「受験生サイト」及び「ネット出願サイト」にあるWordファイル（入力編集用）
若しくはPDFファイル（手書き用）よりA4サイズで印刷して下さい。

外部英語検定試験の資格取得等を証明する書類

・ 外部英語検定試験の資格取得等を証明する書類については、27ページの「5．外部英語検定試験の活用につ
いて」を参照して下さい。

出  願  手  順

■名古屋外国語大学ホームページにアクセス

https://www.nufs.ac.jp/

・名古屋外国語大学ホームページにアクセスし、トップ画面の「ネット出願」をクリックして下さい。

■出願に必要な情報を入力
・ 「ネット出願」をクリックすると、「名古屋外国語大学　2026年度インターネット出願ガイダンス」の画面が
表示されます。ネット出願に関する手順や注意事項が表示されますので、必ず読んで下さい。

・ 読み終わったら、「個人情報の取り扱い」に同意し、「マイページ」をクリックして下さい。次に「利用規約」
を確認して下さい。「マイページ利用者登録」画面に遷移します。

・ 「マイページ」の登録については、以下を確認して下さい。 
既に登録している方は、登録のメールアドレスとパスワードを入力し、ログインをして下さい。

 ①出願をするには「マイページ」の利用者登録が必要です。受信可能なメールアドレスを用意して下さい。

 ② １人につき必ず１つのメールアドレスで登録をして下さい。登録したメールアドレスはマイページにロ
グインする際に必要となります。

 ③ ドメイン指定受信をしている場合、「@52school.com」「@nufs.ac.jp」を受信できるように設定をして下さい。

 ④ここで登録したメールアドレスに利用者登録を完了（本登録）させる「利用者登録確認」メールを配信します。

 ⑤ 「利用者登録確認」メールが受信ボックスに見当たらない場合は、迷惑メールフォルダー等に入っていな
いか確認して下さい。

 ⑥ 「利用者登録確認」メールに記載のURLをクリックして下さい。マイページ用のパスワード設定画面に遷
移します。URLは24時間を過ぎると無効となります。
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 ⑦マイページ用のパスワードを入力して下さい。パスワード登録後、「マイページ」のトップページへ遷移します。

・ 出願登録については、以下を確認して下さい。 
なお、総合型選抜、海外帰国生徒特別選抜、外国にルーツを持つ生徒対象特別選抜に出願をし、学校推薦
型選抜（一般公募）に志願する場合、又は、一般選抜前期、一般選抜共通テスト利用前期に出願をし、一般
選抜後期、一般選抜共通テスト利用後期に志願する場合は、併せて、入学検定料の免除制度（23ページ）並
びに入学検定料の免除制度が適用される場合の出願手順（33ページ）について確認して下さい。

 ① 「マイページ」の「STEP2 基本情報の登録と確認」より個人情報と証明写真の登録が完了すると出願登録
をすることができます。個人情報は出願時に表示されます。

 ②「マイページ」の「STEP3 出願登録」をクリックし、画面の指示に従って、出願登録を行って下さい。

 ③ 出願する試験区分、志望学科・専攻、選択科目、試験会場、学内志望順位等の志願情報の登録並びに氏名
等の個人情報の確認・登録をして下さい。

 ④入学検定料の払い込み方法を確認して下さい。

 ⑤「出願確認票（確認用）」を印刷し、出願内容の確認を行って下さい。

 ⑥ 「検定料のお支払いサイト」で、入学検定料の払い込みを行って下さい。クレジットカード、コンビニエ
ンスストア、銀行から選択して下さい。クレジットカードの場合は、決済のガイダンスに従って、個人
情報等を入力して下さい。コンビニエンスストアの場合は、店頭設置端末か店頭レジで、銀行の場合は、
ATMかネットバンキングとなります。

　 クレジットカード
　 ・VISA　・MasterCard　・JCB　・AMERICAN EXPRESS　・Diners Club

　 コンビニエンスストア
　 〈店頭設置端末〉
　 ・ローソン　・ミニストップ　・ファミリーマート
　 〈店頭レジ〉
　 ・セブン－イレブン　・セイコーマート　・デイリーヤマザキ　・ヤマザキデイリーストア

　 銀行
　 〈ATM〉
　 ・ゆうちょ銀行　・三菱UFJ銀行　・みずほ銀行　・三井住友銀行　・りそな銀行
　 ・各地方銀行　他
　 〈ネットバンキング〉
　 ・auじぶん銀行　・住信SBIネット銀行　・楽天銀行
　 ・ゆうちょ銀行　・三菱UFJ銀行　・みずほ銀行　・三井住友銀行　・りそな銀行
　 ・各地方銀行　・各信用金庫　・各信用組合　他

 ⑦ 「出願確認票（提出用）」を、2部（本学郵送用及び本人保管用）印刷して下さい。また、「宛名ラベル」、「そ
の他の必要書類」の印刷も行って下さい。プリンターが使用できない場合は、コンビニエンスストアのプ
リントアウトサービス等を利用して下さい。

 ⑧ 出願内容の確認等をする場合、「マイページ」の「STEP4 出願確認」をクリックし、「出願内容の確認」、「検
定料のお支払いサイト」への移行、「出願確認票（提出用）」の印刷、「宛名ラベル」の印刷、「その他の必要
書類」の印刷の再表示をすることができます。

■入学検定料と払込方法
（1）  入学検定料については、 4ページからの「3. 試験区分・募集人員・試験日程・試験科目・出願資格・入学検定

料等一覧」を参照して下さい。
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（2） 払込期間については、28ページを参照して下さい。

（3） 払込手数料について

・クレジットカード、コンビニエンスストア、銀行のいずれの場合も、払込手数料は個人負担（990円）となります。

（4） 払込方法について

・ 入学検定料の詳しい払込方法については、「出願登録完了」画面の「2. 入学検定料のお支払い」にある「検定料
のお支払いサイト」で確認をして下さい。

セイコーマート

レジで
「インターネット
支払」と伝える

店頭レジ

支払い内容
確認

セブン-イレブン ローソン
ミニストップ ファミリーマート Pay-easy

対応ATM

コンビニエンスストア

「クレジットカード」ボタンをクリックし、カード情報等を入力す
ると、登録と同時に決済となります。

「ネットバンキング」ボタンをクリックし、利用したい金融機関
を選択し、ネットバンキングサイトから入学検定料を支払って下
さい。
※事前にネットバンキングの利用手続が必要です。

レジで入学検定料を現金で支払う

取扱明細兼領収書を必ず受け取る

発券された申込券（受付票）をレジへ持参し、
入学検定料を現金で支払う
申込券（受付票）発行後は

30分以内にレジにて支払って下さい。

領収書（レシート形式）を必ず受け取る
利用明細票を
必ず受け取る

「税金・料金払い
込み」など
を選択

「確認番号」
を入力

「お客様番号」
を入力

収納機関番号
「58171」
を入力

「現金」又は
「キャッシュカード」
を選択し支払う

銀行ATM

クレジットカード ネットバンキング

「払込票番号」
を伝える

レジで
「オンライン決済」

と伝える

タッチパネルに
「お客様（決済）番号」

を入力

タッチパネルに
「オンライン決済番号」

を入力

支払い内容
確認

支払い内容
確認

「お支払い受付番号」
を入力

「電話番号」
を入力

支払い内容
確認

支払い内容
確認

収納番号の左5桁
「20020」を入力

「各種番号を
お持ちの方」
を選択

「代金支払い」
を選択

「番号入力画面に
進む」
を選択

「収納番号の右12桁」
を入力

店頭レジ店頭レジ マルチコピー機Loppi

レジで
「インターネット
代金支払」と伝える

デイリーヤマザキ
ヤマザキ

デイリーストア
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入学検定料の免除制度が適用される場合の出願手順

・ 31ページの出願登録の①から⑧に加え、③の際に、入学検定料総合計が「0円」になっていることを確認し、
④に替えて、「お支払い方法確認」で「免除」を選択・登録して下さい。

出願書類の郵送

・ 出願書類（29ページ参照）を市販の角形2号（240mm×332mm）の封筒を用い、「名古屋外国語大学　入試広報
室」まで、「速達・簡易書留」で郵送して下さい。その際、「マイページ」から宛名ラベルを印刷し、出願する
試験区分に○を付け、封筒表面に貼り付けて下さい。宛名ラベルが印刷できない場合は、宛名ラベルの記
載事項を封筒表面に手書きして下さい。

・ 一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式・共通テストプラス方式及び一般選抜共通テスト利用前期（3教科）・（5
教科）は同一の宛名ラベルとなります。

・一般選抜後期及び一般選抜共通テスト利用後期（2教科）は同一の宛名ラベルとなります。

 　送付先：〒470-0197　愛知県日進市岩崎町竹ノ山57　名古屋外国語大学　入試広報室

・大学に持参しても、出願書類は受け付けません。

・ 入学検定料の払い込みの際のコンビニエンスストアの領収書（レシート）や銀行・クレジットカードの利用明
細票は本人保管です。大学へ郵送する必要はありません。

・ 出願書類の発送時に郵便局から受け取った受領書は、必ず受験票が「マイページ」で公開されるまで各自保管して
おいて下さい。
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試験日・試験日日程

【学校推薦型選抜（一般公募）】

■試験日
　2025年11月 9日（日）

■試験日日程
 8時30分～ 9時45分　　試験室入室
 9時45分～10時00分　　諸連絡
●10時00分～11時00分　　適性検査Ⅱ（国語の理解）
11時00分～12時05分　　昼食
12時05分～12時20分　　諸連絡
●12時20分～13時20分　　適性検査Ⅰ（①英語の基礎的理解と英語による一般常識）
13時20分～14時10分　　休憩
14時10分～14時20分　　諸連絡
●14時20分～14時55分　　適性検査Ⅰ（②英語リスニング）〈解答時間15分〉
　　14時55分～15時15分　　諸連絡

・できる限り諸連絡開始5分前までに試験室に入室して下さい。

・適性検査Ⅰ①、適性検査Ⅱの遅刻は30分以内であれば受験可能です。

・適性検査Ⅰ②は遅刻を認めません。

・ 適性検査Ⅰは、①英語の基礎的理解と英語による一般常識（筆記試験）と②英語リスニング（リスニングテス
ト）の両方を受験して下さい。

・ 英語リスニングは、音声問題を用いて、15分間で解答を行いますが、解答開始前に音量確認等を行います
ので、試験時間は35分になります。

【一般選抜前期Ａ方式】

■試験日
　2026年 2月 3日（火）・ 4日（水）

■試験日日程
 8時30分～ 9時40分　　試験室入室
 9時40分～10時00分　　諸連絡
●10時00分～11時00分　　学力検査（日本史・世界史・数学）
11時00分～11時25分　　休憩
11時25分～11時40分　　諸連絡
●11時40分～12時40分　　学力検査（国語）
12時40分～13時25分　　昼食
13時25分～13時40分　　諸連絡
●13時40分～15時10分　　学力検査（英語）
15時10分～15時40分　　休憩
15時40分～15時50分　　諸連絡
●15時50分～16時30分　　学力検査（英語リスニング）〈解答時間20分〉
16時30分～16時50分　　諸連絡

7. 試験日程について（試験・合格発表・入学手続）
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・できる限り諸連絡開始5分前までに試験室に入室して下さい。

・学力検査の遅刻は30分以内であれば受験可能です。（学力検査（英語リスニング）を除く）

・学力検査（英語リスニング）は遅刻を認めません。

・学力検査（英語）と学力検査（英語リスニング）の両方を受験して下さい。

・ 英語リスニングは、音声問題を用いて、20分間で解答を行いますが、解答開始前に音量確認等を行います
ので、試験時間は40分になります。

【一般選抜前期Ｍ3方式】

■試験日
　2026年 2月 1日（日）・ 2日（月）

■試験日日程
 8時30分～ 9時40分　　試験室入室
 9時40分～10時00分　　諸連絡
●10時00分～11時00分　　学力検査（日本史・世界史・数学）
11時00分～11時25分　　休憩
11時25分～11時40分　　諸連絡
●11時40分～12時40分　　学力検査（国語）
12時40分～13時25分　　昼食
13時25分～13時40分　　諸連絡
●13時40分～15時10分　　学力検査（外国語）
　　15時10分～15時30分　　諸連絡

・学力検査の遅刻は30分以内であれば受験可能ですが、できる限り諸連絡開始5分前までに試験室に入室して下さい。

【一般選抜前期Ｍ2方式】

■試験日
2026年 2月 1日（日）・ 2日（月）

■試験日日程
国語選択の場合
　11時10分～11時25分　試験室入室
　11時25分～11時40分　諸連絡
●11時40分～12時40分　学力検査（国語）
　12時40分～13時25分　昼食
　13時25分～13時40分　諸連絡
●13時40分～15時10分　学力検査（外国語）
　15時10分～15時30分　諸連絡

日本史・世界史・数学選択の場合
　 8時30分～ 9時40分　試験室入室
　 9時40分～10時00分　諸連絡
●10時00分～11時00分　学力検査（日本史・世界史・数学）
　11時00分～13時25分　昼食
　13時25分～13時40分　諸連絡
●13時40分～15時10分　学力検査（外国語）
　15時10分～15時30分　諸連絡

・学力検査の遅刻は30分以内であれば受験可能ですが、できる限り諸連絡開始5分前までに試験室に入室して下さい。

【一般選抜前期共通テストプラス方式】

■試験日及び試験日日程
・一般選抜前期A方式・Ｍ3方式・M2方式の各試験日と同じになります。
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【一般選抜後期】

■試験日
　2026年 3月 6日（金）

■試験日日程
 8時30分～ 9時45分　　試験室入室
 9時45分～10時00分　　諸連絡
●10時00分～11時30分　　学力検査（外国語）
　　11時30分～11時50分　　諸連絡

・学力検査の遅刻は30分以内であれば受験可能ですが、できる限り諸連絡開始5分前までに試験室に入室して下さい。

【一般選抜共通テスト利用前期（3教科）・（5教科）・一般選抜共通テスト利用後期（2教科）】

■試験日及び試験日日程
・本学における個別学力試験は実施しません。

合格発表日及び発表方法

試　験　区　分 合格発表日
学校推薦型選抜（一般公募） 2025年12月 1日（月）　10時
一般選抜前期Ａ方式
一般選抜前期Ｍ3方式
一般選抜前期Ｍ2方式
一般選抜前期共通テストプラス方式
一般選抜共通テスト利用前期（3教科）
一般選抜共通テスト利用前期（5教科）

2026年 2月18日（水）　10時

一般選抜後期
一般選抜共通テスト利用後期（2教科） 2026年 3月18日（水）　10時

・ 上記の合格発表日に、受験者全員に選抜結果をスマートフォン・パソコンを利用した「オンライン合否照会」
でお知らせします。「マイページ」の「合否結果」より合格発表日の10時から3日間に限り確認できます。

・合格した場合、合格証を「マイページ」の「入学手続」よりダウンロードして下さい。

・ 一般選抜においては、一括同時出願により、合格発表日が同日の試験区分に出願した場合、出願したすべ
ての受験番号の合否結果が、一度に表示されます。

・ 一般選抜後期、一般選抜共通テスト利用後期（2教科）において、第二志望以降の学科・専攻を登録している
場合、第一志望学科・専攻の不合格の判定は、すべての志望学科・専攻での判定となります。

・ このオンライン合否照会の「誤操作」「見間違い」等を理由とした入学手続期間経過後の入学手続は一切認め
ません。

・選抜結果の郵送、直接交付並びに学内での掲示による発表は行いません。
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■追加合格
・入学手続の状況によって追加合格を発表することがあります。

試　験　区　分 追加合格発表日

学校推薦型選抜（一般公募） 2026年 1月27日（火）　15時
2026年 3月 1日（日）　15時

一般選抜前期Ａ方式
一般選抜前期Ｍ3方式
一般選抜前期Ｍ2方式
一般選抜前期共通テストプラス方式
一般選抜共通テスト利用前期（3教科）
一般選抜共通テスト利用前期（5教科）

2026年 3月 1日（日）　15時
2026年 3月10日（火）　15時
2026年 3月25日（水）　15時

一般選抜後期
一般選抜共通テスト利用後期（2教科） 2026年 3月25日（水）　15時

・ 上記の追加合格発表日に、選抜結果をスマートフォン・パソコンを利用した「オンライン合否照会」でお知ら
せします。「マイページ」の「合否結果」より追加合格発表日の15時から3日間に限り確認できます。
・追加合格した場合、合格証を「マイページ」の「入学手続」よりダウンロードして下さい。
・ このオンライン合否照会の「誤操作」「見間違い」等を理由とした入学手続期間経過後の入学手続は一切認め
ません。
・追加合格結果の郵送、直接交付並びに学内での掲示による発表は行いません。

■出身学校への選抜結果の通知
・ 学校推薦型選抜（一般公募）においては、出身学校長の推薦を受けて出願をしているため、選抜結果を出身
学校に通知します。

・ 一般選抜においても、原則、選抜結果を出身学校に通知します。なんらかの理由により、出身学校への通
知を希望しない場合は、A4サイズの任意の用紙に、「出身学校への通知を希望しない」旨と氏名・学校名を
記入し、捺印の上、出願の際に同封して下さい。

入学手続方法

■第1次入学手続時納付金
　入　学　金　200,000円

■第2次入学手続時納付金
　授　業　料　435,000円（第1年次1期分）

教育充実費　200,000円（第1年次1期分）

　合　　　計　635,000円
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■入学手続締切日

試　験　区　分
入学手続締切日

第　1　次 第　2　次

学校推薦型選抜（一般公募） 2025年12月15日（月）
　　　　　　 15時まで

2026年 1月23日（金）
　　　　　　 15時まで

一般選抜前期Ａ方式
一般選抜前期Ｍ3方式
一般選抜前期Ｍ2方式
一般選抜前期共通テストプラス方式
一般選抜共通テスト利用前期（3教科）
一般選抜共通テスト利用前期（5教科）

2026年 2月27日（金）
　　　　　　 15時まで

2026年 3月 9日（月）
　　　　　　 15時まで

一般選抜後期
一般選抜共通テスト利用後期（2教科） 2026年 3月24日（火）　15時まで

・ 第1次入学手続締切日までに入学金を、第2次入学手続締切日までに第1年次1期分の授業料及び教育充実費
を納入して下さい。（一般選抜後期及び一般選抜共通テスト利用後期（2教科）については、第1次入学手続締
切日・第2次入学手続締切日とも3月24日（火）15時までです）
・追加合格者の入学手続締切日については、合格証に記載されている期日に従って下さい。
・入学手続については、「マイページ」の「入学手続」から行って下さい。
・入学手続の方法については、「入学手続」で公開される「入学手続にあたって」に従って下さい。
・「誤操作」「見間違い」「未確認」等を理由とした入学手続期間経過後の入学手続は一切認めません。
・ 「大学等における修学の支援に関する法律」（高等教育の修学支援新制度）に基づく、入学金及び授業料の減
免対象者であっても、所定の入学手続締切日までに全額を納付して下さい。本学に入学後、減免対象者の
認定を行った後に、入学金及び授業料の減免額を返還します。

入学辞退（入学手続完了者のみ）

・入学辞退については、「マイページ」の「入学手続」から行って下さい。
・入学辞退の方法については、「入学手続」で公開される「入学手続にあたって」に従って下さい。
・ 期間内に入学辞退の手続を完了した場合に限り、入学手続時に納入された納付金のうち、入学金を除いた学費（授
業料・教育充実費）を返還します。なお、納付金返還申出期日経過後は、いかなる理由があっても返還しません。

■納付金返還申出期日
　2026年 3月31日（火）　17時まで

・納付金の返還は入学手続完了者に限ります。（第1次入学手続のみ手続した方は該当しません）

入学手続時納付金の振替

・ 合格発表日（追加合格を含む）の関係で、先に第2次入学手続まで完了した学科・専攻への入学を辞退し、他の学科・
専攻へ入学する場合は、既に納入を完了した入学手続時納付金を入学する学科・専攻へ振替することができます。
・入学手続時納付金の振替については、「マイページ」の「入学手続」から行って下さい。
・入学手続時納付金の振替方法については、「入学手続」で公開される「入学手続にあたって」に従って下さい。

入学前教育

・ 学校推薦型選抜（一般公募）で、入学手続を行った入学予定者を対象に、入学前教育を実施します。詳細に
ついては、「マイページ」の「入学手続」で公開される各学科・専攻からの案内で確認して下さい。
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受験票について

・ 受験票は「マイページ」の「オンライン受験票」からダウンロード・印刷（A4・原寸）をして、試験日当日に必ず
持参して下さい。

試　験　区　分 受験票公開開始日 受験票公開終了日

学校推薦型選抜（一般公募） 2025年11月 7日（金）
　　　　　　　 　10時

2025年12月 3日（水）
　　　　　　23時59分

一般選抜前期A方式
一般選抜前期M3方式
一般選抜前期M2方式
一般選抜前期共通テストプラス方式

2026年 1月27日（火）
　　　　　　　　 10時 2026年 2月20日（金）

　　　　　　23時59分
一般選抜共通テスト利用前期（3教科）
一般選抜共通テスト利用前期（5教科）

2026年 2月14日（土）
　　　　　　　　 10時

一般選抜後期 2026年 3月 3日（火）
　　　　　　　　 10時 2026年 3月20日（金）

　　　　　　23時59分
一般選抜共通テスト利用後期（2教科） 2026年 3月14日（土）

　　　　　　　　 10時

・出願書類に不足、不備がある場合は、その事後処理が済むまで受験票のダウンロード・印刷はできません。
・受験票の記載事項を確認するとともに、注意事項を必ず読んでください。
・試験日当日に、受験票を忘れた場合は、会場の係に申し出て下さい。

試験日当日は、受験票見本（40ページ）のA面①の「受験番号」欄に記載されている、本学が指定した受験
番号で受験して下さい。

・ 学校推薦型選抜（一般公募）及び一般選抜後期・一般選抜共通テスト利用後期（2教科）に出願した場合、第一
志望の学科・専攻に付した受験番号（受験票見本A面❶）が記載されています。

・ 学校推薦型選抜（一般公募）に出願した場合、受験票見本のC面❷の欄には、試験日当日の受験番号等を含め、
志望順にすべての「受験番号」「志望学部・学科・専攻」が記載されています。

・ 一般選抜後期及び一般選抜共通テスト利用後期（2教科）に出願した場合、受験票見本のC面❷の欄の記載は
ありません。受験票のA面に「第一志望学部・学科・専攻」のみが記載されています。

・ 一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式に出願した場合、各試験日の受験票には、学内志望順位が最上位の学
科・専攻に付した受験番号（受験票見本A面❶）が記載されています。なお、同一試験日に、一般選抜前期
M3方式と一般選抜前期M2方式に出願した場合は、一般選抜前期M3方式における、学内志望順位が最上位
の学科・専攻に付した受験番号が記載されています。

・ 一般選抜共通テスト利用前期（3教科）・（5教科）に出願した場合、受験票見本のA面❶の「受験番号」欄には、
受験番号は記載されていません。

・ 一般選抜前期A方式・M3方式・M2方式・共通テストプラス方式及び一般選抜共通テスト利用前期（3教科）・（5
教科）に出願した場合、受験票見本のC面❷の欄には、試験日当日の受験番号等を含め、出願したすべての「受
験番号」「試験区分」「志望学部・学科・専攻」が記載されています。

8. 受験にあたって
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【受験票見本：一般選抜前期Ｍ3方式・Ｍ2方式出願（試験日：2月2日）　一般選抜前期共通テストプラス方式出願】
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本学試験会場

■試験会場案内図
　本学（日進キャンパス）

■試験会場への交通機関
（1）試験会場への交通機関は、下図の案内の通りです。
交通案内図 付　近　図

ENEOS

本　学
（日進キャンパス）

本　学
（日進キャンパス）

24

試験会場案内図を
配付しますので必ず受け取って下さい。

コミュニケーション
プラザ
コミュニケーション
プラザ
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（2）専用バス
 ・ 試験日当日は、地下鉄東山線「上社」駅及び地下鉄鶴舞線「赤池」駅から本学専用バスを受験者用として下表
の通り運行します。（当日の専用バスは受験票を提示することにより、付添者を含め利用できます） 
ただし、途中乗車はできませんので、注意して下さい。

受験者用専用バス乗車場・時刻表  ※当日は係の指示に従って乗車して下さい。
・地下鉄東山線「上社」駅

トヨタモビリティ

北側バスターミナル1番乗車場

「上社」発車時刻
時 分
8 　20　　30　　40　　50
9 　00　　10　　20
10 　20　　30　　40　　50 （※）
11 　05　　 （※）

※ 10時・11時台の専用バスは、一般選抜前期Ｍ3方式・Ｍ2
方式で運行します。

・地下鉄鶴舞線「赤池」駅

あ
い
ち
銀
行

1番出入口北西側

「赤池」発車時刻
時 分
8 　25　　40
9 　00　　20
10 　20　　50 （※）

11 　00 （※）

※ 10時・11時台の専用バスは、一般選抜前期Ｍ3方式・Ｍ2 
方式で運行します。

（3）その他
 ・ 受験者数に応じて、時刻表の他に専用バスを増発する場合があります。 
（ただし、学校推薦型選抜・一般選抜前期A方式・一般選抜後期の試験日においては、最終は「上社」駅・「赤池」駅
とも9時20分です。一般選抜前期Ｍ3方式・Ｍ2方式の試験日においては、最終は「上社」駅が11時05分、「赤池」駅
が11時00分です）
 ・ 帰宅用の大学（日進キャンパス）発「上社」駅行及び「赤池」駅行の専用バスの発車時刻・乗車場所は、試験日
当日に連絡します。
 ・ 8時～11時台に付添者の帰宅用として、「上社」駅行及び「赤池」駅行専用バスは運行していませんので、注
意して下さい。
 ・ 愛知高速交通（リニモ）東部丘陵線「長久手古戦場」駅から本学（日進キャンパス）への名鉄シャトルバス（有
料）は運行されていますが、できる限り、本学専用バスを利用するようにして下さい。名鉄シャトルバス
の運行日程等については、本学ホームページで確認して下さい。
 ・受験者用駐車場は用意できませんので、必ず専用バスを利用して下さい。
 ・ 受験者送迎のための自家用車及びタクシーは学内に入構できません。待ち合わせは、学外（「上社」駅並び
に「赤池」駅等）で行って下さい。大学（日進キャンパス）周辺の道路は駐停車禁止ですので、注意して下さい。

公共交通機関において、事故等により不通区間が生じる場合がありますので、必ず交通情報を確認する
とともに、時間に余裕をもって会場へ向かうようにして下さい。
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地方試験会場

■試験会場及び試験会場案内図（一般選抜前期M3方式・M2方式）

東　京  試験日　2月1日（日）2月2日（月）
味覚糖UHA館　TKP 浜松町
カンファレンスセンター

東京都港区浜松町1-26-1

・JR浜松町駅下車、北口より徒歩4分
・東京モノレール浜松町駅下車、中央口より徒歩5分
・地下鉄大門駅下車、徒歩2分（A2出口）

三菱UFJ
銀行
三菱UFJ
銀行

至東
京

至東
京

浜　松  試験日　2月1日（日）2月2日（月）
秀英予備校　浜松本部校

静岡県浜松市中央区連尺町309-11

・JR浜松駅下車、北口より徒歩10分

津  試験日　2月1日（日）2月2日（月）
三重県勤労者福祉会館

三重県津市栄町1-891

・JR津駅下車、東口より徒歩10分
・近鉄津駅下車、東口より徒歩10分
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岐　阜  試験日　2月1日（日）2月2日（月）
OKBふれあい会館

岐阜県岐阜市薮田南5-14-53

・ JR岐阜駅5番バス乗場または名鉄岐阜駅1番
バス乗場から岐阜バス「OKBふれあい会館
行」で「OKBふれあい会館前」下車、徒歩1分
・ JR西岐阜駅から西ぎふ・くるくるバスで「OKB
ふれあい会館前」下車、徒歩1分
※ 自家用車で送迎の場合、「OKBふれあい会
館無料駐車場」を利用して下さい

ヤマダデンキヤマダデンキ

金沢信金

直江バス停直江バス停

問屋センター
バス停
問屋センター
バス停

金　沢  試験日　2月1日（日）2月2日（月）
協同組合金沢問屋センター
金沢流通会館

石川県金沢市問屋町2-61

・ JR金沢駅西口、8番バス乗場から北陸鉄道バス
「70番粟崎三丁目行」で「直江」下車、徒歩6分
・ JR金沢駅西口、6番バス乗場から北陸鉄道バス
「08番内灘駅行」で「直江」下車、徒歩6分
・ JR金沢駅西口、8番バス乗場から北陸鉄道バス
「70番コマツ金沢工場行」で「問屋センター」下
車、徒歩1分
・北陸鉄道三口駅下車、徒歩13分

JR東海道本線JR東海道本線

岐
南
イ
ン
タ
ー
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セブンイレブン

ファミリーマート

JR山陽新幹線
JR芸備線・呉線

猿 猴 川

JR広島駅

JR山陽本線

櫛田神社前

本町通本町通

地下鉄中央線 本町駅地下鉄中央線 本町駅
地下鉄四つ橋線
本町駅

地下鉄四つ橋線
本町駅

地
下
鉄
御
堂
筋
線 

本
町
駅

地
下
鉄
御
堂
筋
線 

本
町
駅

御
堂
筋

御
堂
筋

四
つ
橋
筋

四
つ
橋
筋

阪
神
高
速
1
号
環
状
線

阪
神
高
速
1
号
環
状
線

阪神高速13号東大阪線阪神高速13号東大阪線

大阪エクセル
ホテル東急
●

大阪エクセル
ホテル東急
●●

真宗大谷派
難波別院（南御堂）

●
真宗大谷派

難波別院（南御堂）

●
坐摩神社会館

●
坐摩神社会館

●三井住友銀行
船場支店
●三井住友銀行
船場支店

13131515
1414

大阪御堂筋ビル
地下4階 貸会議室

ヨドコウビル●ヨドコウビル●

セブンイレブン●セブンイレブン●

●セントレジス
　ホテル大阪
●セントレジス
　ホテル大阪

●ベントレー●ベントレー

大　阪  試験日　2月1日（日）2月2日（月）
大阪御堂筋ビル
地下4階　貸会議室

大阪府大阪市中央区久太郎町4-1-3

・地下鉄本町駅下車、徒歩1分（14番出口）

広　島  試験日　2月1日（日）2月2日（月）
ワークピア広島

広島県広島市南区金屋町1-17

・JR広島駅下車、南口より徒歩7分
・広島電鉄稲荷町駅下車、徒歩1分

福　岡  試験日　2月1日（日）2月2日（月）
天神ビル

福岡県福岡市中央区天神2-12-1

・地下鉄天神駅下車、徒歩1分
・西鉄福岡（天神）駅下車、徒歩3分
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試験会場の下見等

■本学（日進キャンパス）試験会場
・ 前日は校舎内に立ち入ることはできません。試験室等の位置の確認にとどめておいて下さい。 
また、2月1日・2日・3日は試験を実施しているため、16時40分まで入構できませんので注意して下さい。

・受験票を提示することにより、付添者を含め、専用バスを利用することができます。

■地方試験会場（一般選抜前期Ｍ3方式・Ｍ2方式）
・建物内の下見はできませんので注意して下さい。

・前日の問い合わせ等の入試事務室は開設しませんので注意して下さい。

・付添者控室は用意しません。

・ 医師等の配置は困難なため、心配な方は、本学（日進キャンパス）試験会場で出願をして下さい。

・ 試験室等について特別な措置をとることはできません。特別な措置を希望される場合は、本学（日進キャン
パス）試験会場で出願をして下さい。

・各試験会場に関する問い合わせ等（試験日当日を含む）はすべて本学入試広報室へ問い合わせて下さい。

試験会場への入退場

・本学（日進キャンパス）試験会場は8時30分開場です。

・地方試験会場は9時00分より試験室に入室可能です。

・試験会場への入場の際には、受験票を係に提示して下さい。

・試験室には試験の開始20分前までに入室して下さい。

・試験の開始前には、出席確認、顔写真の照合を行いますので静粛に待機して下さい。

・遅刻は試験の開始後30分まで認められます（英語リスニングを除く）。ただし、試験時間の延長は認められません。

・英語リスニングは試験開始時刻までに入室していない場合は受験することができません。

・試験時間途中の退場は原則として認めていません。

・休憩時間及び昼食時間は、できる限り、試験会場から出ないようにして下さい。

受験の注意

・受験票は必ず持参し、監督者が見やすいように、座席票の下に置いて下さい。

・解答には必ずHB又はBの黒鉛筆を使用して下さい。

・試験室では試験問題の内容に関する質問には一切答えられません。

・試験室には時計がありませんので、各自用意して下さい。

・辞書、電卓、翻訳機、ウェアラブル端末等の電子機器類の試験室への持ち込みはできません。

・試験中の耳栓の使用は認められません。

・下敷や上履きは持参する必要はありません。

・試験会場内は禁煙です。

・ 試験中に用便や身体の具合が悪くなったときは、監督者に申し出て下さい。ただし、一時退出が認められ
ても、試験時間の延長は認められません。
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・ 試験日当日の天候の悪化、公共交通機関の事故等、不測の事態に備え、時間に余裕をもって試験会場へ向
かうようにして下さい。 
特に、新幹線等の利用による遠距離からの受験者はあらかじめ宿泊場所を決めておく等して下さい。

食 堂

・ 本学（日進キャンパス）試験会場の食堂は営業しませんので、各自昼食を持参して下さい。

・地方試験会場の食堂等の有無については、わかりかねますので、各自昼食を持参して下さい。
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9. 学費・委託徴収費
学費・委託徴収費

■第1年次
❶学費 （単位：円）

1　期 2　期
入 学 金 200,000 ―
授 業 料 435,000 435,000
教育充実費 200,000 200,000
合 計 835,000 635,000

❷委託徴収費 （単位：円）

1　期 2　期
学生会費  5,000 4,000
後援会費 10,000 ―
合 計 15,000 4,000

■第2年次
❶学費 （単位：円）

1　期 2　期
授 業 料 435,000 435,000
教育充実費 200,000 200,000
合 計 635,000 635,000

❷委託徴収費 （単位：円）

1　期 2　期
学生会費  4,000 4,000
後援会費 10,000 ―
合 計 14,000 4,000

❸教職課程履修費
　 2　期　　　20,000円

■第3年次
❶学費 （単位：円）

1　期 2　期
授 業 料 435,000 435,000
教育充実費 200,000 200,000
合 計 635,000 635,000

❷委託徴収費 （単位：円）

1　期 2　期
学生会費  4,000 4,000
後援会費 10,000 ―
合 計 14,000 4,000

■第4年次

❶学費 （単位：円）

1　期 2　期
授 業 料 435,000 435,000
教育充実費 200,000 200,000
合 計 635,000 635,000

❷委託徴収費 （単位：円）

1　期 2　期
学生会費  4,000 4,000
後援会費 10,000 ―
合 計 14,000 4,000

❸教育実習費
　 1　期　　　25,000円
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・ 第1年次1期分の学費（入学金、授業料、教育充実費）については、入学手続時に納入して下さい。

・ 入学後は、授業料、教育充実費、教職課程履修費・教育実習費及び諸会費は、すべて三菱UFJ銀行若しくは
ゆうちょ銀行からの引き落し扱い（キャッシュレスシステム）となっています。このため入学までに三菱
UFJ銀行若しくはゆうちょ銀行の口座を開設（既に口座のある場合は必要ありません）して下さい。これに
より、第1年次1期の諸会費以降、指定口座からの引き落しとなります。

・ 授業料、教育充実費、諸会費等の詳細については、「マイページ」の「入学手続」で公開される「入学手続にあ
たって」で連絡をします。

専用バスについて

・ 本学には、地下鉄東山線「上社」駅及び地下鉄鶴舞線「赤池」駅と大学（日進キャンパス）間を約15分で結ぶ専
用バスが運行されています。その利用に関する費用の詳細については、「マイページ」の「入学手続」で公開
される「入学手続にあたって」で連絡をします。
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外 国 語 学 部

・ 本学では、グローバル人材の養成に向けて、世界を舞台に活躍できる豊かな個性と人間味に溢れ、国際感
覚を身につけた人材を育てることを目標にしています。そのため、4年間を通した教育課程の中で、真の国
際人に必要な豊かな教養、高い専門性、高度な外国語運用能力とともに、多言語・多文化に関わる深い理解
及び人間的共感力・国際感覚を身につけるように教育を行います。 
外国語学部では、幅広く豊かな教養を礎に、英語圏、フランス語圏、中国語圏を中心とする地域の言語・文化・
社会についての高い専門的知識と高度な外国語運用能力を身につけ、広く多言語・多文化社会への豊かな共
感能力と国際感覚に優れた国際的教養人を育成します。

・ その教育を受けるためには、国際人になるための意欲・関心、外国語を学ぶ強い意志が必要ですが、学修の
基礎となる「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」などの基礎的な能力・資質も必要です。外国語学部では、
英米語学科で英語を主専攻として学び、フランス語学科・中国語学科では英語を副専攻語として学びますが、
英語を主専攻とする学科はもとより、副専攻語とする学科でも、英語力は学びの最も重要な基礎力です。
そのため、「英語」はいずれの学科の入学試験においても必修科目としています。また、外国語を学修する
上でその基礎となる国語力は欠かせないもので、さらに、外国語の修得を深化させていくためには、幅広
い分野についての基礎学力も大変重要です。従って、外国語学部のいずれの学科においても、専攻する言
語は異なる場合があっても、共通の入学試験を採用しており、「英語」の能力が高い者を選抜することを重
視しつつ、「国語」などの他教科の基礎学力についても充分配慮して、入学者選抜を実施します。

■選抜方法
【一般選抜】
　  英語・国語を中心とする個別学力検査並びに共通テストの利用、また、その両者を組み合わせることで、
教科・科目の学修能力を多面的・総合的に評価する試験

　　 ・ 前期A方式、前期M3方式、前期M2方式、前期共通テストプラス方式、共通テスト利用前期（3教科・5
教科）・後期（2教科）、後期の各試験

【学校推薦型選抜】
　  推薦基準（学習成績の状況＜全体・外国語＞、取得資格など）による出願資格を満たす者を対象に、調査書
（一般公募、指定校）・適性検査（一般公募）・面接（指定校）による選抜
　　 ・一般公募、指定校の選抜方式
【総合型選抜・特別選抜】
　  資格取得、言語・異文化・国際社会への関心、海外での学修歴を有する者などを対象とし、適性検査（複数
教科を統合した総合問題を含む）・小論文・面接などを組み合わせ、評価する選抜

　　 ・ 英語等有資格型、国際社会志向型、グローバル・フランス人材志向型（フランス語学科）、アジア事情探究型
（中国語学科）、高大接続・体験授業型、海外帰国生徒特別選抜、外国人留学生特別選抜などの選抜方式

・そこで、次のような人の受験を期待します。
　　 ・学ぶ意志と意欲をもち、そのために必要な英語力・国語力などの基礎学力がある人
　　 ・言葉（外国語・日本語）への強い関心がある人
　　 ・言葉を通して人への関心、グローバル社会に関心がある人
　　 ・外国語に関わる言語・文化・社会について高度な知識を身につけたい人
　　 ・外国語の高度なコミュニケーション能力を身につけたい人
　　 ・異なる文化や価値観に共感し、意思伝達ができる国際感覚を身につけたい人
 学ぼうとする意欲、人へのやさしさ、社会への参加意識をもって入学して欲しいと思います。

10. 入学者受入方針（アドミッション・ポリシー）
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世 界 教 養 学 部

・ 本学では、グローバル人材の養成に向けて、世界を舞台に活躍できる豊かな個性と人間味に溢れ、国際感
覚を身につけた人材を育てることを目標にしています。そのため、4年間を通した教育課程の中で、真の国
際人に必要な豊かな教養、高い専門性、高度な外国語運用能力とともに、多言語・多文化に関わる深い理解
及び人間的共感力・国際感覚を身につけるように教育を行います。 
世界教養学部では、世界と日本の双方に関わる豊かな教養を礎に、世界と日本の言語・文化・歴史・社会に関
する高い専門性と高度な言語運用能力を身につけ、鋭利な批判的能力と豊かな共感能力、さらには高いコ
ミュニケーション能力の裏付けをもつ国際感覚を備えたグローバル教養人を育成します。

・ その教育を受けるためには、国際人になるための意欲・関心、外国語を学ぶ意志が必要ですが、学修の基礎
となる「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」などの基礎的な能力・資質も必要です。世界教養学部では、世
界教養学科で英語を主専攻として、国際日本学科で英語を副専攻語として学びますが、英語を主専攻とす
る学科はもとより、副専攻語とする学科でも、英語力は学びの最も重要な基礎力です。そのため、「英語」
はいずれの学科の入学試験においても必修科目としています。他方、日本語を主専攻語とする国際日本学
科はもとより、世界教養学科においても外国語学修の基礎となる国語力は欠かせません。さらに、これら
の学修を深化させていくためには、幅広い分野についての基礎学力が大変重要です。従って、世界教養学
部を構成する両学科とも、専攻する言語は異なる場合があっても、共通の入学試験を採用しており、「英語」
の能力が高い者を選抜することを重視しつつ、「国語」などの他教科の基礎学力についても充分配慮して、
入学者選抜を実施します。

■選抜方法
【一般選抜】
　  英語・国語を中心とする個別学力検査並びに共通テストの利用、また、その両者を組み合わせることで、
教科・科目の学修能力を多面的・総合的に評価する試験

　　 ・ 前期A方式、前期M3方式、前期M2方式、前期共通テストプラス方式、共通テスト利用前期（3教科・5
教科）・後期（2教科）、後期の各試験

【学校推薦型選抜】
　  推薦基準（学習成績の状況＜全体・外国語＞、取得資格など）による出願資格を満たす者を対象に、調査書
（一般公募、指定校）・適性検査（一般公募）・面接（指定校）による選抜
　　 ・ 一般公募、指定校の選抜方式
【総合型選抜・特別選抜】
　  資格取得、言語・異文化・国際社会への関心、海外での学修歴を有する者などを対象とし、適性検査（複数
教科を統合した総合問題を含む）・小論文・面接などを組み合わせ、評価する選抜

　　 ・ 英語等有資格型、国際社会志向型、世界人材志向型（世界教養学科）、発信コミュニケーション型（国
際日本学科）、高大接続・体験授業型、海外帰国生徒特別選抜、外国人留学生特別選抜などの選抜方式

・そこで、次のような人の受験を期待します。
　　 ・学ぶ意志と意欲をもち、そのために必要な英語力・国語力などの基礎学力がある人
　　 ・言葉（外国語・日本語）への強い関心がある人
　　 ・言葉を通して人への関心、グローバル社会に関心がある人
　　 ・日本及び世界諸地域の言語・文化・歴史・社会について豊かな教養を身につけたい人
　　 ・日本語及び英語の高度なコミュニケーション能力を身につけたい人
　　 ・豊かな人間性・共感能力、国際感覚を身につけ、グローバル社会で活躍したい人
 学ぼうとする意欲、人へのやさしさ、社会への参加意識をもって入学して欲しいと思います。
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現 代 国 際 学 部

・ 本学では、グローバル人材の養成に向けて、世界を舞台に活躍できる豊かな個性と人間味に溢れ、国際感
覚を身につけた人材を育てることを目標にしています。そのため、4年間を通した教育課程の中で、真の国
際人に必要な豊かな教養、高い専門性、高度な外国語運用能力とともに、多言語・多文化に関わる深い理解
及び人間的共感力・国際感覚を身につけるように教育を行います。
  現代国際学部では、幅広く豊かな教養を礎に、キャリアに関わる高い専門的知識、高度な英語運用能力を
身につけ、現代社会に関する先鋭な問題意識と豊かな共感能力、そして鋭利な国際感覚をもった国際的職
業人を育成します。

・ その教育を受けるためには、国際人になるための意欲・関心、そしてその基盤となる外国語を学ぶ意志が必
要ですが、学修の基礎となる「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」などの基礎的な能力・資質も必要です。
現代国際学部では、現代英語学科・国際教養学科・グローバルビジネス学科・グローバル共生学科のいずれの
学科でも、英語力は学びの最も重要な基礎力ですので、英語を主専攻として学びます。そのため、「英語」
はいずれの学科の入学試験においても必修科目としています。また、外国語を学修する上でその基礎とな
る国語力は欠かせないもので、さらに、外国語の修得を深化させていくためには、幅広い分野についての
基礎学力も大変重要です。従って、現代国際学部のいずれの学科においても、共通の入学試験を採用して
おり、「英語」の能力が高い者を選抜することを重視しつつ、「国語」などの他教科の基礎学力についても充
分配慮して、入学者選抜を実施します。

■選抜方法
【一般選抜】
　  英語・国語を中心とする個別学力検査並びに共通テストの利用、また、その両者を組み合わせることで、
教科・科目の学修能力を多面的・総合的に評価する試験

　　 ・ 前期A方式、前期M3方式、前期M2方式、前期共通テストプラス方式、共通テスト利用前期（3教科・5
教科）・後期（2教科）、後期の各試験

【学校推薦型選抜】
　  推薦基準（学習成績の状況＜全体・外国語＞、取得資格など）による出願資格を満たす者を対象に、調査書
（一般公募、指定校）・適性検査（一般公募）・面接（指定校）による選抜
　　 ・一般公募、指定校の選抜方式
【総合型選抜・特別選抜】
　  資格取得、言語・異文化・国際社会への関心、海外での学修歴を有する者などを対象とし、適性検査（複数
教科を統合した総合問題を含む）・小論文・面接などを組み合わせ、評価する選抜

　　 ・ 英語等有資格型、国際社会志向型、専門学科・総合学科卒業生選抜（グローバルビジネス学科）、世界
人材志向型（グローバル共生学科）、高大接続・体験授業型、海外帰国生徒特別選抜、外国にルーツを
持つ生徒対象特別選抜（グローバル共生学科）、外国人留学生特別選抜などの選抜方式

・そこで、次のような人の受験を期待します。
　　 ・学ぶ意志と意欲をもち、そのために必要な英語力・国語力などの基礎学力がある人
　　 ・言葉（外国語・日本語）への強い関心がある人
　　 ・英語を職業に関係づけて学びたい人
　　 ・各種キャリアに係る高度な教養と英語力を身につけたい人
　　 ・各種キャリアに係る高度な知識とスキルを身につけたい人
　　 ・多文化共生について学び、共生社会の創造に関わりたい人
　　 ・高度な英語力とキャリアスキルを統合し、グローバル社会で活躍したい人
 学ぼうとする意欲、人へのやさしさ、社会への参加意識をもって入学して欲しいと思います。
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■高等学校、中等教育学校、特別支援学校、高等専門学校

（他の出願資格は70ページ）

11. 高等学校等一覧

北 海 道

国　　立

（特別支援学校）
ほ北海道教育大学附属
特別支援

（高等専門学校）
あ旭 川 工 業 高 専
く釧 路 工 業 高 専
と苫 小 牧 工 業 高 専
は函 館 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ阿 寒
旭 川 永 嶺
旭 川 北
旭 川 工 業
旭 川 商 業
旭 川 西
旭 川 農 業
旭 川 東
旭 川 南
芦 別
足 寄
厚 岸 翔 洋
厚 真
網 走 桂 陽
網 走 南 ケ 丘
虻 田

い池 田
石 狩 翔 陽
石 狩 南
岩 内
岩 見 沢 農 業
岩 見 沢 東
岩 見 沢 緑 陵

う浦 河
え江 差
枝 幸
恵 庭 北
恵 庭 南
江 別
え り も
遠 軽
遠 別 農 業

お追 分
大 麻
大 空
大 野 農 業
雄 武
奥 尻
置 戸
興 部
長 万 部
小 樽 桜 陽
小 樽 水 産
小 樽 潮 陵
小 樽 未 来 創 造
おといねっぷ美術工芸
音 更
帯 広 工 業
帯 広 三 条

帯 広 農 業
帯 広 柏 葉
帯 広 南 商 業
帯 広 緑 陽

か 上 磯
上 川
上 士 幌
上 ノ 国
上 富 良 野

き 北 広 島
北 広 島 西
北 見 工 業
北 見 商 業
北 見 柏 陽
北 見 北 斗
北 見 緑 陵
清 里
霧 多 布

く 釧 路 工 業
釧 路 江 南
釧 路 湖 陵
釧 路 商 業
釧 路 東
釧 路 北 陽
釧 路 明 輝
倶 知 安
倶 知 安 農 業
栗 山
訓 子 府

け 剣 淵
さ 札 幌 旭 丘
札 幌 あ す か ぜ
札 幌 厚 別
札 幌 英 藍
札 幌 大 通
札 幌 丘 珠
札 幌 北
札 幌 清 田
札 幌 啓 成
札 幌 啓 北 商 業
札 幌 工 業
札 幌 国 際 情 報
札 幌 琴 似 工 業
札 幌 白 石
札 幌 真 栄
札 幌 新 川
札 幌 西 陵
札 幌 月 寒
札 幌 手 稲
札 幌 稲 雲
札 幌 東 豊
札 幌 東 陵
札 幌 南 陵
札 幌 西
札 幌 白 陵
札 幌 東
札 幌 東 商 業
札 幌 平 岡
札 幌 平 岸
札 幌 北 陵
札 幌 南
札 幌 藻 岩
更 別 農 業
佐 呂 間

し 鹿 追
静 内
静 内 農 業
標 茶

標 津
士 別 翔 雲
士 別 東
士 幌
清 水
下 川 商 業
斜 里
白 老 東
白 糠
知 内
新 十 津 川 農 業

す 寿 都
砂 川

そ 壮 瞥
た 大 樹
鷹 栖
滝 川
滝 川 工 業
滝 川 西
伊 達 開 来

ち 千 歳
千 歳 北 陽

つ 月 形
津 別

て 天 売
天 塩
弟 子 屈

と 当 別
常 呂
苫 小 牧 工 業
苫 小 牧 総 合 経 済
苫 小 牧 西
苫 小 牧 東
苫 小 牧 南
苫 前 商 業
富 川
豊 富

な 奈 井 江 商 業
中 標 津
中 標 津 農 業
長 沼
七 飯
名 寄

に ニ セ コ
ね 根 室
の 野 幌
登 別 青 嶺

は 函 館
函 館 工 業
函 館 商 業
函 館 水 産
函 館 中 部
函 館 西
羽 幌
浜 頓 別

ひ 東 川
日 高
檜 山 北
広 尾
美 瑛
美 唄 尚 栄
美 唄 聖 華
美 深
美 幌
平 取

ふ 深 川 西
深 川 東
福 島 商 業

富 良 野
へ別 海
ほ穂 別
幌 加 内
本 別

ま幕 別 清 陵
真 狩
松 前

み三 笠
南 茅 部
南 富 良 野

む鵡 川
室 蘭 工 業
室 蘭 栄
室 蘭 清 水 丘
室 蘭 東 翔

め芽 室
も森
紋 別

や八 雲
ゆ夕 張
湧 別
有 朋

よ余 市 紅 志
ら羅 臼
蘭 越

り利 尻
る留 寿 都
留 辺 蘂
留 萌

れ礼 文
わ稚 内

（中等教育学校）
さ札 幌 開 成
の登 別 明 日

（特別支援学校）
あ旭 川 高 等 支 援
旭 川 養 護
網 走 養 護

い今 金 高 等 養 護
岩 見 沢 高 等 養 護

う雨 竜 高 等 養 護
お小 樽 高 等 支 援
帯 広 養 護
小 平 高 等 養 護

き北 見 支 援
く釧 路 鶴 野 支 援
釧 路 養 護

こ高 等 聾
さ 札幌あいの里高等支援
札幌稲穂高等支援
札 幌 高 等 養 護
札 幌 視 覚 支 援
札 幌 伏 見 支 援
札幌豊明高等支援
札 幌 北 翔 支 援
札幌みなみの杜高等
支援
札 幌 山 の 手 支 援
札幌養護学校白桜高
等学園

し白 樺 高 等 養 護
新 篠 津 高 等 養 護
新 得 高 等 支 援

た鷹 栖 養 護
拓 北 養 護

伊 達 高 等 養 護
ち千 歳 高 等 支 援
て手 稲 養 護
な中 札 内 高 等 養 護
中 標 津 支 援
七 飯 養 護
南 幌 養 護

は函 館 高 等 支 援
函 館 養 護

ひ東 川 養 護
美 唄 養 護
美 深 高 等 養 護
平 取 養 護

ほ北 斗 高 等 支 援
星置養護学校ほしみ
高等学園

ま真 駒 内 養 護
む室 蘭 養 護
も紋 別 高 等 養 護
紋 別 養 護

ゆ夕 張 高 等 養 護
よ余 市 養 護
わ稚 内 養 護

私　　立

（高等学校）
あ旭 川 志 峯
旭 川 実 業
旭 川 藤 星
旭 川 明 成
旭 川 龍 谷

い遺 愛 女 子
池 上 学 院

お小 樽 双 葉
小 樽 明 峰
帯 広 大 谷
帯 広 北

か海 星 学 院
き北 見 藤
くクラーク記念国際
こ駒澤大学附属苫小牧
さ札 幌 大 谷
札 幌 光 星
札 幌 新 陽
札 幌 静 修
札 幌 創 成
札 幌 第 一
札 幌 日 本 大 学
札 幌 北 斗
札 幌 山 の 手
札 幌 龍 谷 学 園

し白 樺 学 園
せ星 槎 国 際
清 尚 学 院

と東海大学付属札幌
苫 小 牧 中 央

に日本航空高等学校北
海道

は函 館 大 谷
函 館 大 妻
函 館 白 百 合 学 園
函館大学付属柏稜
函館大学付属有斗
函 館 ラ・ サ ー ル

ふ藤 女 子
武 修 館

ほ北 照
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北 星 学 園 女 子
北星学園大学附属
北 星 学 園 余 市
北 嶺
北 海
北 海 学 園 札 幌
北 海 道 大 谷 室 蘭
北 海 道 科 学 大 学
北海道教育学園三和
北 海 道 芸 術
北 海 道 栄
北海道文教大学附属

ら酪農学園大学附属と
わの森三愛

り立 命 館 慶 祥
わ稚 内 大 谷

（特別支援学校）
に日本体育大学附属高
等支援

上記以外の高等学校等

青 森 県

国　　立

（特別支援学校）
ひ弘前大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
は八 戸 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ青 森
青 森 北
青 森 工 業
青 森 商 業
青 森 中 央
青 森 西
青 森 東
青 森 南
鰺 ケ 沢

お大 間
大 湊
尾 上 総 合

か柏 木 農 業
き木 造
く黒 石
こ五 所 川 原
五 所 川 原 工 科
五 所 川 原 農 林

さ三 戸
三 本 木
三 本 木 農 業 恵 拓

し七 戸
た田 名 部
と十 和 田 工 業
な名 久 井 農 業
浪 岡

の野 辺 地
は八 戸
八 戸 北
八 戸 工 業
八 戸 商 業
八 戸 水 産
八 戸 中 央
八 戸 西
八 戸 東

ひ弘 前
弘 前 工 業
弘 前 実 業
弘 前 中 央
弘 前 南

ほ北 斗
み三 沢
三 沢 商 業

むむ つ 工 業
も百 石
ろ六 ケ 所

（特別支援学校）
あ 青森第一高等養護
青森第二高等養護
青 森 第 二 養 護
青 森 ろ う
青 森 若 葉 養 護

く 黒 石 養 護
し 七 戸 養 護
な 浪 岡 養 護
は 八 戸 高 等 支 援
八 戸 第 一 養 護

ひ 弘 前 第 一 養 護
弘 前 第 二 養 護

む む つ 養 護
も 盲
森 田 養 護

私　　立

（高等学校）
あ 青 森 明 の 星
青 森 山 田

こ 向 陵
五 所 川 原 第 一

し 柴田学園大学附属柴
田学園
下 山 学 園
松 風 塾

ち 千 葉 学 園
と 東 奥 学 園
東 奥 義 塾

は 八 戸 学 院 光 星
八戸学院野辺地西
八戸工業大学第一
八戸工業大学第二
八戸聖ウルスラ学院

ひ 弘 前 学 院 聖 愛
弘 前 東

上記以外の高等学校等

岩 手 県

国　　立

（特別支援学校）
い 岩手大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
一 関 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
い 一 関 工 業
一 関 第 一
一 関 第 二
伊 保 内
岩 泉
岩 谷 堂

お 大 槌
大 野
大 迫
大 船 渡
大 船 渡 東

か 金 ケ 崎
釜 石
釜 石 商 工
軽 米

き 北 上 翔 南
く 久 慈
久 慈 翔 北
葛 巻
黒 沢 尻 北
黒 沢 尻 工 業

し 雫 石
紫 波 総 合

す 住 田
せ 千 厩
た 平 舘
高 田
種 市

大 東
と遠 野
遠 野 緑 峰
杜 陵

な南 昌 み ら い
に西 和 賀
ぬ沼 宮 内
は花 泉
花 北 青 雲
花 巻 北
花 巻 農 業
花 巻 南

ふ福 岡
ほ北 桜
ま前 沢
み水 沢
水 沢 工 業
水 沢 商 業
水 沢 農 業
宮 古
宮 古 北
宮 古 商 工
宮 古 水 産

も盛 岡 北
盛 岡 工 業
盛 岡 商 業
盛 岡 市 立
盛 岡 第 一
盛 岡 第 三
盛 岡 第 四
盛 岡 第 二
盛 岡 農 業

や山 田

（特別支援学校）
い一 関 清 明 支 援
か釜 石 祥 雲 支 援
く久 慈 拓 陽 支 援
け気 仙 光 陵 支 援
は花 巻 清 風 支 援
ま前 沢 明 峰 支 援
み宮 古 恵 風 支 援
も盛 岡 視 覚 支 援
盛 岡 青 松 支 援
盛 岡 聴 覚 支 援
盛 岡 と な ん 支 援
盛 岡 ひ が し 支 援
盛岡峰南高等支援
盛 岡 み た け 支 援

私　　立

（高等学校）
い一 関 学 院
一 関 修 紅
岩 手
岩 手 女 子

き協和学院水沢第一
こ江 南 義 塾 盛 岡
せ専 修 大 学 北 上
は花 巻 東
も盛 岡 白 百 合 学 園
盛 岡 ス コ ー レ
盛 岡 誠 桜
盛 岡 大 学 附 属
盛 岡 中 央

（特別支援学校）
さ三 愛 学 舎

上記以外の高等学校等

宮 城 県

国　　立

（特別支援学校）
み宮城教育大学附属特
別支援

（高等専門学校）
せ仙 台 高 専

公　　立

（高等学校）
い伊 具
石 巻
石 巻 北
石 巻 工 業
石 巻 好 文 館
石 巻 商 業
石 巻 西
泉
泉 松 陵
泉 館 山
一 迫 商 業
岩 ヶ 崎
岩 出 山

お大 河 原 産 業
か角 田
鹿 島 台 商 業
加 美 農 業

く黒 川
け気 仙 沼
気 仙 沼 向 洋

こ工 業
小 牛 田 農 林

さ桜 坂
佐 沼
蔵 王

し塩 釜
柴 田
白 石
白 石 工 業

す水 産
せ仙 台
仙 台 工 業
仙 台 三 桜
仙 台 商 業
仙 台 大 志
仙 台 第 一
仙 台 第 三
仙 台 第 二
仙 台 二 華
仙 台 西
仙 台 東
仙 台 南
仙 台 向 山

た多 賀 城
田 尻 さ く ら
第 二 工 業

つ築 館
て貞 山
と富 谷
登 米
登 米 総 合 産 業

な中 新 田
名 取
名 取 北
南 郷

の農 業
は迫 桜
ひ東 松 島
ふ古 川
古 川 工 業
古 川 黎 明

ま松 島
松 山

み美 田 園
南 三 陸
宮 城 第 一
宮 城 野
宮 城 広 瀬

む村 田
も本 吉 響
り利 府
わ涌 谷
亘 理

（中等教育学校）
せ仙 台 青 陵

（特別支援学校）
あ秋保かがやき支援
い石 巻 支 援
岩 沼 高 等 学 園

お女 川 高 等 学 園
か角 田 支 援

金 成 支 援
け気 仙 沼 支 援
こ光 明 支 援
小 牛 田 高 等 学 園
小 松 島 支 援

し視 覚 支 援
松 陵 支 援

ち聴 覚 支 援
つ鶴 谷 特 別 支 援
な名 取 支 援
に西 多 賀 支 援
は迫 支 援
ふ船 岡 支 援
古 川 支 援

や山 元 支 援
り利 府 支 援

私　　立

（高等学校）
あ飛 鳥 未 来 き ず な
お大 崎 中 央
し尚 絅 学 院
せ聖ウルスラ学院英智
聖 ド ミ ニ コ 学 院
聖 和 学 園
仙 台 育 英 学 園
仙 台 白 百 合 学 園
仙 台 城 南
仙台大学附属明成

と東 北
東 北 学 院
東 北 学 院 榴 ケ 岡
東北生活文化大学
東 陵
常 盤 木 学 園

に西 山 学 院
日本ウェルネス宮城

ふ古 川 学 園
み宮 城 学 院

（特別支援学校）
いい ず み 高 等 支 援
し支援学校仙台みらい
高等学園

上記以外の高等学校等

秋 田 県

国　　立

（特別支援学校）
あ秋田大学教育文化学
部附属特別支援

（高等専門学校）
あ秋 田 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ秋 田
秋 田 北
秋 田 工 業
秋 田 商 業
秋 田 中 央
秋 田 西
秋 田 北 鷹
秋 田 南
秋 田 明 徳 館
新 屋

う羽 後
お大 館 桂 桜
大館国際情報学院
大 館 鳳 鳴
大 曲
大 曲 工 業
大 曲 農 業
男 鹿 海 洋
男 鹿 工 業
雄 物 川

か角 館
鹿 角
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金 足 農 業
こ御 所 野 学 院
五 城 目

に仁 賀 保
西 仙 北
西 目

の能 代
能 代 科 学 技 術
能 代 松 陽

へ平 成
ほ本 荘
ま増 田
や矢 島
ゆ湯 沢
湯 沢 翔 北
由 利
由 利 工 業

よ横 手
横 手 城 南
横 手 清 陵 学 院

ろ六 郷

（特別支援学校）
あ秋 田 き ら り 支 援
い稲 川 支 援
お大 曲 支 援
く栗 田 支 援
し視 覚 支 援
ち聴 覚 支 援
て天 王 み ど り 学 園
の能 代 支 援
ひ比 内 支 援
ゆゆ り 支 援
よ横 手 支 援

私　　立

（高等学校）
あ秋 田 修 英
秋 田 令 和

こ国 学 館
せ聖 霊 学 園
の ノースアジア大学明桜

上記以外の高等学校等

山 形 県

国　　立

（特別支援学校）
や 山形大学附属特別支援

（高等専門学校）
つ鶴 岡 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ左 沢
荒 砥

お置 賜 農 業
小 国

か霞 城 学 園
上 山 明 新 館
加 茂 水 産

き北 村 山
さ酒 田 光 陵
酒 田 西
酒 田 東
寒 河 江
寒 河 江 工 業

し庄 内 総 合
庄 内 農 業
新 庄 神 室 産 業
新 庄 北
新 庄 南

た高 畠
ち致 道 館
つ鶴 岡 工 業
鶴 岡 中 央

て天 童
と東 桜 学 館
な長 井

長 井 工 業
南 陽

む 村 山 産 業
や 谷 地
山 形 北
山 形 工 業
山 形 市 立 商 業
山 形 中 央
山 形 西
山 形 東
山 形 南
山 辺

ゆ 遊 佐
よ 米 沢 鶴 城
米 沢 興 譲 館
米 沢 東

（特別支援学校）
か 上 山 高 等 養 護
さ 酒 田 特 別 支 援
し 新 庄 養 護
た 楯 岡 特 別 支 援
つ 鶴 岡 高 等 養 護
鶴 岡 養 護

む 村 山 特 別 支 援
や 山 形 盲
山 形 養 護
山 形 ろ う

ゆ ゆ き わ り 養 護
よ 米 沢 養 護

私　　立

（高等学校）
き 基 督 教 独 立 学 園
く 九 里 学 園
さ 酒 田 南
し 新 庄 東
せ 惺 山
そ 創 学 館
つ 鶴 岡 東
と 東 海 大 学 山 形
東北文教大学山形城北

に 日 本 大 学 山 形
は 羽 黒
や 山 形 学 院
山 形 明 正

よ 米 沢 中 央
わ 和 順 館

上記以外の高等学校等

福 島 県

国　　立

（特別支援学校）
ふ 福島大学附属特別支援

（高等専門学校）
ふ 福 島 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ 会 津
会 津 学 鳳
会 津 工 業
会 津 西 陵
会 津 第 二
会 津 農 林
葵
安 積
あ さ か 開 成
安 積 黎 明
安 達

い 石 川 （県 立）
猪 苗 代
磐 城
い わ き 光 洋
磐 城 桜 が 丘
い わ き 総 合
磐 城 農 業
い わ き 翠 の 杜

い わ き 湯 本
岩 瀬 農 業

お 小 高 産 業 技 術
小 名 浜 海 星
小 野

か 川 口
川 俣

き 喜 多 方
喜 多 方 桐 桜

こ 光 南
郡 山
郡 山 北 工 業
郡 山 商 業
郡 山 東
郡 山 萌 世
湖 南

し 修 明
白 河
白 河 旭
白 河 実 業
白 河 第 二

す 須 賀 川 創 英 館
須 賀 川 桐 陽

せ 清 陵 情 報
そ 相 馬
相 馬 総 合
相 馬 農 業

た 平 工 業
平 商 業
只 見
橘
田 村
伊 達

な 勿 来
勿 来 工 業

に 西 会 津
二 本 松 実 業

は 原 町
ふ 福 島 （県 立）
福 島 北
福 島 工 業
福 島 商 業
ふ く し ま 新 世
福 島 西
福 島 東
福 島 南
福 島 明 成
ふ た ば 未 来 学 園
船 引

み 南 会 津
も 本 宮
よ 四 倉
わ 若 松 商 業

（特別支援学校）
あ 会 津 支 援
あ だ ち 支 援
あ ぶ く ま 支 援

い 石 川 支 援
猪 苗 代 支 援
い わ き 支 援

お 大 笹 生 支 援
こ 郡 山 支 援
し 視 覚 支 援
す 須 賀 川 支 援
そ 相 馬 支 援
た 平 支 援
た む ら 支 援
だ て 支 援

ち 聴 覚 支 援
に 西 郷 支 援
ふ ふ く し ま 支 援
ふ た ば 支 援

私　　立

（高等学校）
あ 会 津 北 嶺
会津若松ザベリオ学園

い 石 川 （私 立）
い わ き 秀 英
磐 城 緑 蔭

こ 郡山女子大学附属
さ 桜 の 聖 母 学 院
し 尚 志

仁 愛
せ聖 光 学 院
た大 智 学 園
て帝 京 安 積
に日 本 大 学 東 北
ひ東日本国際大学附属
昌平

ふ福 島 （私 立）
福 島 県 磐 城 第 一
福 島 成 蹊
福 島 東 稜

上記以外の高等学校等

茨 城 県

国　　立

（特別支援学校）
い茨城大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
い茨 城 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あＩ Ｔ 未 来
明 野
麻 生

い石 岡 商 業
石 岡 第 一
石 岡 第 二
石 下 紫 峰
磯 原 郷 英
潮 来
伊 奈
茨 城 東
岩 瀬

う牛 久
牛 久 栄 進

え江 戸 崎 総 合
お大 洗
太 田 西 山
太 田 第 一
小 瀬

か海 洋
笠 間
鹿 島
鹿 島 灘
勝 田
勝 田 工 業
神 栖

き鬼 怒 商 業
く茎 崎
こ古 河 第 一
古 河 第 三
古 河 第 二

さ境
佐 和
三 和

し下 館 工 業
下 館 第 一
下 館 第 二
下 妻 第 一
下 妻 第 二

そ総 和 工 業
た高 萩
高 萩 清 松
多 賀
竹 園
玉 造 工 業
大 子 清 流

ち中 央
つ筑 波
つくばサイエンス
土 浦 工 業
土 浦 湖 北
土 浦 第 一
土 浦 第 三
土 浦 第 二

と東 海
取 手 松 陽

取 手 第 一
取 手 第 二

な那 珂
那 珂 湊

は波 崎
波 崎 柳 川
坂 東 清 風

ひ常 陸 大 宮
日 立 北
日 立 工 業
日 立 商 業
日 立 第 一
日 立 第 二

ふ藤 代
藤 代 紫 水

ほ鉾 田 第 一
鉾 田 第 二

ま真 壁
み水 海 道 第 一
水 海 道 第 二
水 戸 工 業
水 戸 桜 ノ 牧
水 戸 商 業
水 戸 第 一
水 戸 第 三
水 戸 第 二
水 戸 農 業
水 戸 南
緑 岡

も守 谷
や八 千 代
ゆ結 城 第 一
結 城 第 二

り竜 ケ 崎 第 一
竜 ケ 崎 第 二
竜 ケ 崎 南

（中等教育学校）
か勝 田
こ古 河
な並 木

（特別支援学校）
い石 岡 特 別 支 援
伊 奈 特 別 支 援

う内 原 特 別 支 援
か鹿 島 特 別 支 援
勝 田 特 別 支 援

き北 茨 城 特 別 支 援
協 和 特 別 支 援

さ境 特 別 支 援
し下 妻 特 別 支 援
つつ く ば 特 別 支 援
土 浦 特 別 支 援

と友 部 特 別 支 援
友 部 東 特 別 支 援

ひ常陸太田特別支援
日 立 特 別 支 援

み水戸飯富特別支援
水戸高等特別支援
水 戸 特 別 支 援
水 戸 ろ う
美 浦 特 別 支 援

も盲
ゆ結 城 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
あ愛国学園大学附属龍
ケ崎
飛 鳥 未 来 き ぼ う

い茨 城
茨城キリスト教学園
岩 瀬 日 本 大 学

えＥＩＫＯデジタル・
クリエイティブ
Ｓ
江 戸 川 学 園 取 手

か鹿 島 学 園
霞 ケ 浦

こ晃 陽 学 園
し翔 洋 学 園
常 総 学 院

す水 城
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せ青 丘 学 院 つ く ば
清 真 学 園
聖徳大学附属取手聖
徳女子

た大 成 女 子
第一学院　高萩校

つつ く ば 開 成
つ く ば 国 際 大 学
つくば国際大学東風
つ く ば 秀 英
土 浦 日 本 大 学

と東洋大学附属牛久
常 磐 大 学

に日 本 ウ ェ ル ネ ス
み水 戸 葵 陵
水 戸 啓 明
水 戸 女 子
水 戸 平 成 学 園

め茗 溪 学 園
明 秀 学 園 日 立

よ四 谷 学 院
るル ネ サ ン ス

（中等教育学校）
か開 智 望
ち智 学 館
つ土 浦 日 本 大 学

上記以外の高等学校等

栃 木 県

国　　立

（特別支援学校）
う宇都宮大学共同教育
学部附属特別支援

（高等専門学校）
お小 山 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ足 利
足 利 工 業
足 利 清 風
足 利 南

い石 橋
今 市
今 市 工 業

う宇 都 宮
宇 都 宮 北
宇 都 宮 工 業
宇 都 宮 商 業
宇 都 宮 女 子
宇 都 宮 清 陵
宇 都 宮 中 央
宇 都 宮 白 楊
宇 都 宮 東
宇 都 宮 南

お大 田 原
大 田 原 女 子
大 田 原 東
小 山
小 山 城 南
小 山 西
小 山 北 桜
小 山 南

か鹿 沼
鹿 沼 商 工
鹿 沼 東
鹿 沼 南
上 三 川
烏 山
学 悠 館

く黒 磯
黒 磯 南
黒 羽

ささ く ら 清 修
佐 野
佐 野 松 桜
佐 野 東

た高 根 沢

と 栃 木
栃 木 工 業
栃 木 商 業
栃 木 翔 南
栃 木 女 子
栃 木 農 業

な 那 須
那 須 清 峰
那 須 拓 陽

に 日 光 明 峰
は 馬 頭
ま 益 子 芳 星
み 壬 生
も 真 岡
真 岡 工 業
真 岡 女 子
真 岡 北 陵
茂 木

や 矢 板
矢 板 東

（特別支援学校）
あ 足利中央特別支援
足 利 特 別 支 援

い 今 市 特 別 支 援
う 宇都宮青葉高等学園
お 岡 本 特 別 支 援
こ 国 分 寺 特 別 支 援
と 栃 木 特 別 支 援
富 屋 特 別 支 援

な 那 須 特 別 支 援
の の ざ わ 特 別 支 援
ま 益 子 特 別 支 援
み 南 那 須 特 別 支 援
も 盲
ろ 聾

私　　立

（高等学校）
あ 足 利 大 学 附 属
足利大学附属女子

う 宇都宮短期大学附属
宇 都 宮 文 星 女 子

こ 幸 福 の 科 学 学 園
國 學 院 大 學 栃 木

さ 作 新 学 院
佐 野 清 澄
佐 野 日 本 大 学

せ 青 藍 泰 斗
は 白 鷗 大 学 足 利
ひ 日 々 輝 学 園
ふ 文星芸術大学附属
ほ 星 の 杜
や 矢 板 中 央

（中等教育学校）
さ 佐 野 日 本 大 学

上記以外の高等学校等

群 馬 県

国　　立

（特別支援学校）
く 群馬大学共同教育学
部附属特別支援

（高等専門学校）
く 群 馬 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ 吾 妻 中 央
安 中 総 合 学 園

い 伊 勢 崎
伊 勢 崎 工 業
伊 勢 崎 興 陽
伊 勢 崎 商 業
伊 勢 崎 清 明
板 倉

お 大 泉

太 田 （市 立）
太 田 （県 立）
太 田 工 業
太 田 女 子
太 田 東
太 田 フ レ ッ ク ス
大 間 々
尾 瀬

き桐 生
桐 生 工 業
桐 生 市 立 商 業
桐 生 清 桜

し渋 川
渋 川 工 業
渋 川 女 子
渋 川 青 翠
下 仁 田

せ勢 多 農 林
た高 崎
高 崎 北
高崎経済大学附属
高 崎 工 業
高 崎 商 業
高 崎 女 子
高 崎 東
館 林
館 林 商 工
館 林 女 子
玉 村

つ嬬 恋
と利 根 商 業
利 根 実 業
富 岡
富 岡 実 業

な長 野 原
に西 邑 楽
新 田 暁

ぬ沼 田
は榛 名
ふ藤 岡 北
藤 岡 工 業
藤 岡 中 央

ま前 橋 （市 立）
前 橋 （県 立）
前 橋 工 業
前 橋 商 業
前 橋 女 子
前 橋 清 陵
前 橋 西
前 橋 東
前 橋 南
松 井 田
万 場

よ吉 井

（中等教育学校）
ち中 央
よ四 ツ 葉 学 園

（特別支援学校）
あ赤 城 特 別 支 援
吾 妻 特 別 支 援
あ さ ひ 特 別 支 援

い伊勢崎高等特別支援
お太田高等特別支援
し渋 川 特 別 支 援
しろがね特別支援

た高崎高等特別支援
高 崎 特 別 支 援
館林高等特別支援

と富 岡 特 別 支 援
ぬ沼 田 特 別 支 援
ふ藤 岡 特 別 支 援
二葉高等特別支援

ま前橋高等特別支援
も盲
ろろ う
わ渡 良 瀬 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
あＲ
か関東学園大学附属
き共 愛 学 園

桐 生 第 一
くぐんま国際アカデミ
ー高等部

し白根開善学校高等部
樹 徳

た 高崎健康福祉大学高崎
高崎商科大学附属

と東京農業大学第二
常 磐

に新 島 学 園
ま前 橋 育 英
め明 和 県 央

（特別支援学校）
し 支援学校若葉高等学園

上記以外の高等学校等

埼 玉 県

国　　立

（高等学校）
つ筑波大学附属坂戸

（特別支援学校）
さ埼玉大学教育学部附
属特別支援

公　　立

（高等学校）
あ上 尾
上 尾 鷹 の 台
上 尾 橘
上 尾 南
朝 霞
朝 霞 西

いい ず み
伊 奈 学 園 総 合
入 間 向 陽
岩 槻
岩 槻 商 業
岩 槻 北 陵

う浦 和 （市 立）
浦 和 （県 立）
浦 和 北
浦 和 工 業
浦 和 商 業
浦 和 第 一 女 子
浦 和 西
浦 和 東
浦 和 南

お大 宮
大 宮 北
大 宮 工 業
大 宮 光 陵
大 宮 商 業
大 宮 中 央
大 宮 東
大 宮 南
大 宮 武 蔵 野
小 鹿 野
小 川
桶 川
桶 川 西
越 生

か春 日 部
春 日 部 工 業
春 日 部 女 子
春 日 部 東
川 口
川 口 北
川 口 工 業
川 口 市 立
川 口 青 陵
川 口 東
川 越 （県 立）
川 越 （市 立）
川 越 工 業
川 越 女 子
川 越 総 合
川 越 西
川 越 初 雁

川 越 南
き北 本
く久 喜
久 喜 工 業
久 喜 北 陽
熊 谷
熊 谷 工 業
熊 谷 商 業
熊 谷 女 子
熊 谷 西
熊 谷 農 業
栗 橋 北 彩

け芸 術 総 合
こ鴻 巣
鴻 巣 女 子
越 ケ 谷
越 谷 北
越 谷 総 合 技 術
越 谷 西
越 谷 東
越 谷 南
児 玉

さ坂 戸
坂 戸 西
幸 手 桜
狭 山 経 済
狭 山 工 業
狭 山 清 陵
狭 山 緑 陽

し志 木
庄 和
白 岡
進 修 館

す杉 戸
杉 戸 農 業

せ誠 和 福 祉
そ草 加
草 加 西
草 加 東
草 加 南

ち秩 父
秩 父 農 工 科 学

つ鶴 ケ 島 清 風
と常 盤
所 沢
所 沢 北
所 沢 商 業
所 沢 中 央
所 沢 西
戸 田 翔 陽
豊 岡

な滑 川 総 合
南 稜

に新 座
新 座 総 合 技 術
新 座 柳 瀬

は蓮 田 松 韻
鳩 ケ 谷
鳩 山
羽 生
羽 生 実 業
羽 生 第 一
飯 能

ひ日 高
ふ深 谷
深 谷 商 業
深 谷 第 一
吹 上 秋 桜
富 士 見
ふ じ み 野
不 動 岡

ほ本 庄
ま松 伏
松 山
松 山 女 子

み三 郷
三 郷 北
三 郷 工 業 技 術
皆 野
宮 代

め妻 沼
や八 潮
八 潮 南

よ吉 川 美 南
与 野
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寄 居 城 北
わ和 光
和 光 国 際
鷲 宮
蕨

（中等教育学校）
お大 宮 国 際

（特別支援学校）
あ 上尾かしの木特別支援
上 尾 特 別 支 援

い入間わかくさ高等特
別支援
岩槻はるかぜ特別支援

う浦 和 特 別 支 援
お大 宮 北 特 別 支 援
大 宮 ろ う 学 園

か春 日 部 特 別 支 援
川越市立特別支援
川 越 特 別 支 援
川島ひばりが丘特別
支援

き騎 西 特 別 支 援
行 田 特 別 支 援

く久 喜 特 別 支 援
熊 谷 特 別 支 援

こ越 谷 特 別 支 援
越 谷 西 特 別 支 援

ささいたま桜高等学園
坂 戸 ろ う 学 園
さくら草特別支援

そ 草加かがやき特別支援
ち秩 父 特 別 支 援
と 所沢おおぞら特別支援
戸田かけはし高等特
別支援

は蓮 田 特 別 支 援
塙 保 己 一 学 園
羽生ふじ高等学園

ひ東 松 山 特 別 支 援
日 高 特 別 支 援
ひまわり特別支援

ふ 深谷はばたき特別支援
富 士 見 特 別 支 援

ほ本 庄 特 別 支 援
み三 郷 特 別 支 援
宮 代 特 別 支 援

も毛 呂 山 特 別 支 援
わ和 光 特 別 支 援
和 光 南 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
あ青山学院大学系属浦
和ルーテル学院
秋 草 学 園

う浦 和 明 の 星 女 子
浦 和 学 院
浦 和 実 業 学 園
浦 和 麗 明

え叡 明
お大 川 学 園
大 妻 嵐 山
大 宮 開 成

か開 智
開 智 未 来
春 日 部 共 栄
霞 ケ 関
川 越 東

け慶 應 義 塾 志 木
こ国 際 学 院
さ埼 玉 栄
埼 玉 平 成
栄 北
栄 東
狭 山 ケ 丘

し志 学 会
秀 明
秀 明 英 光
淑 徳 与 野
正 智 深 谷
昌 平
自 由 の 森 学 園

城西大学付属川越
城 北 埼 玉

せ 西 武 学 園 文 理
西 武 台
聖 望 学 園
清 和 学 園

そ 創 学 舎
と 東京成徳大学深谷
東京農業大学第三
東邦音楽大学附属東
邦第二
獨 協 埼 玉

は 花 咲 徳 栄
ひ 東 野
ふ 武 南
ほ 星 野
細 田 学 園
本 庄 第 一
本 庄 東

ま 松 栄 学 園
む 武 蔵 越 生
武蔵野音楽大学附属
武 蔵 野 星 城

や 山 村 学 園
山 村 国 際

り 立 教 新 座
わ わ せ が く 夢 育
早稲田大学本庄高等
学院

（中等教育学校）
か 開 智 所 沢

（特別支援学校）
と 特別支援学校光の村
秩父自然学園

上記以外の高等学校等

千 葉 県

国　　立

（特別支援学校）
ち 千葉大学教育学部附
属特別支援

つ 筑波大学附属聴覚特
別支援

（高等専門学校）
き 木 更 津 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ 旭 農 業
姉 崎
我 孫 子
我 孫 子 東
天 羽
安 房
安 房 拓 心

い 泉
磯 辺
市 川 工 業
市 川 昴
市 川 東
市 川 南
一 宮 商 業
市 原
市 原 緑
市 原 八 幡
稲 毛
印 旛 明 誠

う 浦 安
浦 安 南

お 生 浜
大 網
大 多 喜
大 原
小 見 川

か 柏 （市 立）
柏 （県 立）
柏 井

柏 中 央
柏 の 葉
柏 南
鎌 ヶ 谷
鎌 ヶ 谷 西

き 木 更 津
木 更 津 東
君 津
君 津 青 葉
君 津 商 業
行 徳

く 九 十 九 里
け 京 葉
京 葉 工 業
検 見 川

こ 国 府 台
小 金
国 分
犢 橋

さ 佐 倉
佐 倉 西
佐 倉 東
佐 倉 南
佐 原
佐 原 白 楊

し 清 水
下 総
沼 南
沼 南 高 柳
白 井

せ 関 宿
そ 匝 瑳
袖 ヶ 浦

た 多 古
館 山 総 合

ち 千 城 台
千 葉 （県 立）
千 葉 （市 立）
千 葉 大 宮
千 葉 北
千 葉 工 業
千 葉 商 業
千 葉 女 子
千 葉 西
千 葉 東
千 葉 南
銚 子 （市 立）
銚 子 （県 立）
銚 子 商 業
長 生

つ 津 田 沼
と 東 金
東 金 商 業
東 総 工 業
土 気
富 里

な 長 狭
流 山
流山おおたかの森
流 山 北
流 山 南
習 志 野
成 田 北
成 田 国 際
成 田 西 陵
成 東

の 野 田 中 央
は 柏 陵
ひ 東 葛 飾
ふ 船 橋 （市 立）
船 橋 （県 立）
船 橋 北
船 橋 啓 明
船 橋 古 和 釜
船 橋 芝 山
船 橋 豊 富
船 橋 東
船 橋 二 和
船 橋 法 典

ま 幕 張 総 合
松 尾
松 戸 （市 立）
松 戸 （県 立）
松 戸 向 陽
松 戸 国 際

松 戸 馬 橋
松 戸 南
松 戸 六 実

み実 籾
も茂 原
茂 原 樟 陽

や薬 園 台
八 街
八 千 代
八 千 代 西
八 千 代 東

よ四 街 道
四 街 道 北

わ若 松

（中等教育学校）
い稲 毛 国 際

（特別支援学校）
あ我 孫 子 特 別 支 援
安 房 特 別 支 援

い飯 高 特 別 支 援
夷 隅 特 別 支 援
市 川 特 別 支 援
市 原 特 別 支 援
印 旛 特 別 支 援

お大網白里特別支援
か柏 特 別 支 援
香 取 特 別 支 援

き君 津 特 別 支 援
こ湖 北 特 別 支 援
さ栄 特 別 支 援
桜 が 丘 特 別 支 援

す須 和 田 の 丘 支 援
そ袖 ケ 浦 特 別 支 援
ち 千葉市立高等特別支援
千 葉 市 立 養 護
千 葉 特 別 支 援
千 葉 盲
千 葉 聾
銚 子 特 別 支 援
長 生 特 別 支 援

つつ く し 特 別 支 援
と東葛の森特別支援
東 金 特 別 支 援
特別支援学校市川大
野高等学園
特別支援学校流山高
等学園
富 里 特 別 支 援

に仁 戸 名 特 別 支 援
の野 田 特 別 支 援
ふ船橋特別支援（市立）
船橋夏見特別支援

ま槇 の 実 特 別 支 援
松 戸 特 別 支 援

や矢 切 特 別 支 援
八 千 代 特 別 支 援

よ八日市場特別支援
四 街 道 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
あ愛国学園大学附属四
街道
あ ず さ 第 一
我 孫 子 二 階 堂

い市 川
市 原 中 央

う植草学園大学附属
お桜 林
か鴨 川 令 徳
き木 更 津 総 合
暁 星 国 際

け敬 愛 学 園
敬愛大学八日市場

こ光英ＶＥＲＩＴＡＳ
国府台女子学院高等部

し志 学 館 高 等 部
芝 浦 工 業 大 学 柏
渋谷教育学園幕張
秀明大学学校教師学
部附属秀明八千代
翔 凜

昭 和 学 院
昭 和 学 院 秀 英

せ成 美 学 園
西 武 台 千 葉
専 修 大 学 松 戸

た拓 殖 大 学 紅 陵
ち千 葉 英 和
千葉科学大学附属
千 葉 学 芸
千 葉 敬 愛
千葉経済大学附属
千 葉 県 安 房 西
千葉商科大学付属
千 葉 聖 心
千葉日本大学第一
千 葉 萌 陽
千 葉 明 徳
千 葉 黎 明
中 央 学 院
中 央 国 際

と 東海大学付属市原望洋
東海大学付属浦安
東 京 学 館
東 京 学 館 浦 安
東 京 学 館 船 橋
東邦大学付属東邦
東 葉

な中 山 学 園
成 田

に二松学舎大学附属柏
日 本 体 育 大 学 柏
日 本 大 学 習 志 野

ひ日 出 学 園
ヒューマンキャンパ
スのぞみ

ふ不 二 女 子
め明 聖
も茂 原 北 陵
や八 千 代 松 陰
よ横 芝 敬 愛
り流通経済大学付属柏
れ麗 澤
わわ せ が く
和 洋 国 府 台 女 子

（中等教育学校）
さ三 育 学 院
と時 任 学 園

上記以外の高等学校等

東 京 都

国　　立

（高等学校）
お お茶の水女子大学附属
つ筑 波 大 学 附 属
筑波大学附属駒場

と東京科学大学附属科
学技術
東京学芸大学附属
東京芸術大学音楽学
部附属音楽

（中等教育学校）
と 東京学芸大学附属国際
東京大学教育学部附属

（特別支援学校）
つ筑波大学附属大塚特
別支援
筑波大学附属桐が丘
特別支援
筑波大学附属視覚特
別支援

と東京学芸大学附属特
別支援

（高等専門学校）
と東 京 工 業 高 専

公　　立
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（高等学校）
あ青 井
青 山
赤 羽 北 桜
秋 留 台
浅 草
飛 鳥
足 立
足 立 工 科
足 立 新 田
足 立 西
足 立 東
荒 川 工 科

い井 草
板 橋
板 橋 有 徳
五 日 市

う上 野
え江 戸 川
園 芸

お王 子 総 合
青 梅 総 合
大 泉
大 泉 桜
大 江 戸
大 崎
大 島
大 島 海 洋 国 際
大 田 桜 台
大 森
大 山
小 笠 原
小 川
荻 窪
小 台 橋

か科 学 技 術
葛 西 工 科
葛 西 南
片 倉
葛 飾 商 業
葛 飾 総 合
葛 飾 野
蒲 田

き北 園
北 豊 島 工 科
清 瀬
桐 ケ 丘

く国 立
蔵 前 工 科
久 留 米 西

こ小 岩
工 芸
神 津
江 東 商 業
江 北
小 金 井 北
小 金 井 工 科
国 際
国 分 寺
小 平
小 平 西
小 平 南
狛 江
小 松 川
駒 場
小 山 台

さ鷺 宮
桜 町

し篠 崎
忍 岡
芝 商 業
石 神 井
翔 陽
昭 和
新 宿
新 宿 山 吹
上 水
城 東
神 代

す杉 並
杉 並 工 科
杉 並 総 合
砂 川
墨 田 川

墨 田 工 科
せ 世 田 谷 泉
世 田 谷 総 合

そ 総 合 芸 術
総 合 工 科

た 高 島
田 柄
竹 台
竹 早
立 川
立 川 緑
橘
田 無
田 無 工 科
多 摩
多 摩 科 学 技 術
多 摩 工 科
第 一 商 業
第 五 商 業
第 三 商 業
第 四 商 業

ち 千 歳 丘
千 早
調 布 北
調 布 南

つ つ ば さ 総 合
て 田 園 調 布
と 豊 島
戸 山
豊 多 摩

な 中 野 工 科
永 山
成 瀬

に 新 島
西
日 本 橋

ね 練 馬
練 馬 工 科

の 農 業
農 芸
農 産
野 津 田

は 拝 島
白 鷗
八 王 子 北
八 王 子 桑 志
八 王 子 拓 真
八 王 子 東
八 丈
羽 村
晴 海 総 合

ひ 光 丘
東
東 久 留 米 総 合
東 村 山
東 村 山 西
東 大 和
東 大 和 南
一 橋
日 野
日 野 台
日 比 谷
広 尾

ふ 深 川
深 沢
富 士
富 士 森
淵 江
府 中
府 中 工 科
府 中 西
府 中 東
福 生
文 京

ほ 保 谷
本 所
本 所 工 科

ま 町 田
町 田 工 科
町 田 総 合
松 が 谷
松 原

み 瑞 穂 農 芸
三 田
南 葛 飾

南 平
稔 ヶ 丘
美 原
三 宅

む向 丘
武 蔵 （都 立）
武 蔵 丘
武 蔵 野 北
武 蔵 村 山

め目 黒 （都 立）
も紅 葉 川
や八 潮
山 崎

ゆ雪 谷
り両 国
ろ芦 花
六 郷 工 科
六 本 木

わ若 葉 総 合

（中等教育学校）
お桜 修 館
く九 段
こ小 石 川
た立 川 国 際
み三 鷹
南 多 摩

（特別支援学校）
ああ き る 野 学 園
足 立 特 別 支 援

い板 橋 特 別 支 援
え永 福 学 園
お王 子 特 別 支 援
大 泉 特 別 支 援

か葛 飾 特 別 支 援
葛 飾 ろ う

き北 特 別 支 援
こ江 東 特 別 支 援
光 明 学 園
小 平 特 別 支 援

し鹿 本 学 園
志 村 学 園
白 鷺 特 別 支 援
城 南 特 別 支 援

す墨 田 特 別 支 援
せ青 鳥 特 別 支 援
青 峰 学 園

た立 川 学 園
田 無 特 別 支 援
多 摩 桜 の 丘 学 園

ち中 央 ろ う
て田園調布特別支援
な中 野 特 別 支 援
七 生 特 別 支 援

ね練 馬 特 別 支 援
は八王子西特別支援
八王子東特別支援
八王子南特別支援
八 王 子 盲
花 畑 学 園
羽 村 特 別 支 援

ひ東久留米特別支援
ふ府中けやきの森学園
文 京 盲

ほ墨 東 特 別 支 援
ま町 田 の 丘 学 園
み水 元 小 合 学 園
港 特 別 支 援
南 大 沢 学 園

む武 蔵 台 学 園
村 山 特 別 支 援

（高等専門学校）
さ産 業 技 術 高 専

私　　立

（高等学校）
あ愛 国
青 山 学 院 高 等 部
麻 布
足 立 学 園
跡 見 学 園
安 部 学 院

い郁 文 館
郁文館グローバル
岩 倉

う上 野 学 園
え穎 明 館
英明フロンティア
江 戸 川 女 子
Ｎ Ｈ Ｋ 学 園

お桜 蔭
桜 美 林
鷗 友 学 園 女 子
大 妻
大 妻 多 摩
大 妻 中 野
大 原 学 園 美 空
大 森 学 園

か海 城
開 成
開 智 日 本 橋 学 園
か え つ 有 明
科 学 技 術 学 園
川 村
神 田 女 学 園
関 東 国 際
関 東 第 一
学 習 院 高 等 科
学習院女子高等科

き北 豊 島
吉 祥 女 子
共 栄 学 園
共 立 女 子
共 立 女 子 第 二
錦 城
錦 城 学 園
暁 星

く国立音楽大学附属
国 本 女 子

け慶 應 義 塾 女 子
京 華
京 華 商 業
京 華 女 子
恵 泉 女 学 園
啓 明 学 園

こ小 石 川 淑 徳 学 園
光塩女子学院高等科
晃 華 学 園
工 学 院 大 学 附 属
攻 玉 社
麹 町 学 園 女 子
佼 成 学 園
佼 成 学 園 女 子
香蘭女学校高等科
國 學 院
國學院大學久我山
国 際 基 督 教 大 学
国 士 舘
駒 込
駒 沢 学 園 女 子
駒 澤 大 学
駒 場 学 園
駒 場 東 邦

さ桜 丘
サレジアン国際学園
サレジアン国際学園
世田谷

し品川エトワール女子
品 川 学 藝
品 川 翔 英
品川女子学院高等部
芝
芝浦工業大学附属
芝 国 際
渋谷教育学園渋谷
下 北 沢 成 徳
修 徳
淑 徳
淑 徳 巣 鴨
松蔭大学附属松蔭
頌 栄 女 子 学 院
聖 徳 学 園
昭和女子大学附属昭和
昭 和 第 一
昭 和 第 一 学 園
昭 和 鉄 道
白 梅 学 園

白 百 合 学 園
実 践 学 園
実 践 女 子 学 園
自 由 ケ 丘 学 園
自 由 学 園 高 等 部
十 文 字
順 天
潤 徳 女 子
城西大学附属城西
城 北 （私 立）
女 子 学 院
女 子 聖 学 院
女子美術大学付属

す巣 鴨
杉 並 学 院
駿 台 学 園

せ聖 学 院
成 蹊
聖心女子学院高等科
成 女
成 城
成 城 学 園
正 則
正 則 学 園
聖 ド ミ ニ コ 学 園
聖 パ ウ ロ 学 園
成 立 学 園
青 稜
世 田 谷 学 園
専 修 大 学 附 属

そ創 価
た大 成
高 輪
瀧 野 川 女 子 学 園
拓 殖 大 学 第 一
立 川 女 子
玉 川 学 園 高 等 部
玉川聖学院高等部
多摩大学附属聖ケ丘
多 摩 大 学 目 黒
大 東 学 園
大東文化大学第一

ち中央学院大学中央
中央大学（文京区）
中 央 大 学 杉 並
中央大学附属（小金
井市）
千 代 田

て帝 京
帝 京 大 学
帝 京 八 王 子
貞 静 学 園
田園調布学園高等部
田 園 調 布 雙 葉

と東 亜 学 園
東 海 大 学 菅 生
東海大学付属高輪台
東海大学付属望星
東 京
東京音楽大学付属
東 京 家 政 学 院
東京家政大学附属女子
東 京 実 業
東 京 純 心 女 子
東 京 女 学 館
東 京 女 子 学 園
東 京 成 徳 大 学
東 京 電 機 大 学
東京都市大学等々力
東京都市大学付属
東京農業大学第一
東 京 立 正
東 星 学 園
桐 朋
東邦音楽大学附属東邦
桐 朋 女 子
東 洋
東洋英和女学院高等部
東 洋 女 子
東 洋 大 学 京 北
ト キ ワ 松 学 園
豊 島 岡 女 子 学 園
豊 島 学 院
獨 協
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ドルトン東京学園高
等部

な中 村
に二松學舎大学附属
日本工業大学駒場
新 渡 戸 文 化
日 本 学 園
日本女子体育大学附
属二階堂
日本体育大学荏原
日本体育大学桜華
日 本 大 学 櫻 丘
日 本 大 学 第 一
日 本 大 学 第 三
日 本 大 学 第 二
日 本 大 学 鶴 ケ 丘
日 本 大 学 豊 山
日本大学豊山女子

は八王子学園八王子
八 王 子 実 践
羽 田 国 際

ひ広 尾 学 園
広 尾 学 園 小 石 川

ふフ ェ リ シ ア
富 士 見
富 士 見 丘
藤 村 女 子
雙 葉
普 連 土 学 園
文化学園大学杉並
文 華 女 子
文京学院大学女子
文 教 大 学 付 属

ほ法 政 大 学
宝 仙 学 園
豊 南
朋 優 学 院
保 善
堀 越
本 郷

み三田国際科学学園
明 星 学 園
三 輪 田 学 園

む武 蔵 （私 立）
武 蔵 野
武 蔵 野 大 学

め明 治 学 院
明 治 学 院 東 村 山
明治大学付属中野
明治大学付属八王子
明治大学付属明治
明 星
明 法
目 黒 学 院
目 黒 日 本 大 学
目 白 研 心

や八 雲 学 園
安 田 学 園
山 脇 学 園

り立 教 池 袋
立 教 女 学 院
立 志 舎
立正大学付属立正

わ和 光
早 稲 田
早稲田大学系属早稲
田実業学校高等部
早稲田大学高等学院
和 洋 九 段 女 子

（特別支援学校）
あ旭 出 学 園 高 等 部

（高等専門学校）
さサレジオ工業高専

上記以外の高等学校等

神 奈 川 県

国　　立

（特別支援学校）

よ 横浜国立大学教育学
部附属特別支援

公　　立

（高等学校）
あ 愛 川
相 原
麻 生
麻 生 総 合
旭
麻 溝 台
足 柄
厚 木
厚 木 王 子
厚 木 北
厚 木 清 南
厚 木 西
綾 瀬
綾 瀬 西
有 馬

い 生 田
生 田 東
伊 志 田
伊 勢 原
磯 子 工 業
市 ケ 尾

え 荏 田
海 老 名

お 大 井
大 磯
大 船
小 田 原
小 田 原 城 北 工 業
小 田 原 東
追 浜

か 海 洋 科 学
金 井
神 奈 川 工 業
神 奈 川 総 合
神 奈 川 総 合 産 業
金 沢
金 沢 総 合
鎌 倉
釜 利 谷
上 鶴 間
上 溝
上 溝 南
上 矢 部
川 崎 （市 立）
川 崎 （県 立）
川 崎 北
川 崎 工 科
川 崎 総 合 科 学
川 和

き 岸 根
希 望 ケ 丘
霧 が 丘

こ 港 北
光 陵

さ 幸
相 模 向 陽 館
相 模 田 名
相 模 原（ 県 立）
相 模 原 城 山
相 模 原 弥 栄
桜 丘
寒 川
座 間
座 間 総 合

し 七 里 ガ 浜
商 工
湘 南
湘 南 台
松 陽
城 郷
新 栄
新 城

す 菅
住 吉
逗 子 葉 山

せ 西 湘
た 高 津
高 浜
橘

田 奈
多 摩
大 師

ち 茅 ケ 崎
茅 ケ 崎 西 浜
茅 ケ 崎 北 陵
中 央 農 業

つ 津 久 井
津 久 井 浜
鶴 見
鶴 見 総 合
鶴 嶺

と 戸 塚
な 永 谷
に 新 羽
二 宮

は 白 山
柏 陽
橋 本
秦 野
秦 野 総 合
秦 野 曽 屋

ひ 東
平 塚 工 科
平 塚 江 南
平 塚 湘 風
平 塚 農 商

ふ 深 沢
藤 沢 工 科
藤 沢 清 流
藤 沢 総 合
藤 沢 西
二 俣 川

ほ 保 土 ケ 谷
ま 舞 岡
み 三 浦 初 声
み な と 総 合
南

む 向 の 岡 工 業
も 元 石 川
や 山 北
大 和
大 和 西
大 和 東
大 和 南

ゆ 百 合 丘
よ 横 須 賀（ 県 立）
横 須 賀 大 津
横 須 賀 工 業
横 須 賀 総 合
横 須 賀 南
横 浜 桜 陽
横 浜 旭 陵
横 浜 国 際
横浜サイエンスフロ
ンティア
横 浜 栄
横 浜 修 悠 館
横 浜 商 業
横 浜 翠 嵐
横 浜 清 陵
横 浜 瀬 谷
横 浜 総 合
横 浜 立 野
横 浜 南 陵
横 浜 氷 取 沢
横 浜 平 沼
横 浜 緑 ケ 丘
横 浜 明 朋
横 浜 緑 園
吉 田 島

（中等教育学校）
さ 相 模 原
ひ 平 塚

（特別支援学校）
あ あ お ば 支 援
麻 生 支 援

い 伊 勢 原 支 援
岩 戸 支 援

え え び な 支 援
お 小 田 原 支 援
か 金 沢 支 援
鎌 倉 支 援

上 菅 田 特 別 支 援
川 崎 市 立 ろ う

き北 綱 島 特 別 支 援
こ港南台ひの特別支援
さ相 模 原 支 援
相 模 原 中 央 支 援
左 近 山 特 別 支 援
座 間 支 援

し湘 南 支 援
せ瀬 谷 支 援
た高 津 支 援
武 山 支 援
田 島 支 援

ち茅 ケ 崎 支 援
中 央 支 援

つ津 久 井 支 援
鶴 見 支 援

な中 原 支 援
中 村 特 別 支 援

は秦 野 支 援
ひ東 俣 野 特 別 支 援
日野中央高等特別支援
平 塚 支 援
平 塚 盲
平 塚 ろ う

ふ藤 沢 支 援
藤沢市立白浜養護
二つ橋高等特別支援

ほ保 土 ケ 谷 支 援
本 郷 特 別 支 援

み三 ツ 境 支 援
み ど り 支 援

も盲 特 別 支 援
よ横 須 賀 市 立 ろ う
横浜ひなたやま支援
横 浜 南 支 援

ろろ う 特 別 支 援
わ若 葉 台 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
あ青山学院横浜英和
浅 野
旭 丘
麻 布 大 学 附 属
厚 木 中 央
ア レ セ イ ア 湘 南

え栄 光 学 園
英 理 女 子 学 院

お大 西 学 園
か鹿 島 山 北
柏 木 学 園
神 奈 川 学 園
神 奈 川 大 学 附 属
鎌 倉 学 園
鎌 倉 女 学 院
鎌倉女子大学高等部
カ リ タ ス 女 子
関 東 学 院
関 東 学 院 六 浦
函 嶺 白 百 合 学 園

き北 鎌 倉 女 子 学 園
く鵠 沼
公文国際学園高等部

け慶 應 義 塾
慶應義塾湘南藤沢高
等部

こ向 上
さ相模女子大学高等部
相 模 原（ 私 立）
サ レ ジ オ 学 院

し秀 英
シュタイナー学園高
等部
湘 南 学 院
湘 南 学 園
湘南工科大学附属
湘 南 白 百 合 学 園

す逗 子 開 成
せ聖 光 学 院
星 槎
清 心 女 子
聖 セ シ リ ア 女 子
清 泉 女 学 院

聖 ヨ ゼ フ 学 園
聖 和 学 院
洗 足 学 園

そ捜真女学校高等学部
相 洋

た橘 学 苑
立 花 学 園

ち中央大学附属横浜
つ鶴 見 大 学 附 属
と桐 蔭 学 園
東海大学付属相模
桐 光 学 園
藤 嶺 学 園 藤 沢

に日本女子大学附属
日 本 大 学
日 本 大 学 藤 沢

は白 鵬 女 子
ひ平 塚 学 園
ふフ ェ リ ス 女 学 院
藤 沢 翔 陵
武 相

ほ法 政 大 学 国 際
法 政 大 学 第 二

み三 浦 学 苑
聖 園 女 学 院
緑 ヶ 丘 女 子

も森 村 学 園 高 等 部
や山 手 学 院
よ横 須 賀 学 院
横 浜
横 浜 学 園
横 浜 共 立 学 園
横 浜 商 科 大 学
横 浜 女 学 院
横 浜 翠 陵
横 浜 清 風
横 浜 創 英
横 浜 創 学 館
横 浜 隼 人
横浜富士見丘学園
横 浜 雙 葉

（中等教育学校）
し自 修 館
と桐 蔭 学 園

（特別支援学校）
ひ聖坂支援学校高等部
よ横浜訓盲学院高等部

上記以外の高等学校等

新 潟 県

国　　立

（特別支援学校）
に 新潟大学附属特別支援

（高等専門学校）
な長 岡 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ阿 賀 野
阿 賀 黎 明
新 井
荒 川

い出 雲 崎
糸 魚 川
糸 魚 川 白 嶺

お小 千 谷
小 千 谷 西

か海 洋
柏 崎
柏 崎 工 業
柏 崎 総 合
柏 崎 常 盤
加 茂
加 茂 農 林

く久 比 岐
こ小 出
国 際 情 報
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五 泉
さ佐 渡
佐 渡 総 合
三 条
三 条 商 業
三 条 東

し塩 沢 商 工
新 発 田
新 発 田 商 業
新 発 田 農 業
新 発 田 南
正 徳 館
白 根
上 越 総 合 技 術

た高 田
高 田 北 城
高 田 商 業
高 田 農 業
高 田 南 城

と十 日 町
十 日 町 総 合
栃 尾
豊 栄

な中 条
長 岡
長 岡 大 手
長 岡 工 業
長 岡 向 陵
長 岡 商 業
長 岡 農 業
長 岡 明 徳

に新 潟
新 潟 北
新 潟 県 央 工 業
新 潟 工 業
新 潟 江 南
新 潟 向 陽
新 潟 商 業
新 潟 翠 江
新 潟 中 央
新 潟 西
新 潟 東
新 潟 南
新 津
新 津 工 業
新 津 南
西 新 発 田

は八 海
羽 茂
万 代

ふ分 水
ほ堀 之 内
ま巻
巻 総 合
松 代

み見 附
む六 日 町
村 上
村 上 桜 ケ 丘
村 松

め明 鏡
ゆ有 恒
よ吉 田

（中等教育学校）
か柏 崎 翔 洋
こ高 志
さ佐 渡
つ津 南
燕

な直 江 津
む村 上

（特別支援学校）
か柏 崎 特 別 支 援
川西高等特別支援

こ小 出 特 別 支 援
江南高等特別支援
駒 林 特 別 支 援
五 泉 特 別 支 援

さ佐 渡 特 別 支 援
し新発田竹俣特別支援
上 越 特 別 支 援

た高 田 特 別 支 援
つ月 ケ 岡 特 別 支 援

な 長 岡 聾
に 新 潟 よ つ ば 学 園
西蒲高等特別支援

は はまぐみ特別支援
はまなす特別支援

ひ 東 新 潟 特 別 支 援
む 村 上 特 別 支 援
よ 吉川高等特別支援
吉 田 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
か 開 志 学 園
開 志 国 際
開 志 創 造
加 茂 暁 星

け 敬 和 学 園
し 新 発 田 中 央
上 越

せ 関 根 学 園
そ 創 進 学 園
ち 中 越
て 帝 京 長 岡
と 東 京 学 館 新 潟
な 長 岡 英 智
に 新潟産業大学附属
新 潟 清 心 女 子
新 潟 青 陵
新 潟 第 一
新 潟 明 訓
日 本 文 理

ほ 北 越

上記以外の高等学校等

富 山 県

国　　立

（特別支援学校）
と 富山大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
と 富 山 高 専

公　　立

（高等学校）
い 石 動
う 魚 津
魚 津 工 業

お 雄 山
か 上 市
く 呉 羽
こ 小 杉
さ 桜 井
し 志 貴 野
新 湊

た 高 岡
高 岡 工 芸
高 岡 商 業
高 岡 南
大 門

ち 中 央 農 業
と 砺 波
砺 波 工 業
と な み 野
富 山
富 山 い ず み
富 山 工 業
富 山 商 業
富 山 中 部
富 山 西
富 山 東
富 山 北 部
富 山 南

な 滑 川
南 砺 福 野

に 新 川 み ど り 野
入 善

ひ 氷 見
ふ 福 岡

伏 木
や八 尾
ゆ雄 峰

（特別支援学校）
こ高 志 支 援
しし ら と り 支 援
た高 岡 高 等 支 援
高 岡 支 援
高岡聴覚総合支援

とと な み 総 合 支 援
富 山 高 等 支 援
富山視覚総合支援
富 山 総 合 支 援
富山聴覚総合支援

ににいかわ総合支援
ふふ る さ と 支 援

私　　立

（高等学校）
か片 山 学 園
こ高 朋
た高 岡 向 陵
高 岡 第 一
高 岡 龍 谷

と富山国際大学付属
富 山 第 一

に新 川
ふ不 二 越 工 業
り龍 谷 富 山

上記以外の高等学校等

石 川 県

国　　立

（高等学校）
か金 沢 大 学 附 属

（特別支援学校）
か 金沢大学附属特別支援

（高等専門学校）
い石 川 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ穴 水
い飯 田
う羽 松
内 灘

か加 賀
加 賀 聖 城
金 沢 泉 丘
金 沢 向 陽
金 沢 桜 丘
金 沢 商 業
金 沢 市 立 工 業
金 沢 辰 巳 丘
金 沢 中 央
金 沢 西
金 沢 錦 丘
金 沢 二 水
金 沢 伏 見
金 沢 北 陵

こ工 業 （県 立）
小 松
小 松 北
小 松 工 業
小 松 商 業
小 松 市 立
小 松 明 峰

し志 賀
す翠 星
た田 鶴 浜
大 聖 寺
大 聖 寺 実 業

つ津 幡
鶴 来

て寺 井
な七 尾

七 尾 東 雲
七 尾 城 北

の能 登
野 々 市 明 倫

は羽 咋
羽 咋 工 業

ほ宝 達
ま松 任
も門 前
ろ鹿 西
わ輪 島

（特別支援学校）
い医 王 特 別 支 援
いしかわ特別支援

き錦 城 特 別 支 援
こ小松瀬領特別支援
小 松 特 別 支 援

な七 尾 特 別 支 援
め明 和 特 別 支 援
も盲
ろろ う

私　　立

（高等学校）
あアットマーク国際
お鵬 学 園
か金 沢
金沢学院大学附属
金 沢 龍 谷

こ小 松 大 谷
せ星 稜
に 日本航空高等学校石川
ほ北 陸 学 院
ゆ遊 学 館

（高等専門学校）
こ国 際 高 専

上記以外の高等学校等

福 井 県

国　　立

（特別支援学校）
ふ福井大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
ふ福 井 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ足 羽
う羽 水
お大 野
奥 越 明 成

か科 学 技 術
勝 山
金 津

こ高 志
さ坂 井
鯖 江

た武 生
武 生 商 工
武 生 東

つ敦 賀
敦 賀 工 業

に丹 生
ふ福 井 商 業
福 井 農 林
藤 島

ま丸 岡
み美 方
三 国
道 守

わ若 狭
若 狭 東

（特別支援学校）
お奥 越 特 別 支 援

し清 水 特 別 支 援
な南 越 特 別 支 援
ふ福 井 特 別 支 援
福 井 東 特 別 支 援
福 井 南 特 別 支 援

も盲
れ嶺 南 西 特 別 支 援
嶺 南 東 特 別 支 援
嶺 北 特 別 支 援

ろろ う

私　　立

（高等学校）
あＡ Ｏ Ｉ Ｋ Ｅ
け啓 新
し仁 愛 女 子
つ敦 賀 気 比
ふ 福井工業大学附属福井
福 井 南

ほ北 陸

上記以外の高等学校等

山 梨 県

国　　立

（特別支援学校）
や山梨大学教育学部附
属特別支援

公　　立

（高等学校）
う上 野 原
え塩 山
こ甲 府 工 業
甲 府 商 業
甲 府 昭 和
甲 府 城 西
甲 府 第 一
甲 府 西
甲 府 東
甲 府 南
甲 陵
巨 摩

し白 根
せ青 洲
ち中 央
つ都 留
都 留 興 譲 館

に韮 崎
韮 崎 工 業

の農 林
ひ日 川
ひ ば り が 丘

ふ笛 吹
富 士 河 口 湖
富 士 北 稜

ほ北 杜
み身 延
や山 梨
よ吉 田

（特別支援学校）
ああ け ぼ の 支 援
かか え で 支 援
こ高等支援学校桃花台
学園
甲 府 支 援

ふふ じ ざ く ら 支 援
も盲
やや ま び こ 支 援
ろろ う
わわ か ば 支 援

私　　立

（高等学校）
か甲 斐 清 和
し自 然 学 園
す駿 台 甲 府
て帝 京 第 三
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と東海大学付属甲府
に日 本 航 空
日 本 大 学 明 誠

ふ富 士 学 苑
み身 延 山
や山 梨 英 和
山 梨 学 院

上記以外の高等学校等

長 野 県

国　　立

（特別支援学校）
し信州大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
な長 野 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ明 科
赤 穂
梓 川
阿 智
阿 南

い飯 田
飯田ＯＩＤＥ長姫
飯 田 風 越
飯 山
池 田 工 業
伊 那 北
伊 那 弥 生 ケ 丘
岩 村 田

う上 田
上 田 染 谷 丘
上 田 千 曲
上 田 東

お大 町 岳 陽
岡 谷 工 業
岡 谷 東
岡 谷 南

か上 伊 那 農 業
軽 井 沢

き木 曽 青 峰
こ小 海
駒 ケ 根 工 業
小 諸
小 諸 商 業

さ坂 城
佐 久 平 総 合 技 術
更 級 農 業

し塩 尻 志 学 館
篠 ノ 井
下 伊 那 農 業
下 諏 訪 向 陽
下 高 井 農 林

す須 坂
須 坂 創 成
須 坂 東
諏 訪 実 業
諏 訪 清 陵
諏 訪 二 葉

そ蘇 南
た高 遠
田 川
辰 野
蓼 科

ち茅 野
と東 御 清 翔
豊 科

な中 野 西
中 野 立 志 館
長 野 （市 立）
長 野 （県 立）
長 野 工 業
長 野 商 業
長 野 西
長 野 東
長 野 南
長 野 吉 田

の 野 沢 北
野 沢 南

は 白 馬
ふ 富 士 見
ほ 北 部
穂 高 商 業

ま 松 川
松 代
松 本 県 ケ 丘
松 本 蟻 ケ 崎
松 本 工 業
松 本 筑 摩
松 本 深 志
松 本 美 須 々 ケ 丘
丸 子 修 学 館

み 南 安 曇 農 業
箕 輪 進 修

や 屋 代
屋 代 南

（特別支援学校）
あ 安 曇 養 護
い 飯 田 養 護
飯 山 養 護
伊 那 養 護
稲 荷 山 養 護

う 上 田 養 護
き 木 曽 養 護
こ 寿 台 養 護
小 諸 養 護

す 諏 訪 養 護
な 長 野 盲
長 野 養 護
長 野 ろ う

は 花 田 養 護
ま 松 本 盲
松 本 養 護
松 本 ろ う

わ 若 槻 養 護

私　　立

（高等学校）
あ Ｉ Ｄ 学 園
い 飯 田 女 子
伊 那 西

う 上 田 西
え エ ク セ ラ ン
こ コードアカデミー
さ 佐 久 長 聖
さ く ら 国 際

し 信 濃 む つ み
す ス テ ッ プ
ち 地 球 環 境
つ つ く ば 開 成 学 園
て 天 龍 興 譲
と 東海大学付属諏訪
東京都市大学塩尻

な 長 野 俊 英
長 野 女 子
長 野 清 泉 女 学 院
長 野 日 本 大 学

に 日本ウェルネス長野
ふ 文 化 学 園 長 野
ま 松 商 学 園
松 本 国 際
松 本 第 一

ゆ UWC ISAK Japan
り 緑 誠 蘭

（中等教育学校）
さ サミットアカデミー
長野

ま 松 本 秀 峰

上記以外の高等学校等

岐 阜 県

国　　立

（高等専門学校）
き 岐 阜 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ 阿 木
い 池 田
揖 斐

え 恵 那
恵 那 農 業
恵 那 南

お 大 垣 北
大 垣 工 業
大 垣 桜
大 垣 商 業
大 垣 西
大 垣 東
大 垣 南
大 垣 養 老

か 海 津 明 誠
各 務 原 西
各 務 原
可 児
可 児 工 業
加 納
加 茂
加 茂 農 林
華陽フロンティア

き 岐 山
岐 南 工 業
岐 阜
岐 阜 各 務 野
岐 阜 北
岐 阜 工 業
岐阜商業（市立）
岐阜商業（県立）
岐 阜 城 北
岐 阜 総 合 学 園
岐 阜 農 林

く 郡 上
郡 上 北

さ 坂 下
せ 関
関 有 知
関 商 工

た 高 山 工 業
多 治 見
多 治 見 北
多 治 見 工 業

と 東 濃
東 濃 実 業
東濃フロンティア
土 岐 紅 陵
土 岐 商 業

な 中 津
中 津 川 工 業
中 津 商 業
長 良

は 羽 島
羽 島 北

ひ 斐 太
飛 騨 神 岡
飛 騨 高 山

ふ 不 破
ま 益 田 清 風
み 瑞 浪
む 武 義
も 本 巣 松 陽
や 八 百 津
山 県

よ 吉 城

（特別支援学校）
い 揖 斐 特 別 支 援
え 恵 那 特 別 支 援
お 大 垣 特 別 支 援
か 海 津 特 別 支 援
かかみがはら支援
可 茂 特 別 支 援

き 岐阜希望が丘特別支援
岐阜清流高等特別支援
岐 阜 特 別 支 援
岐 阜 盲
岐阜本巣特別支援
岐 阜 ろ う

く 郡 上 特 別 支 援

け下 呂 特 別 支 援
せ西濃高等特別支援
関 特 別 支 援

ち中 濃 特 別 支 援
と東 濃 特 別 支 援
な長 良 特 別 支 援
は羽 島 特 別 支 援
ひ飛 騨 特 別 支 援
飛騨吉城特別支援

私　　立

（高等学校）
う鶯 谷
お大 垣 日 本 大 学
きぎ ふ 国 際
岐 阜 聖 徳 学 園
岐 阜 女 子
岐 阜 第 一
岐 阜 東

け啓 晴
し城 南
せ西 濃 学 園
西 濃 桃 李
済 美
聖 マ リ ア 女 学 院
清 凌

た高 山 西
多 治 見 西

ち中 京
て帝 京 大 学 可 児
と富 田
み美 濃 加 茂
れ麗 澤 瑞 浪

上記以外の高等学校等

静 岡 県

国　　立

（特別支援学校）
し静岡大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
ぬ沼 津 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ熱 海
新 居

い池 新 田
伊 豆 伊 東
伊 豆 総 合
伊 豆 中 央
稲 取
磐 田 北
磐 田 西
磐 田 農 業
磐 田 南

お小 笠
小 山

か科 学 技 術
掛 川 工 業
掛 川 西
掛 川 東
川 根

こ湖 西
御 殿 場
御 殿 場 南

さ相 良
し静 岡
静 岡 商 業
静 岡 市 立
静岡市立清水桜が丘
静 岡 城 北
静 岡 中 央
静 岡 西
静 岡 農 業
静 岡 東
島 田
島 田 工 業

島 田 商 業
清 水 西
清 水 東
清 水 南
下 田

す裾 野
駿 河 総 合

せ清 流 館
た田 方 農 業
て天 竜
と遠 江 総 合
に韮 山
ぬ沼 津 工 業
沼 津 商 業
沼 津 市 立 沼 津
沼 津 城 北
沼 津 西
沼 津 東

は榛 原
浜 北 西
浜 名
浜 松 江 之 島
浜 松 大 平 台
浜 松 北
浜 松 工 業
浜 松 湖 東
浜 松 湖 南
浜 松 湖 北
浜 松 商 業
浜 松 市 立
浜 松 城 北 工 業
浜 松 西
浜 松 東
浜 松 南

ふ富 岳 館
袋 井
袋 井 商 業
富 士
藤 枝 北
藤 枝 西
藤 枝 東
富 士 市 立
ふ じ の く に 国 際
富 士 宮 北
富 士 宮 西
富 士 宮 東
富 士 東

ま松 崎
み三 島 北
三 島 長 陵
三 島 南

や焼 津 水 産
焼 津 中 央

よ横 須 賀
吉 原
吉 原 工 業

（特別支援学校）
い伊豆の国特別支援
か掛 川 特 別 支 援
こ御 殿 場 特 別 支 援
し静 岡 北 特 別 支 援
清 水 特 別 支 援

せ西 部 特 別 支 援
ち中 央 特 別 支 援
て天 竜 特 別 支 援
と東 部 特 別 支 援
ぬ沼津聴覚特別支援
沼 津 特 別 支 援

は浜 北 特 別 支 援
浜 名 特 別 支 援
浜松視覚特別支援
浜 松 特 別 支 援
浜松みをつくし特別
支援

ふ袋 井 特 別 支 援
藤 枝 特 別 支 援
富 士 特 別 支 援

よ吉 田 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
い磐 田 東
おオイスカ浜松国際

61



か加 藤 学 園
加 藤 学 園 暁 秀

きキ ラ リ
こ御 殿 場 西
し静 岡 英 和 女 学 院
静 岡 学 園
静 岡 学 園 な ご み
静 岡 北
静岡県西遠女子学園
静 岡 県 富 士 見
静 岡 サ レ ジ オ
静 岡 女 子
静 岡 聖 光 学 院
静 岡 大 成
静 岡 雙 葉
島 田 樟 誠
清 水 国 際
城 南 静 岡

せ誠 恵
静 清
星 陵
聖隷クリストファー

ち知 徳
と 東海大学付属静岡翔洋
桐 陽
常葉大学附属菊川
常 葉 大 学 附 属 橘
常葉大学附属常葉

に日 本 大 学 三 島
ぬ沼 津 中 央
は浜 松 開 誠 館
浜 松 学 院 興 誠
浜 松 学 芸
浜 松 啓 陽
浜 松 修 学 舎
浜 松 聖 星
浜 松 日 体

ひ飛 龍
ふ藤 枝 順 心
藤 枝 明 誠
不二聖心女子学院

や焼 津

（特別支援学校）
ねね む の 木

上記以外の高等学校等

愛 知 県

国　　立

（高等学校）
あ愛知教育大学附属
な名古屋大学教育学部
附属

（特別支援学校）
あ愛知教育大学附属特
別支援

（高等専門学校）
と豊 田 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ愛 西 工 科
愛 知 商 業
愛 知 総 合 工 科
阿 久 比
旭 丘
旭 野
足 助
熱 田
渥 美 農 業
安 城
安 城 農 林
安 城 東
安 城 南

い惟 信
一 宮
一 宮 起 工 科
一 宮 北

一 宮 工 科
一 宮 興 道
一 宮 商 業
一 宮 西
一 宮 南
一 色
稲 沢 緑 風 館
犬 山
犬 山 総 合
岩 倉 総 合
岩 津

う 内 海
お 大 府
大 府 東
岡 崎
岡 崎 北
岡 崎 工 科
岡 崎 商 業
岡 崎 西
岡 崎 東

か 海 翔
鶴 城 丘
春 日 井
春 日 井 泉
春 日 井 工 科
春 日 井 西
春 日 井 東
春 日 井 南
加 茂 丘
刈 谷
刈 谷 北
刈 谷 工 科
刈 谷 東
蒲 郡
蒲 郡 東

き 菊 里
木 曽 川
北
杏 和
旭 陵
吉 良

こ 国 府
工 業 （市 立）
工 芸
高 蔵 寺
幸 田
江 南
向 陽
小 坂 井
古 知 野
小 牧
小 牧 工 科
小 牧 南
衣 台
五 条

さ 桜 台
猿 投 農 林
佐 屋

し 松 蔭
昭 和
新 川
新 城 有 教 館
時 習 館
城 北 つ ば さ

す 瑞 陵
せ 成 章
西 陵
瀬 戸
瀬 戸 北 総 合
瀬 戸 工 科
瀬 戸 西

た 高 浜
田 口
武 豊

ち 千 種
知 多 翔 洋
中 央
知 立
知 立 東

つ 津 島
津 島 北
津 島 東
津 島 北 翔

て 天 白
と 東 海 樟 風

東 海 南
東 郷
桃 陵
常 滑
富 田
豊 明
豊 川 工 科
豊 田
豊 田 北
豊 田 工 科
豊 田 西
豊 田 東
豊 田 南
豊 橋
豊 橋 工 科
豊 橋 商 業
豊 橋 西
豊 橋 東
豊 橋 南

な中 川 青 和
中 村
長 久 手
名 古 屋 工 科
名 古 屋 商 業
名 古 屋 西
名 古 屋 南
鳴 海
南 陽

に西 尾
西 尾 東
西 春
日 進
日 進 西
丹 羽

は半 田
半 田 工 科
半 田 商 業
半 田 農 業
半 田 東

ひ東 浦
尾 北

ふ福 江
へ碧 南
碧 南 工 科

ほ宝 陵
ま松 平
み御 津 あ お ば
緑
緑 丘
三 谷 水 産
三 好
美 和

め名 東
明 和

も守 山
や山 田
ゆ豊 丘
豊 野

よ横 須 賀
わ若 宮 商 業

（特別支援学校）
あ安 城 特 別 支 援
い一 宮 特 別 支 援
一 宮 東 特 別 支 援
一 宮 ろ う
いなざわ特別支援

お大 府 特 別 支 援
大府もちのき特別支援
岡 崎 特 別 支 援
岡 崎 盲
岡 崎 ろ う

か春日井高等特別支援
刈 谷 特 別 支 援

くくすのき特別支援
こ小 牧 特 別 支 援
さ佐 織 特 別 支 援
せ瀬戸つばき特別支援
瀬 戸 特 別 支 援

て天 白 特 別 支 援
と豊 川 特 別 支 援
豊田高等特別支援
豊 田 特 別 支 援
豊 橋 特 別 支 援
豊 橋 ろ う

な名 古 屋 特 別 支 援
名 古 屋 盲
名 古 屋 ろ う

にに し お 特 別 支 援
西 特 別 支 援

は春 日 台 特 別 支 援
半 田 特 別 支 援

ひひいらぎ特別支援
みみ あ い 特 別 支 援
港 特 別 支 援
南 特 別 支 援
三 好 特 別 支 援

も守 山 特 別 支 援
わ若宮高等特別支援

私　　立

（高等学校）
あ愛 知
愛 知 啓 成
愛知工業大学名電
愛知産業大学三河
愛 知 淑 徳
愛知みずほ大学瑞穂
愛 知 黎 明
安 城 学 園

え栄 徳
お桜 花 学 園
岡 崎 城 西

き菊 華
享 栄
金 城 学 院

け啓 明 学 館
こ国 際
さ桜 丘
し至 学 館
修 文 学 院

す椙 山 女 学 園
せ聖カピタニオ女子
誠 信
星 城
清 林 館
聖 霊

た大 成
滝
大 同 大 学 大 同

ち中京大学附属中京
中 部 大 学 第 一
中 部 大 学 春 日 丘

つ黄 柳 野
と東 海
東 海 学 園
東 邦
杜 若
豊 川
豊 田 大 谷
豊 橋 中 央
同 朋

な名 古 屋
名 古 屋 葵 大 学
名 古 屋 大 谷
名古屋経済大学市邨
名古屋経済大学高蔵
名 古 屋 工 業
名 古 屋 国 際
名 古 屋 た ち ば な
南 山

に日本福祉大学付属
人間環境大学附属岡崎

ひ光 ケ 丘 女 子
ふ藤 ノ 花 女 子
ほ誉
め名 城 大 学 附 属
るル ネ サ ン ス 豊 田

（中等教育学校）
か海 陽

上記以外の高等学校等

三 重 県

国　　立

（特別支援学校）
み三重大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
す鈴 鹿 工 業 高 専
と鳥 羽 商 船 高 専

公　　立

（高等学校）
あ明 野
あ け ぼ の 学 園
朝 明

い飯 南
飯 野
伊 賀 白 鳳
石 薬 師
伊 勢
伊 勢 工 業
伊 勢 ま な び
い な べ 総 合 学 園
稲 生

う上 野
宇 治 山 田
宇 治 山 田 商 業

お相 可
尾 鷲

か亀 山
川 越
神 戸

き紀 南
木 本

く熊 野 青 藍
桑 名
桑 名 北
桑 名 工 業
桑 名 西

こ菰 野
し志 摩
白 子

す水 産
昴 学 園

つ津
津 工 業
津 商 業
津 西
津 東

と鳥 羽
な名 張
名 張 青 峰

は白 山
ひ久 居
久 居 農 林

ほ北 星
ま松 阪
松 阪 工 業
松 阪 商 業

みみ え 夢 学 園
南 伊 勢

よ四 日 市
四 日 市 工 業
四 日 市 商 業
四 日 市 中 央 工 業
四 日 市 西
四 日 市 農 芸
四 日 市 南
四 日 市 四 郷

（特別支援学校）
い稲 葉 特 別 支 援
かかがやき特別支援
くく わ な 特 別 支 援
し城 山 特 別 支 援
す杉 の 子 特 別 支 援
と特別支援学校伊賀つ
ばさ学園
特別支援学校玉城わ
かば学園
特別支援学校西日野
にじ学園
特別支援学校東紀州
くろしお学園
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11
高
等
学
校
等
一
覧

特別支援学校北勢き
らら学園

ま松阪あゆみ特別支援
も盲
ろ聾
わ度 会 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
あ愛 農 学 園 農 業
青 山
暁

い伊 勢 学 園
一 志 学 園

え英 心
お大 橋 学 園
か海 星
こ皇 學 館
さ桜 丘
す鈴 鹿
せ セントヨゼフ女子学園
た高 田
つ津 田 学 園
と徳 風
み三 重
よ 四日市メリノール学院
代 々 木

（中等教育学校）
す鈴 鹿

（特別支援学校）
せ聖 母 の 家 学 園

（高等専門学校）
き近畿大学工業高専

上記以外の高等学校等

滋 賀 県

国　　立

（特別支援学校）
し滋賀大学教育学部附
属特別支援

公　　立

（高等学校）
あ安 曇 川
い伊 香
石 部
石 山
伊 吹

え愛 知
お大 津
大 津 商 業
大 津 清 陵

か堅 田
河 瀬

き北 大 津
く草 津
草 津 東

こ甲 西
甲 南
国 際 情 報
湖 南 農 業

し信 楽
せ瀬 田 工 業
膳 所

た高 島
玉 川

と虎 姫
な長 浜 北
長 浜 農 業
長 浜 北 星

の能 登 川
は八 幡
八 幡 工 業
八 幡 商 業

ひ東 大 津
彦 根 工 業

彦 根 翔 西 館
彦 根 東
日 野

ま 米 原
み 水 口
水 口 東

も 守 山
守 山 北

や 野 洲
よ 八 日 市
八 日 市 南

り 栗 東

（特別支援学校）
え 愛 知 高 等 養 護
き 北 大 津 高 等 養 護
北 大 津 養 護

く 草 津 養 護
こ 甲 南 高 等 養 護
甲 良 養 護

し 新 旭 養 護
と 鳥 居 本 養 護
な 長浜北星高等養護
長 浜 養 護

み 三 雲 養 護
も 盲
や 野 洲 養 護
よ 八 日 市 養 護
ろ ろ う 話

私　　立

（高等学校）
あ 綾 羽
い Ｅ Ｃ Ｃ 学 園
お 近 江
近 江 兄 弟 社

こ 光 泉 カ ト リ ッ ク
幸福の科学学園関西

し 滋 賀 学 園
司 学 館
滋賀短期大学附属

ひ 比 叡 山
彦 根 総 合

り 立 命 館 守 山

（中等教育学校）
み Ｍ Ｉ Ｈ Ｏ 美 学 院

上記以外の高等学校等

京 都 府

国　　立

（高等学校）
き 京都教育大学附属

（特別支援学校）
き 京都教育大学附属特
別支援

（高等専門学校）
ま 舞 鶴 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ 綾 部
お 鴨 沂
大 江
乙 訓

か 開 建
海 洋
桂
亀 岡

き 北 桑 田
北 嵯 峨
木 津
京 都 工 学 院
京 都 す ば る
京 都 奏 和
京 都 堀 川 音 楽
京 都 八 幡

く 久 御 山
こ 工 業
向 陽

さ 西 京
嵯 峨 野

し 須 知
城 南 菱 創
城 陽

す 朱 雀
せ 清 新
清 明

そ 園 部
た 田 辺
丹 後 緑 風

と 東 稜
莵 道
鳥 羽

な 南 丹
南 陽

に 西 乙 訓
西 城 陽
西 舞 鶴

の 農 芸
ひ 東 宇 治
東 舞 鶴
日 吉 ケ 丘
美 術 工 芸

ふ 福 知 山
ほ 北 稜
堀 川

み 峰 山
宮 津 天 橋

む 紫 野
も 桃 山
や 山 城
ら 洛 西
洛 水
洛 東
洛 北

（特別支援学校）
い 井手やまぶき支援
う 宇 治 支 援
き 北 総 合 支 援
く 呉 竹 総 合 支 援
し 白 河 総 合 支 援
城 陽 支 援

た 丹 波 支 援
ち 中 丹 支 援
な 鳴 滝 総 合 支 援
に 西 総 合 支 援
ひ 東 総 合 支 援
東 山 総 合 支 援

ま 舞 鶴 支 援
み 南 山 城 支 援
む 向 日 が 丘 支 援
も 盲
や 八 幡 支 援
よ 与 謝 の 海 支 援
ろ ろ う

私　　立

（高等学校）
い 一 燈 園
お 大 谷
か 華 頂 女 子
き 京 都 外 大 西
京 都 共 栄 学 園
京 都 暁 星
京 都 芸 術
京都芸術大学附属
京 都 光 華
京 都 廣 学 館
京 都 国 際
京都産業大学附属
京 都 翔 英
京 都 女 子
京 都 精 華 学 園
京 都 聖 カ タ リ ナ
京 都 成 章
京 都 聖 母 学 院
京都先端科学大学附属
京 都 橘
京 都 つ く ば 開 成

京 都 長 尾 谷
京 都 西 山
京 都 文 教
京 都 美 山
京 都 明 徳
京 都 両 洋

と同 志 社
同 志 社 国 際
同 志 社 女 子

に日 星
のノートルダム女学院
は花 園
ひ東 山
ふ福 知 山 淑 徳
福 知 山 成 美

へ平 安 女 学 院
ら洛 星
洛 南
洛 陽 総 合

り立 命 館
立 命 館 宇 治
龍谷大学付属平安

上記以外の高等学校等

大 阪 府

国　　立

（高等学校）
お 大阪教育大学附属池田
大阪教育大学附属天
王寺
大阪教育大学附属平野

（特別支援学校）
お大阪教育大学附属特
別支援

公　　立

（高等学校）
あ芥 川
旭
芦 間
阿 武 野
阿 倍 野

い生 野
生 野 工 業
池 田
泉 尾 工 業
和 泉
泉 大 津
和 泉 総 合
市 岡
い ち り つ
茨 木
茨 木 工 科
茨 木 西
今 宮
今 宮 工 科

え園 芸
お桜 和
大 冠
大阪ビジネスフロン
ティア
大阪府教育センター
附属
大 阪 わ か ば
大 塚
大 手 前
鳳

か貝 塚
貝 塚 南
懐 風 館
春 日 丘
交 野
門 真 な み は や
門 真 西
金 岡
河 南
か わ ち 野

き岸 和 田
岸 和 田 市 立 産 業

北 か わ ち 皐 が 丘
北 千 里
北 野

く柴 島
久 米 田

こ工 芸
高 津
港 南 造 形
香 里 丘
金 剛

さ堺
堺 上
堺 工 科
堺 西
堺 東
咲 く や こ の 花
桜 塚
桜 宮
佐 野
佐 野 工 科
狭 山

し四 條 畷
信 太
渋 谷
清 水 谷
城 東 工 科

す吹 田
吹 田 東
水 都 国 際
住 吉
住 吉 商 業

せ成 城
成 美
摂 津
泉 北
泉 陽
千 里
千 里 青 雲

た大 正 白 稜
高 石
高 槻 北

ち中 央
つ槻 の 木
鶴 見 商 業

て豊 島
天 王 寺

と刀 根 山
登 美 丘
豊 中
富 田 林

な長 尾
長 野
長 吉

に西 成
西 寝 屋 川
西 野 田 工 科

ね寝 屋 川
の農 芸
野 崎

は伯 太
花 園
汎 愛
阪 南

ひ東
東 大 阪 市 立 日 新
東大阪みらい工科
東 住 吉
東 住 吉 総 合
東 百 舌 鳥
東 淀 川
東 淀 工 業
日 根 野
枚 岡 樟 風
枚 方
枚 方 津 田
枚 方 な ぎ さ
平 野

ふ福 井
福 泉
藤 井 寺
藤 井 寺 工 科
布 施
布 施 北
布 施 工 科

ほ北 摂 つ ば さ
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ま牧 野
松 原

み三 国 丘
岬
三 島
み ど り 清 朋
港
箕 面
箕 面 東
美 原
都 島 工 業

も桃 谷
守 口 東

や八 尾
八 尾 北
八 尾 翠 翔
山 田
山 本

ゆ夕 陽 丘
よ淀 川 工 科
淀 川 清 流
淀 商 業

り緑 風 冠
り ん く う 翔 南

（特別支援学校）
い生 野 支 援
和 泉 支 援
茨 木 支 援

お大 阪 北 視 覚 支 援
大 阪 南 視 覚 支 援

か交 野 支 援
き岸 和 田 支 援
こ光 陽 支 援
さ堺 支 援
佐 野 支 援

し思 斉 支 援
す吹 田 支 援
すながわ高等支援
住 之 江 支 援

せ摂 津 支 援
泉 南 支 援
泉 北 高 等 支 援

た高 槻 支 援
たまがわ高等支援
だいせん聴覚高等支援

ち中 央 聴 覚 支 援
て出 来 島 支 援
と刀 根 山 支 援
豊 中 支 援
とりかい高等支援
富 田 林 支 援

な中 津 支 援
な に わ 高 等 支 援
難 波 支 援

に西 浦 支 援
西 淀 川 支 援

ね寝 屋 川 支 援
ひ東 大 阪 支 援
東 住 吉 支 援
東 淀 川 支 援
枚 方 支 援
平 野 支 援

ふ藤 井 寺 支 援
み箕 面 支 援
むむ ら の 高 等 支 援
も守 口 支 援
や八 尾 支 援

（高等専門学校）
お 大阪公立大学工業高専

私　　立

（高等学校）
あアサンプション国際
ア ナ ン 学 園
あ べ の 翔 学

う上 宮
上 宮 太 子
ヴェリタス城星学園

え英 真 学 園
英 風

お追 手 門 学 院
追手門学院大手前

大 阪
大 阪 偕 星 学 園
大 阪 学 院 大 学
大 阪 学 芸
大 阪 暁 光
大 阪 薫 英 女 学 院
大 阪 国 際
大阪金剛インターナ
ショナル
大阪産業大学附属
大 阪 商 業 大 学
大 阪 商 業 大 学 堺
大 阪 信 愛 学 院
大 阪 女 学 院
大 阪 成 蹊 女 子
大 阪 星 光 学 院
大 阪 青 凌
大阪体育大学浪商
大 阪 つ く ば 開 成
大阪電気通信大学
大 阪 桐 蔭
大 阪 夕 陽 丘 学 園
大 阪 緑 涼
大 谷

か 開 明
香 ヶ 丘 リ ベ ル テ
関 西 大 倉
関 西 創 価
関 西 大 学 高 等 部
関 西 大 学 第 一
関 西 大 学 北 陽
関西福祉科学大学
関西学院千里国際高
等部

き 近 畿 大 阪
近 畿 大 学 泉 州
近 畿 大 学 附 属
金 蘭 会
金 蘭 千 里

け 建 国
賢 明 学 院

こ 興 國
神 須 学 園
好 文 学 園 女 子
向 陽 台
香里ヌヴェール学院
金 光 大 阪
金 光 藤 蔭
金 光 八 尾

さ 堺 リ ベ ラ ル
し 四 條 畷 学 園
四 天 王 寺
四 天 王 寺 東
秋 桜
樟 蔭
昇 陽
常 翔 学 園
常 翔 啓 光 学 園
城 南 学 園

せ 精 華
清 教 学 園
星 翔
清 風
清 風 南 海
清 明 学 院
宣 真

そ 相 愛
た 太 成 学 院 大 学
高 槻
大 商 学 園

て 帝 塚 山 学 院
帝塚山学院泉ケ丘
天 王 寺 学 館

と 東海大学付属大阪仰星
東 朋 学 園
同 志 社 香 里

な 長 尾 谷
浪 速

は 羽 衣 学 園
初 芝 富 田 林
阪 南 大 学
梅 花

ひ 東 大 阪 大 学 柏 原
東 大 阪 大 学 敬 愛
東 大 谷

Ｐ Ｌ 学 園
ふプ ー ル 学 院
み箕 面 学 園
箕 面 自 由 学 園

め明 浄 学 院
明 星

も桃 山 学 院
や八 洲 学 園
り利晶学園大阪立命館
履 正 社

るル ネ サ ン ス 大 阪
わＹ Ｍ Ｃ Ａ 学 院
早 稲 田 大 阪

上記以外の高等学校等

兵 庫 県

国　　立

（中等教育学校）
こ神 戸 大 学 附 属

（特別支援学校）
こ 神戸大学附属特別支援

（高等専門学校）
あ明 石 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ相 生
相 生 産 業
明 石
明 石 北
明 石 清 水
明 石 商 業
明 石 城 西
明 石 西
明 石 南
赤 穂
芦 屋 （県 立）
網 干
尼 崎 （市 立）
尼 崎 （県 立）
尼 崎 稲 園
尼 崎 小 田
尼 崎 北
尼 崎 工 業
尼 崎 双 星
尼 崎 西
有 馬
淡 路
淡 路 三 原

い家 島
伊 川 谷
伊 川 谷 北
生 野
出 石
伊 丹 （市 立）
伊 丹 （県 立）
伊 丹 北
伊 丹 西
猪 名 川
伊 和

お小 野
小 野 工 業

か柏 原
科 学 技 術
加 古 川 北
加 古 川 西
加 古 川 東
加 古 川 南
香 住
上 郡
川 西 北 陵
川 西 緑 台
川 西 明 峰
神 崎
神 崎 工 業

き北 神 戸 総 合
北 須 磨
錦 城

く楠
こ香 寺
神 戸
神 戸 学 園 都 市
神 戸 北
神 戸 工 科
神 戸 工 業
神 戸 甲 北
神 戸 商 業
神 戸 鈴 蘭 台
神 戸 高 塚
国 際
琴 丘
琴 ノ 浦

さ篠 山 産 業
篠 山 東 雲
篠 山 鳳 鳴
佐 用
三 田 祥 雲 館
三 田 西 陵

し飾 磨
飾 磨 工 業
松 陽
神 港 橘

す須 磨 翔 風
須 磨 友 が 丘
須 磨 東
洲 本
洲 本 実 業

せ青 雲
星 陵

た太 子
多 可
高 砂
高 砂 南
宝 塚
宝 塚 北
宝 塚 西
宝 塚 東
但 馬 農 業
龍 野
龍 野 北

ち千 種
つ津 名
と東 播 工 業
豊 岡
豊 岡 総 合

な長 田
長 田 商 業
鳴 尾

に西 宮 （市 立）
西 宮 （県 立）
西 宮 今 津
西 宮 甲 山
西 宮 北
西 宮 苦 楽 園
西 宮 香 風
西 宮 東
西 宮 南
西 脇
西 脇 北
西 脇 工 業

の農 業
は浜 坂
播 磨 農 業
播 磨 福 崎
播 磨 南
阪 神 昆 陽

ひ氷 上
氷 上 西
東 灘
東 播 磨
日 高
姫 路
姫 路 海 稜
姫 路 北
姫 路 工 業
姫 路 飾 西
姫 路 商 業
姫 路 西
姫 路 東
姫 路 別 所
姫 路 南
兵 庫
兵庫県立大学附属

兵 庫 工 業
ふ葺 合
福 崎

ほ北 条
北 摂 三 田

ま舞 子
摩 耶 兵 庫

み御 影
三 木
三 木 北
三 木 総 合
三 木 東
湊 川

む武 庫 荘 総 合
村 岡

や社
山 崎

ゆ夢 前
夢 野 台

よ八 鹿
吉 川

ろ六 甲 ア イ ラ ン ド
わ和 田 山

（中等教育学校）
あ芦 屋 国 際

（特別支援学校）
あ明 石 養 護
赤 穂 特 別 支 援
芦 屋 特 別 支 援
あまよう特別支援
あ わ じ 特 別 支 援

い出 石 特 別 支 援
伊 丹 特 別 支 援
いなみ野特別支援
い ぶ き 明 生 支 援

う上野ケ原特別支援
か加 古 川 養 護
加 西 特 別 支 援
川西カリヨンの丘特
別支援
川 西 養 護

き北はりま特別支援
こ高 等 特 別 支 援
神戸聴覚特別支援
神 戸 特 別 支 援
こやの里特別支援

さ篠 山 養 護
し視 覚 特 別 支 援
書 写 養 護

せ青 陽 須 磨 支 援
青 陽 灘 高 等 支 援

た宝塚市立たからづか
支援

な灘 さ く ら 支 援
に西神戸高等特別支援
西 宮 支 援
西はりま特別支援

ののじぎく特別支援
は播 磨 特 別 支 援
阪神昆陽特別支援
阪 神 特 別 支 援

ひ氷 上 特 別 支 援
東はりま特別支援
ひまわり特別支援
姫路しらさぎ特別支援
姫路聴覚特別支援
姫 路 特 別 支 援

むむこがわ特別支援
も盲 （市 立）
ゆ友 生 支 援
わ和 田 山 特 別 支 援

（高等専門学校）
こ神戸市立工業高専

私　　立

（高等学校）
あ相 生 学 院
愛 徳 学 園
芦 屋 学 園

い育 英
生 野 学 園
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覧

市 川
えＡ Ｉ Ｅ 国 際
お小林聖心女子学院
か関 西 学 院 高 等 部
き近畿大学附属豊岡
け啓 明 学 院
賢 明 女 子 学 院

こ甲 子 園 学 院
甲 南
甲 南 女 子
神戸海星女子学院
神戸学院大学附属
神 戸 弘 陵 学 園
神 戸 国 際
神戸国際大学附属
神戸女学院高等学部
神 戸 星 城
神 戸 第 一
神 戸 常 盤 女 子
神 戸 野 田
神戸山手グローバル
神 戸 龍 谷
甲 陽 学 院

さ彩 星 工 科
三 田 学 園
三 田 松 聖

し夙 川
松 蔭
神 港 学 園
親 和 女 子
淳 心 学 院

す須 磨 学 園
そ蒼 開
園 田 学 園

た滝 川
滝 川 第 二
第一学院　養父校

と東洋大学附属姫路
な灘
に仁 川 学 院
は白 陵
ひ日 ノ 本 学 園
雲 雀 丘 学 園
姫 路 女 学 院
兵庫大学附属須磨ノ浦

ほ報 徳 学 園
む武庫川女子大学附属
ゆ百 合 学 院
ろ六 甲 学 院

上記以外の高等学校等

奈 良 県

国　　立

（中等教育学校）
な奈良女子大学附属

（高等専門学校）
な奈 良 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
い生 駒
一 条

う宇 陀
畝 傍

お王 寺 工 業
か橿 原
香 芝

こ郡 山
国 際
五 條
御 所 実 業

さ桜 井
し磯 城 野
商 業

せ青 翔
西 和 清 陵

そ添 上
た高 田
高 田 商 業

高 取 国 際
高 円 芸 術

と 十 津 川
な 奈 良
奈 良 北
奈良県立大学附属
奈 良 商 工
奈 良 南

に 二 階 堂
西 吉 野 農 業

ほ 法 隆 寺 国 際
や 大 和 広 陵
大 和 中 央
山 辺

（特別支援学校）
あ 明 日 香 養 護
お 大 淀 養 護
こ 高 等 養 護
せ 西 和 養 護
な 奈 良 西 養 護
奈 良 東 養 護
奈 良 養 護

に 二 階 堂 養 護
も 盲
ろ ろ う

私　　立

（高等学校）
あ 飛 鳥 未 来
い 育 英 西
か 橿 原 学 院
関 西 文 化 芸 術

ち 智 辯 学 園
智辯学園奈良カレッ
ジ高等部

て 帝 塚 山
天 理

と 東 大 寺 学 園
な 奈 良 育 英
奈 良 学 園
奈良学園登美ヶ丘
奈 良 女 子
奈 良 大 学 附 属
奈 良 文 化

に 西 大 和 学 園
日 本 教 育 学 院

（中等教育学校）
せ 聖 心 学 園

上記以外の高等学校等

和 歌 山 県

国　　立

（特別支援学校）
わ 和歌山大学教育学部
附属特別支援

（高等専門学校）
わ 和 歌 山 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ 有 田 中 央
い 伊 都 中 央
か 海 南
神 島
笠 田

き 紀 央 館
貴 志 川
き の く に 青 雲
紀 北 工 業
紀 北 農 芸

く 串 本 古 座
熊 野

こ 向 陽
粉 河

し 新 宮
新 翔

せ 星 林
た 耐 久
田 辺
田 辺 工 業

と 桐 蔭
な 那 賀
南 紀

は 橋 本
ひ 日 高
み 南 部
箕 島

わ 和 歌 山（ 市 立）
和 歌 山（ 県 立）
和 歌 山 北
和 歌 山 工 業
和 歌 山 商 業
和 歌 山 東

（特別支援学校）
き 紀伊コスモス支援
き の か わ 支 援
紀 北 支 援

た た ち ば な 支 援
な 南紀はまゆう支援
み み く ま の 支 援
み は ま 支 援

わ 和歌山さくら支援
和 歌 山 盲
和 歌 山 ろ う

私　　立

（高等学校）
か 開 智
き 近畿大学附属新宮
近畿大学附属和歌山

け 慶 風
こ 高 野 山
ち 智 辯 学 園 和 歌 山
は 初 芝 橋 本
り り ら 創 造 芸 術
わ 和 歌 山 信 愛
和 歌 山 南 陵

上記以外の高等学校等

鳥 取 県

国　　立

（特別支援学校）
と 鳥取大学附属特別支援

（高等専門学校）
よ 米 子 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ 青 谷
い 岩 美
く 倉 吉 総 合 産 業
倉 吉 西
倉 吉 農 業
倉 吉 東

さ 境
境 港 総 合 技 術

ち 智 頭 農 林
と 鳥 取 工 業
鳥 取 湖 陵
鳥 取 商 業
鳥 取 中 央 育 英
鳥 取 西
鳥 取 東
鳥 取 緑 風

ひ 日 野
や 八 頭
よ 米 子
米 子 工 業
米 子 西
米 子 白 鳳
米 子 東
米 子 南

（特別支援学校）
か皆 生 養 護
く倉 吉 養 護
こ琴の浦高等特別支援
と鳥 取 盲
鳥 取 養 護
鳥 取 聾

は白 兎 養 護
よ米 子 養 護

私　　立

（高等学校）
く倉 吉 北
せ青 翔 開 智
と鳥 取 敬 愛
鳥 取 城 北

ゆ湯 梨 浜 学 園
よ米 子 北
米 子 松 蔭
米 子 北 斗

上記以外の高等学校等

島 根 県

国　　立

（高等専門学校）
ま松 江 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
い飯 南
出 雲
出 雲 工 業
出 雲 商 業
出 雲 農 林

お大 田
隠 岐
隠 岐 水 産
隠 岐 島 前

こ江 津
江 津 工 業

し島 根 中 央
宍 道
情 報 科 学

た大 社
大 東

つ津 和 野
に邇 摩
は浜 田
浜 田 商 業
浜 田 水 産

ひ平 田
ま益 田
益 田 翔 陽
松 江 北
松 江 工 業
松 江 商 業
松江市立皆美が丘女子
松 江 農 林
松 江 東
松 江 南

み三 刀 屋
や矢 上
安 来

よ横 田
吉 賀

（特別支援学校）
い出 雲 養 護
石 見 養 護

お隠 岐 養 護
こ江 津 清 和 養 護
は浜 田 養 護
浜 田 ろ う

ま益 田 養 護
松 江 清 心 養 護
松 江 緑 が 丘 養 護
松 江 養 護
松 江 ろ う

も盲

私　　立

（高等学校）
い出 雲 西
出 雲 北 陵
石 見 智 翠 館

か開 星
きキ リ ス ト 教 愛 真
し松 徳 学 院
ま益 田 東
松 江 西

め明 誠
り立 正 大 学 淞 南

上記以外の高等学校等

岡 山 県

国　　立

（特別支援学校）
お 岡山大学附属特別支援

（高等専門学校）
つ津 山 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
い井 原
井 原 市 立

う宇 治
烏 城

お岡 山 朝 日
岡 山 一 宮
岡 山 工 業
岡 山 後 楽 館
岡 山 城 東
岡 山 操 山
岡 山 東 商 業
岡 山 芳 泉
岡 山 御 津
岡 山 南
邑 久

か笠 岡
笠 岡 工 業
笠 岡 商 業
片 上
勝 間 田
勝 山
鴨 方

く倉 敷 天 城
倉 敷 工 業
倉 敷 古 城 池
倉 敷 商 業
倉 敷 翔 南
倉 敷 市 立 工 業
倉 敷 青 陵
倉 敷 中 央
倉 敷 南
倉 敷 鷲 羽

こ興 陽
さ西 大 寺
せ精 思
瀬 戸
瀬 戸 南

そ総 社
総 社 南

た高 梁
高 梁 城 南
高 松 農 業
玉 島 （県 立）
玉 島 商 業
玉 野
玉 野 光 南
玉 野 商 工
玉 野 備 南

つ津 山
津 山 工 業
津 山 商 業
津 山 東

に新 見
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は林 野
ひ東 岡 山 工 業
備 前 緑 陽

ま松 山
真 庭
真 備 陵 南

み水 島 工 業
や矢 掛
わ和 気 閑 谷

（中等教育学校）
お岡 山 大 安 寺

（特別支援学校）
お岡 山 支 援
岡山瀬戸高等支援
岡 山 西 支 援
岡 山 東 支 援
岡 山 南 支 援
岡 山 盲
岡 山 ろ う

く倉敷琴浦高等支援
倉 敷 支 援
倉 敷 ま き び 支 援

け健康の森学園支援
せ西 備 支 援
た誕 生 寺 支 援
と東 備 支 援
は早 島 支 援

私　　立

（高等学校）
お岡 山
岡 山 学 芸 館
岡 山 県 共 生
岡 山 県 美 作
お か や ま 山 陽
岡山商科大学附属
岡 山 白 陵
岡山理科大学附属
岡 山 龍 谷

か鹿 島 朝 日
川崎医科大学附属
関 西

き吉 備 高 原 学 園
く倉 敷
倉 敷 翠 松

こ興 譲 館
金 光 学 園

さ作 陽 学 園
山 陽 学 園

し就 実
滋 慶 学 園

せ清 心 女 子
そ創 志 学 園
ほ方 谷 學 舎
め明 誠 学 院
わワ オ

（中等教育学校）
あ朝 日 塾

上記以外の高等学校等

広 島 県

国　　立

（高等学校）
ひ広 島 大 学 附 属
広島大学附属福山

（高等専門学校）
く呉 工 業 高 専
ひ広 島 商 船 高 専

公　　立

（高等学校）
あ安 芸 府 中
安 芸 南
芦 品 ま な び 学 園

い五 日 市

因 島
お 大 柿
大 崎 海 星
大 竹
尾 道 北
尾 道 商 業
尾 道 東
音 戸

か 海 田
加 計
可 部
賀 茂
賀 茂 北
神 辺
神 辺 旭

き 祇 園 北
く 熊 野
呉
呉 工 業
呉 商 業
呉 三 津 田
呉 宮 原
黒 瀬

こ 河 内
高 陽
高 陽 東

さ 西 城 紫 水
西 条 農 業
佐 伯

し 沼 南
庄 原 格 致
庄 原 実 業
上 下

せ 瀬 戸 田
世 羅

そ 総 合 技 術
た 竹 原
忠 海
大 門

ち 千 代 田
と 東 城
戸 手
豊 田

に 日 彰 館
ぬ 沼 田
は 廿 日 市
廿 日 市 西

ひ 東
広
広 島
広 島 井 口
広 島 叡 智 学 園
広 島 観 音
広 島 県 尾 道 南
広島工業（市立）
広島工業（県立）
広 島 国 泰 寺
広島商業（市立）
広島商業（県立）
広 島 皆 実
広 島 み ら い 創 生

ふ 福 山
福 山 葦 陽
福 山 工 業
福 山 商 業
福 山 誠 之 館
福 山 明 王 台
府 中
府 中 東
舟 入

ま 松 永
み 美 鈴 が 丘
御 調
三 原
三 原 東
宮 島 工 業
三 次
三 次 青 陵

む 向 原
も 基 町
や 安 西
安 古 市

ゆ 油 木
湯 来 南

よ 吉 田

（中等教育学校）
ひ広 島

（特別支援学校）
お尾 道 特 別 支 援
く呉 特 別 支 援
呉 南 特 別 支 援
黒 瀬 特 別 支 援

さ西 条 特 別 支 援
し庄 原 特 別 支 援
ぬ沼 隈 特 別 支 援
は廿 日 市 特 別 支 援
ひ広 島 北 特 別 支 援
広島中央特別支援
広島特別支援（市立）
広島特別支援（県立）
広 島 西 特 別 支 援
広 島 南 特 別 支 援

ふ福 山 北 特 別 支 援
福 山 特 別 支 援

み三 原 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
えＡ Ｉ Ｃ Ｊ
盈 進
英 数 学 館

お尾 道
き近畿大学附属広島
（東広島校）
近畿大学附属広島
（福山校）
銀 河 学 院

く呉 青 山
こ広 陵
呉 港

さ山 陽
山陽女学園高等部

し清 水 ケ 丘
修 道
シンギュラリティ
進 徳 女 子
如 水 館

そ崇 徳
た武 田
と東 林 館
な並 木 学 院
並 木 学 院 福 山

のノートルダム清心
ひ比 治 山 女 子
広 島 学 院
広 島 県 瀬 戸 内
広 島 工 業 大 学
広 島 国 際 学 院
広 島 桜 が 丘
広 島 三 育 学 院
広島修道大学ひろし
ま協創
広 島 翔 洋
広 島 新 庄
広 島 城 北
広 島 女 学 院
広 島 な ぎ さ
広島文教大学附属

ふ福 山 暁 の 星 女 子
や安 田 女 子

上記以外の高等学校等

山 口 県

国　　立

（特別支援学校）
や山口大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
う宇 部 工 業 高 専
お大 島 商 船 高 専
と徳 山 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ厚 狭
厚 狭 明 進

い岩 国
岩 国 工 業
岩 国 商 業
岩 国 総 合

う宇 部
宇 部 工 業
宇 部 商 業
宇 部 中 央
宇 部 西

お大 津 緑 洋
小 野 田
小 野 田 工 業

か華 陵
く下 松
下 松 工 業
熊 毛 北
熊 毛 南

さ西 京
し下 関 北
下 関 工 科
下 関 商 業
下 関 西
下 関 双 葉
下 関 南
新 南 陽

す周 防 大 島
た高 森
田 布 施 農 工
田 部

ち長 府
と徳 山
徳 山 商 工
豊 浦

な南 陽 工 業
は萩
萩 商 工

ひ光
ほ防 府
防 府 商 工
防 府 西

み美 祢 青 嶺
や柳 井
柳 井 商 工
山 口
山 口 松 風 館
山 口 中 央
山 口 農 業

（中等教育学校）
し下 関

（特別支援学校）
い岩 国 総 合 支 援
う宇 部 総 合 支 援
し下 関 総 合 支 援
下 関 南 総 合 支 援
周 南 総 合 支 援

た田 布 施 総 合 支 援
と徳 山 総 合 支 援
豊 浦 総 合 支 援

は萩 総 合 支 援
ほ防 府 総 合 支 援
や山 口 総 合 支 援
山 口 南 総 合 支 援

私　　立

（高等学校）
う宇 部 鴻 城
宇部フロンティア大
学付属香川

け慶 進
さサ ビ エ ル
し下 関 国 際
下関短期大学付属
松 陰

せ誠 英
精 華 学 園
聖 光

成 進
た高 川 学 園
高 水

な長 門
の野 田 学 園
は萩 光 塩 学 院
萩 明 倫 館
早 鞆
梅 光 学 院

や柳 井 学 園
山 口 県 鴻 城
山 口 県 桜 ケ 丘
山 口 中 村 学 園

上記以外の高等学校等

徳 島 県

国　　立

（特別支援学校）
な鳴門教育大学附属特
別支援

（高等専門学校）
あ阿 南 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ穴 吹
阿 南 光
阿 波
阿 波 西

い池 田
板 野

か海 部
川 島

こ小 松 島
小 松 島 西

し城 西
城 東
城 南
城 北

つつ る ぎ
と徳 島 科 学 技 術
徳 島 北
徳 島 商 業
徳 島 市 立
徳 島 中 央
富 岡 西
富 岡 東

な那 賀
鳴 門
鳴 門 渦 潮

み名 西
よ吉 野 川
わ脇 町

（中等教育学校）
し城 ノ 内

（特別支援学校）
あ阿 南 支 援
い池 田 支 援
板 野 支 援

か鴨 島 支 援
こ国 府 支 援
と徳 島 視 覚 支 援
徳 島 聴 覚 支 援

ひひ の み ね 支 援
みみ な と 高 等 学 園

私　　立

（高等学校）
こ香 蘭
せ生 光 学 園
と徳 島 文 理
みみ の り

（高等専門学校）
か神 山 ま る ご と

66



11
高
等
学
校
等
一
覧

上記以外の高等学校等

香 川 県

国　　立

（特別支援学校）
か香川大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
か香 川 高 専

公　　立

（高等学校）
い石 田
か香 川 中 央
笠 田
観 音 寺 総 合
観 音 寺 第 一

こ琴 平
さ坂 出
坂 出 工 業
坂 出 商 業
三 本 松

し志 度
小 豆 島 中 央

せ善 通 寺 第 一
た高 瀬
高 松
高 松 北
高 松 工 芸
高 松 桜 井
高 松 商 業
高 松 第 一
高 松 西
高 松 東
高 松 南
多 度 津

つ津 田
の農 業 経 営
は飯 山
ま丸 亀
丸 亀 城 西

み三 木

（特別支援学校）
か香 川 西 部 支 援
香 川 中 部 支 援
香 川 東 部 支 援
香 川 丸 亀 支 援

し視 覚 支 援
せ善 通 寺 支 援
た高 松 支 援
ち聴 覚 支 援

私　　立

（高等学校）
あ穴 吹 学 園
え英 明
お大 手 前 高 松
大 手 前 丸 亀

か香 川 県 藤 井
香 川 誠 陵

さ坂 出 第 一
し四国学院大学香川西
尽 誠 学 園

た高 松 中 央
ふ藤 井 学 園 寒 川
む村 上 学 園
りＲ Ｉ Ｔ Ａ 学 園

上記以外の高等学校等

愛 媛 県

国　　立

（高等学校）
え愛 媛 大 学 附 属

（特別支援学校）
え 愛媛大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
に 新 居 浜 工 業 高 専
ゆ 弓 削 商 船 高 専

公　　立

（高等学校）
い 今 治 北
今 治 工 業
今 治 西
今 治 南
伊 予
伊 予 農 業

う 内 子
宇 和
宇 和 島 水 産
宇 和 島 東

お 大 洲
大 洲 農 業

か 上 浮 穴
川 之 石
川 之 江

き 北 宇 和
こ 小 松
さ 西 条
西 条 農 業

た 丹 原
と 東 温
東 予
土 居

な 長 浜
に 新 居 浜 工 業
新 居 浜 商 業
新 居 浜 西
新 居 浜 東
新 居 浜 南

の 野 村
ほ 北 条
ま 松 山 北
松 山 工 業
松 山 商 業
松 山 中 央
松 山 東
松 山 南

み 三 崎
三 島
南 宇 和

や 八 幡 浜
八 幡 浜 工 業

ゆ 弓 削
よ 吉 田

（中等教育学校）
い 今 治 東
う 宇 和 島 南
ま 松 山 西

（特別支援学校）
い 今 治 特 別 支 援
う 宇 和 特 別 支 援
し しげのぶ特別支援
に 新 居 浜 特 別 支 援
ま 松 山 盲
松 山 ろ う

み み な ら 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
あ 愛 光
い 今 治 精 華
え Ｆ Ｃ 今 治
さ 済 美
せ 聖 カ タ リ ナ 学 園
て 帝 京 第 五
に 新 田
日 本 ウ ェ ル ネ ス

ま 松 山 学 院
松 山 東 雲
松 山 聖 陵

み 未 来

（中等教育学校）
さ 済 美 平 成
に 新 田 青 雲

上記以外の高等学校等

高 知 県

国　　立

（特別支援学校）
こ 高知大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
こ 高 知 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ 安 芸
い 伊 野 商 業
お 大 方
岡 豊

く 窪 川
こ 高 知 追 手 前
高 知 小 津
高 知 海 洋
高 知 北
高 知 工 業
高 知 国 際
高 知 商 業
高 知 農 業
高 知 東
高 知 東 工 業
高 知 丸 の 内

さ 佐 川
し 四 万 十
清 水
城 山

す 宿 毛
宿 毛 工 業
須 崎 総 合

た 高 岡
ち 中 芸
な 中 村
は 幡 多 農 業
春 野

む 室 戸
や 山 田
ゆ 檮 原
れ 嶺 北

（特別支援学校）
こ 高知江の口特別支援
高 知 特 別 支 援
高 知 ろ う
高知若草特別支援

な 中 村 特 別 支 援
ひ 日 高 特 別 支 援
も 盲
や 山 田 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
こ 高 知
高 知 学 芸
高 知 中 央

せ 清 和 女 子
た 太 平 洋 学 園
と 土 佐
土 佐 塾
土 佐 女 子

め 明 徳 義 塾

（特別支援学校）
と 特別支援学校光の村
土佐自然学園

上記以外の高等学校等

福 岡 県

国　　立

（高等専門学校）
あ有 明 工 業 高 専
き北 九 州 工 業 高 専
く久 留 米 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ朝 倉
朝 倉 光 陽
朝 倉 東
あ り あ け 新 世

い育 徳 館
糸 島
糸 島 農 業
稲 築 志 耕 館

う浮 羽 究 真 館
浮 羽 工 業
宇 美 商 業

お大 川 樟 風
大 牟 田 北
小 郡
折 尾
遠 賀

か香 椎
香 椎 工 業
春 日
香 住 丘
嘉 穂
嘉 穂 総 合
嘉 穂 東
苅 田 工 業

き北 九 州
北 九 州 市 立

く鞍 手
鞍 手 竜 徳
久 留 米
久 留 米 商 業
久 留 米 筑 水

け玄 界
玄 洋

こ光 陵
古 賀 竟 成 館
小 倉
小 倉 工 業
小 倉 商 業
小 倉 西
小 倉 東
小 倉 南

さ早 良
し修 猷 館
新 宮
城 南

す水 産
須 恵

せ青 豊
た田 川
田 川 科 学 技 術
太 宰 府

ち筑 紫
筑 紫 丘
筑 紫 中 央
築 上 西
筑 前
筑 豊

て伝 習 館
と東 筑
東 鷹
戸 畑
戸 畑 工 業

な中 間
南 筑

に西 田 川
の直 方
は博 多 工 業
博 多 青 松
柏 陵

ひひ び き
ふ福 岡

福 岡 魁 誠
福 岡 工 業
福 岡 講 倫 館
福 岡 女 子
福 岡 西 陵
福 岡 中 央
福 岡 農 業
福 島
福 翔

ほ北 筑
み三 井
三 池
三 池 工 業
三 井 中 央
三 潴
京 都

む武 蔵 台
宗 像

め明 善
も門 司 学 園
門 司 大 翔 館

や八 幡
八 幡 工 業
八 幡 中 央
八 幡 南
山 門
八 女
八 女 工 業
八 女 農 業

ゆ行 橋
わ若 松
若 松 商 業

（中等教育学校）
き輝 翔 館

（特別支援学校）
い生の松原特別支援
糸 島 特 別 支 援
今 津 特 別 支 援

お大 牟 田 特 別 支 援
小 郡 特 別 支 援

き北 九 州 高 等 学 園
北九州視覚特別支援
北九州中央高等学園

く久 留 米 特 別 支 援
こ小 池 特 別 支 援
古 賀 特 別 支 援
小 倉 北 特 別 支 援
小倉総合特別支援
小 倉 南 特 別 支 援

し清 水 高 等 学 園
城 浜 高 等 学 園

た田 主 丸 特 別 支 援
太 宰 府 特 別 支 援

ち筑 後 特 別 支 援
つ築 城 特 別 支 援
の直 方 特 別 支 援
は博 多 高 等 学 園
ひ東 福 岡 特 別 支 援
ふ福 岡 高 等 学 園
福岡高等視覚特別支援
福岡高等聴覚特別支援
福岡中央特別支援
福 岡 特 別 支 援

み南 福 岡 特 別 支 援
も門司総合特別支援
や屋 形 原 特 別 支 援
柳 河 特 別 支 援
八 幡 特 別 支 援
八 幡 西 特 別 支 援

わ若 久 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
い飯 塚
お大 牟 田
沖 学 園
折 尾 愛 真

き希 望 が 丘
九州国際大学付属
九州産業大学付属九州
九州産業大学付属九
州産業
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近畿大学附属福岡
仰 星 学 園

く久 留 米 学 園
久 留 米 信 愛
久 留 米 大 学 附 設

け敬 愛
慶 成

こ高 稜
し真 颯 館
自 由 ケ 丘
純 真
上 智 福 岡

す杉 森
せ精 華 女 子
誠 修
西 南 学 院
西 南 女 学 院
星 琳

た立 花
第一薬科大学付属

ち筑 紫 女 学 園
筑 紫 台
筑 陽 学 園

つつ く ば 開 成 福 岡
と東海大学付属福岡
常 磐

な中 村 学 園 三 陽
中 村 学 園 女 子

に西日本短期大学附属
は博 多
博 多 女 子

ひ東 筑 紫 学 園
東 福 岡

ふ福岡海星女子学院
福 岡 芸 術
福岡工業大学附属城東
福 岡 常 葉
福 岡 女 学 院
福 岡 女 子 商 業
福 岡 第 一
福岡大学附属大濠
福岡大学附属若葉
福 岡 雙 葉
福 岡 舞 鶴
福 智

ほ豊 国 学 園
み美 萩 野 女 子
め明 光 学 園
明 治 学 園
明 蓬 館

や柳 川
大 和 青 藍
八 女 学 院

ゆ祐 誠

（中等教育学校）
りリンデンホールスク
ール中高学部

上記以外の高等学校等

佐 賀 県

国　　立

（特別支援学校）
さ佐賀大学教育学部附
属特別支援

公　　立

（高等学校）
あ有 田 工 業
い伊 万 里
伊 万 里 実 業

う牛 津
嬉 野

お小 城
か鹿 島
唐 津 工 業
唐 津 商 業
唐 津 青 翔
唐 津 西
唐 津 東

唐 津 南
神 埼
神 埼 清 明

き 厳 木
こ 高 志 館
さ 佐 賀 北
佐 賀 工 業
佐 賀 商 業
佐 賀 西
佐 賀 農 業
佐 賀 東

し 白 石
た 多 久
武 雄
太 良

ち 致 遠 館
と 鳥 栖
鳥 栖 工 業
鳥 栖 商 業

み 三 養 基

（特別支援学校）
い 伊 万 里 特 別 支 援
う うれしの特別支援
か 唐 津 特 別 支 援
き 金 立 特 別 支 援
な 中 原 特 別 支 援
も 盲
や 大 和 特 別 支 援
ろ ろ う

私　　立

（高等学校）
け 敬 徳
こ 弘 学 館
さ 佐 賀 学 園
佐賀女子短期大学付
属佐賀女子
佐 賀 清 和

と 東 明 館
ほ 北 陵
り 龍 谷
わ 早 稲 田 佐 賀

上記以外の高等学校等

長 崎 県

国　　立

（特別支援学校）
な 長崎大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
さ 佐 世 保 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
い 壱 岐
壱 岐 商 業
諫 早
諫 早 商 業
諫 早 農 業
諫 早 東

う 宇 久
お 大 崎
大 村
大 村 工 業
大 村 城 南
小 浜

か 上 五 島
上 対 馬
川 棚

く 国 見
こ 口 加
五 島
五 島 海 陽
五 島 南

さ 佐 世 保 北
佐 世 保 工 業
佐 世 保 商 業

佐 世 保 中 央
佐 世 保 東 翔
佐 世 保 西
佐 世 保 南

し鹿 町 工 業
島 原
島 原 工 業
島 原 商 業
島 原 翔 南
島 原 農 業

せ西 彼 農 業
清 峰
西 陵

つ対 馬
と豊 玉
な中 五 島
長 崎 鶴 洋
長 崎 北
長 崎 工 業
長 崎 商 業
長 崎 西
長 崎 東
長 崎 北 陽 台
長 崎 南
長 崎 明 誠
奈 留
鳴 滝

に西 彼 杵
は波 佐 見
ひ平 戸
ほ北 松 西
北 松 農 業

ま松 浦
ゆ猶 興 館

（特別支援学校）
い諫 早 特 別 支 援
か鶴 南 特 別 支 援
川 棚 特 別 支 援

き 希望が丘高等特別支援
さ桜 が 丘 特 別 支 援
佐 世 保 特 別 支 援

し島 原 特 別 支 援
と時 和 特 別 支 援
な長 崎 特 別 支 援
に虹 の 原 特 別 支 援
も盲
ろろ う

私　　立

（高等学校）
か海 星
活 水

き九 州 文 化 学 園
け瓊 浦
こ向 陽
こ こ ろ 咲 良
こ こ ろ 未 来

さ西 海 学 園
佐 世 保 実 業

し島 原 中 央
純 心 女 子

せ青 雲
精 道 三 川 台
聖 母 の 騎 士
聖 和 女 子 学 院

そ創 成 館
ち鎮 西 学 院
な長 崎 玉 成
長 崎 女 子
長 崎 女 子 商 業
長崎総合科学大学附属
長 崎 南 山
長 崎 日 本 大 学

ひ久田学園佐世保女子

上記以外の高等学校等

熊 本 県

国　　立

（特別支援学校）

く熊本大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
く熊 本 高 専

公　　立

（高等学校）
あ芦 北
阿 蘇 中 央
天 草
天 草 工 業
天 草 拓 心

う牛 深
宇 土

お大 津
小 川 工 業
小 国

か上 天 草
鹿 本
鹿 本 商 工
鹿 本 農 業

き菊 池
菊 池 農 業

く球 磨 工 業
球 磨 中 央
熊 本
熊 本 北
熊 本 工 業
熊 本 商 業
熊 本 西
熊 本 農 業

こ甲 佐
し翔 陽
せ済 々 黌
た岱 志
高 森
玉 名
玉 名 工 業
第 一
第 二

ち千 原 台
と東 稜
な南 稜
ひ必 由 館
人 吉

ほ北 稜
ま松 橋
み水 俣
御 船

や八 代
八 代 工 業
八 代 清 流
八 代 農 業
八 代 東
矢 部

ゆ湧 心 館

（特別支援学校）
あ芦 北 支 援
天 草 支 援
荒 尾 支 援

お大 津 支 援
小 国 支 援

か鏡わかあゆ高等支援
か も と 稲 田 支 援

き菊 池 支 援
く球 磨 支 援
熊本かがやきの森支援
熊 本 支 援
熊本はばたき高等支援
熊 本 ろ う
黒 石 原 支 援

ひひのくに高等支援
へ平 成 さ く ら
ま松 橋 支 援
松 橋 西 支 援

も盲
や八 代 支 援
れ苓 北 支 援

私　　立

（高等学校）

あ有 明
か開 新
き菊 池 女 子
九 州 学 院

く熊本学園大学付属
熊 本 国 府
熊 本 信 愛 女 学 院
く ま も と 清 陵
熊 本 中 央
熊本マリスト学園

け慶 誠
し秀 岳 館
尚 絅
真 和
城 北

せ専修大学熊本玉名
た玉 名 女 子
ち鎮 西
と 東海大学付属熊本星翔
ひ一 ツ 葉
ふ文 徳
や八 代 白 百 合 学 園
や ま と

ゆ勇 志 国 際
るル ー テ ル 学 院

上記以外の高等学校等

大 分 県

国　　立

（特別支援学校）
お大分大学教育学部附
属特別支援

（高等専門学校）
お大 分 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ安 心 院
う宇 佐
宇 佐 産 業 科 学
臼 杵

お大 分 上 野 丘
大 分 雄 城 台
大 分 工 業
大 分 商 業
大 分 鶴 崎
大 分 西
大 分 東
大 分 豊 府
大 分 舞 鶴
大 分 南

か海 洋 科 学
き杵 築
く久 住 高 原 農 業
玖 珠 美 山
国 東

け芸 術 緑 丘
さ佐 伯 鶴 城
佐 伯 豊 南

し情 報 科 学
そ爽 風 館
た高 田
竹 田

つ津 久 見
鶴 崎 工 業

な中 津 北
中 津 東
中 津 南

ひ日 出 総 合
日 田
日 田 三 隈
日 田 林 工

へ別 府 翔 青
別 府 鶴 見 丘

み三 重 総 合
ゆ由 布

（特別支援学校）
う宇 佐 支 援
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臼 杵 支 援
お大 分 支 援
さ佐 伯 支 援
さくらの杜高等支援

し新 生 支 援
た竹 田 支 援
ち中 央 支 援
な中 津 支 援
ひ日 出 支 援
日 田 支 援

へ別 府 支 援
み南 石 垣 支 援
も盲
ゆ由 布 支 援
ろろ う

私　　立

（高等学校）
い稲 葉 学 園
岩 田

お大 分
大 分 国 際 情 報
大 分 東 明

し昭 和 学 園
と藤 蔭
に日本文理大学附属
ひ東 九 州 龍 谷
ふ福 徳 学 院
府 内

へ別 府 溝 部 学 園
め明 豊
や柳 ケ 浦
よ楊 志 館

上記以外の高等学校等

宮 崎 県

国　　立

（高等専門学校）
み都 城 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
い飯 野
か門 川
こ小 林
小 林 秀 峰

さ佐 土 原
た高 城
高 千 穂
高 鍋
高 鍋 農 業

つ妻
と富 島
に日 南
日 南 振 徳

の延 岡
延 岡 工 業
延 岡 商 業
延 岡 星 雲
延 岡 青 朋

ひ日 向
日 向 工 業

ふ福 島
ほ本 庄
み都 城 泉 ケ 丘
都 城 工 業
都 城 商 業
都 城 西
都 城 農 業
宮 崎 大 宮
宮 崎 海 洋
宮 崎 北
宮 崎 工 業
宮 崎 商 業
宮 崎 西
宮 崎 農 業
宮 崎 東
宮 崎 南

（中等教育学校）
こ 五 ケ 瀬

（特別支援学校）
あ 赤江まつばら支援
き 清武せいりゅう支援
こ 小林こすもす支援
児湯るぴなす支援

に 日南くろしお支援
の 延岡しろやま支援
ひ 日向ひまわり支援
み みなみのかぜ支援
都城きりしま支援
都城さくら聴覚支援
みやざき中央支援
明 星 視 覚 支 援

私　　立

（高等学校）
お 櫻 美 学 園
こ 小 林 西
せ 聖心ウルスラ学園
に 日 南 学 園
日 章 学 園
日章学園九州国際

の 延 岡 学 園
ひ 日 向 学 院
ほ 鵬 翔
み 都 城
都城聖ドミニコ学園
宮 崎 学 園
宮 崎 第 一
宮 崎 日 本 大 学

上記以外の高等学校等

鹿 児 島 県

国　　立

（特別支援学校）
か 鹿児島大学教育学部
附属特別支援

（高等専門学校）
か 鹿 児 島 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
あ 奄 美
い 伊 佐 農 林
伊 集 院
出 水
出 水 工 業
出 水 商 業
市 来 農 芸
指 宿
指 宿 商 業

え 頴 娃
お 大 口
大 島
大 島 北
沖 永 良 部

か 開 陽
鶴 翔
鹿 児 島 玉 龍
鹿 児 島 工 業
鹿 児 島 商 業
鹿 児 島 女 子
鹿 児 島 水 産
鹿 児 島 中 央
鹿 児 島 東
鹿 児 島 南
加 治 木
加 治 木 工 業
加 世 田
加 世 田 常 潤
鹿 屋
鹿 屋 工 業
鹿 屋 女 子
鹿 屋 農 業

蒲 生
川 辺

き 喜 界
霧 島
錦 江 湾

く 串 木 野
串 良 商 業

こ 甲 南
国 分
国 分 中 央
古 仁 屋

さ 薩 南 工 業
薩 摩 中 央

し 志 布 志
松 陽

せ 川 薩 清 修 館
川 内
川 内 商 工

そ 曽 於
た 武 岡 台
種 子 島
種 子 島 中 央
垂 水

つ 鶴 丸
と 徳 之 島
な 楠 隼
の 野 田 女 子
は 隼 人 工 業
ふ 吹 上
福 山

ま 枕 崎
み 南 大 隅
め 明 桜 館
や 屋 久 島
山 川

よ 与 論

（特別支援学校）
い 出 水 特 別 支 援
指 宿 特 別 支 援

お 大 島 特 別 支 援
か 鹿児島高等特別支援
鹿 児 島 特 別 支 援
鹿児島南特別支援
鹿 児 島 盲
鹿 児 島 ろ う
加 治 木 特 別 支 援
鹿 屋 特 別 支 援

く 串 木 野 特 別 支 援
た 武 岡 台 特 別 支 援
な 中 種 子 特 別 支 援
南 薩 特 別 支 援

ま 牧 之 原 特 別 支 援

私　　立

（高等学校）
い 池 田 学 園 池 田
出 水 中 央

お 大 口 明 光 学 園
か 鹿 児 島
鹿 児 島 育 英 館
鹿 児 島 修 学 館
鹿 児 島 実 業
鹿 児 島 純 心 女 子
鹿 児 島 城 西
鹿 児 島 情 報
鹿 児 島 第 一
鹿 屋 中 央
神 村 学 園 高 等 部

し 志 學 館 高 等 部
尚 志 館
樟 南
樟 南 第 二

ほ 鳳 凰
や 屋 久 島 お お ぞ ら
ら ラ ・ サ ー ル
り 龍 桜
れ れ い め い

上記以外の高等学校等

沖 縄 県

国　　立

（高等専門学校）
お沖 縄 工 業 高 専

公　　立

（高等学校）
い石 川
糸 満

う浦 添
浦 添 工 業
浦 添 商 業

お沖 縄 工 業
沖 縄 水 産
小 禄

か開 邦
嘉 手 納

き北 中 城
球 陽
宜 野 座
宜 野 湾

く久 米 島
具 志 川
具 志 川 商 業

こ向 陽
コ ザ

し首 里
首 里 東

ち知 念
北 谷
中 部 商 業
中 部 農 林

と泊
豊 見 城
豊 見 城 南

な名 護
名 護 商 工
那 覇
那 覇 工 業
那 覇 国 際
那 覇 商 業
那 覇 西
南 部 工 業
南 部 商 業
南 部 農 林

に西 原
は南 風 原
ふ普 天 間
へ辺 土 名
ほ北 山
北 部 農 林

ま前 原
真 和 志

み美 里
美 里 工 業
宮 古
宮 古 工 業
宮 古 総 合 実 業
美 来 工 科

も本 部
や八 重 山
八 重 山 商 工
八 重 山 農 林

よ陽 明
与 勝
読 谷

（特別支援学校）
あ泡 瀬 特 別 支 援
お大 平 特 別 支 援
沖縄高等特別支援
沖 縄 盲
沖 縄 ろ う

か鏡 が 丘 特 別 支 援
さ桜 野 特 別 支 援
し島 尻 特 別 支 援
ち中部農林高等支援
な名 護 特 別 支 援
那 覇 特 別 支 援
那 覇 み ら い 支 援

に西 崎 特 別 支 援
は南 風 原 高 等 支 援
は な さ き 支 援

み美 咲 特 別 支 援
宮 古 特 別 支 援

も森 川 特 別 支 援
やや え せ 高 等 支 援
八 重 山 特 別 支 援

よ陽 明 高 等 支 援

私　　立

（高等学校）
えエナジックスポ－ツ
高等学院
Ｎ

お沖 縄 カ ト リ ッ ク
沖 縄 尚 学

こ興 南
し昭和薬科大学附属
せ仙台育英学園沖縄
つつ く ば 開 成 国 際
ひ ヒューマンキャンパス
み瑞 穂 Ｍ Ｓ Ｃ
や八洲学園大学国際

上記以外の高等学校等
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■高等学校卒業程度認定試験等、外国の学校等、文部科学大臣の指定した者、認定、在外教育施設、専修学校の高等課程

高等学校卒業程度認定試験
高等学校卒業程度認定試験に合格した者及び令和8年3月31日までに合格見込
みの者、又は令和7年度第2回高等学校卒業程度認定試験に出願している者

大学入学資格検定 大学入学資格検定に合格した者

高等学校卒業程度認定審査
いわゆる「飛び入学」で大学に入学した者（学校教育法第90条第2項の規定
により大学に入学した者）であって、高等学校卒業程度認定審査に合格
した者

外国の学校等
外国において、学校教育における12年の課程を修了した者及び令和8年3月31
日までに修了見込みの者、又はこれに準ずる者で文部科学大臣の指定したもの

文部科学大臣の指定した者

海技教育機構（旧海員学校）の本科を卒業した者及び令和8年3月卒業見込
みの者、国際バカロレア資格取得者、アビトゥア資格取得者、バカロレ
ア資格（フランス共和国）取得者、GCEAレベル取得者、国際Aレベル資
格取得者、欧州バカロレア資格取得者、国際的な評価団体の認定を受け
た教育施設に置かれる12年の課程を修了した者又は修了見込みの者、そ
の他文部科学大臣の指定した者（旧制諸学校出身者等）

認定

大学において、個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同等以上
の学力があると認めた者で、令和8年3月31日までに18歳に達するもの

いわゆる「飛び入学」で大学に入学した者（学校教育法第90条第2項の規定に
より大学に入学した者）であって、当該者をその後に入学させる大学において、
大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

在外教育施設
文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程又は相当する課程を有する
ものとして認定又は指定した在外教育施設の当該課程を修了した者又は
令和8年3月31日までに修了見込みの者

専修学校の高等課程
専修学校の高等課程を卒業（修了）した者及び令和8年3月31日までに卒業
見込み（修了見込み）の者

 「令和8年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト受験案内」より引用
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名古屋外国語大学 入試広報室
https://www.nufs.ac.jp/

〒470-0197　愛知県日進市岩崎町竹ノ山57

TEL 0561-75-1748（直通）


